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　★Overload Game★






　ゲーム評価額　五百万

　ゲーム危険度　Ｅ　安全です。ローリスクハイリターンのボーナスゲームです。

　知力　　　　　Ｃ　必要最低限の知力レベルが必須です。

　体力　　　　　Ｃ　必要最低限の体力レベルが必須です。

　運　　　　　　Ｂ　あるに越したことはありません。








　このゲームはチェスをモチーフにしています。

　ピースは二種類を使用します。




　King　 男性プレイヤーが受け持ちます。

　Queen　 女性プレイヤーが受け持ちます。




『EXIT』

　この表示のドアを探しましょう。

　四十八時間以内に出口を探して脱出することが目的です。

　脱出に成功すればそれまでに手に入れた全ての現金等を持ち出せます。




　──出口はこの画面の向こうにあります。








　　　　制作委員会ではプレイヤーによるゲームの意見等を募集しております。

　　　　連絡先はこちらまで　billiongame@xxxooo.oo.jp







Billion Game 制作委員会
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「──なんだよ、その顔は。俺おれはやるだけやった。それ以上のことを求められてもどうにもできない。野球選手だって、ヒットを打てと言われて打てたら苦労しない。言われて打てるのはイチローぐらいだろ」

「俺はイチローを求めているわけじゃねえ。勝負の半分は運だし負けるときもある。だがな、あの無気力な打うち筋すじはなんだ？　集中力もなく振ふり込こみまくってやがっただろ」

「俺は狙ねらい打うたれていたし流れがこなかった。体調が悪いからツモもよくなかった。今日の射い手て座ざの運勢もよくなかった」

「女みたいな言いい訳わけすんなよ」

　階段の踊おどり場ばで、速はや見みが壁に凭もたれかかりながら睨にらんでいる。

「あの状態で四暗子スーアンコで一いつ矢し報いた俺を褒ほめるべきだけどな」

　福ふく原はらは抱えた花束に鼻を近づけながら言った。ひまわりの黄色が妙に派は手でに目に映る。

「俺が一番むかついたのはその場面だった。そんな花束をニヤニヤとしながら受け取りやがって」

「役やく満まん賞しようなんだから貰もらわないわけにはいかないだろ。せっかくゲームイメージガールのリッチーがくれたんだしさ。貰うとき、ふわっといい匂においがしたな……」

「……おまえにはがっかりだ」

「悪かったな。じゃあ今度はがっかりだって言われないように努力します」

「てめえ、屋上で頭冷ひやしてこい。今回みたいに適当で次があると思うなよ」

　速見は飲み干したコーヒーの空き缶を乱暴に投げつけ階段を下りていった。空き缶の音が反響し鼓こ膜まくがジーンと痺しびれた。

「……くそっ、言いたいこと言いやがって」

　福原は舌した打うちをしてから、階段を上って屋上への扉とびらを開けた。

「俺のこの傷ついた心を癒いやしてくれるのはエミリーだけだ」

　福原は花束を抱えたまま屋上に出た。強烈な日差しに目を細める。真っ青な空に白い雲。湿しめった風にセミの声。いつの間にか夏が始まっていた。

　この校舎の屋上は通常は立入り禁止なのだが、福原は合あい鍵かぎを持っているので自由に出入りできるのだ。

　福原はフェンス際ぎわに歩み寄ると、花束を抱えたままため息をついた。放課後の校庭からは、運動部のかけ声が潮しお騒さいのように聞こえる。海にいるようだ、と、思った。

　疲労を感じた。フェンスに凭れていないと立っていられないような気がした。何かがおかしかった。空から回まわりしている自分自身。福原駿しゆん介すけという存在がどこかズレているような感じだった。

「エミリー……」

　福ふく原はらはつぶやいた。

「エミリーって誰だれ？」

　振り向くと、背後のひさし付きベンチに女子生徒が座っていた。ペットボトルのウーロン茶を飲みながらこちらに視線を向けている。

「飲む？」

　福原の視線に、舞まいは小首を傾かしげながら缶コーヒーを差し出した。

「いらない。そんな気分じゃない」

「その花束はなあに？」

　舞は福原の抱えている花束を指さした。

「……誕生日おめでとう。舞も十四歳か。真っ赤なバラにしようかと思ったけど、舞には黄色いひまわりが似に合あうと思った」

　花束を渡してやると、舞はぱあっと笑顔を浮かべた。

「まあ、ありがとう。覚えてくれていたのね、ちょうど三ヶ月と十三日後の私の誕生日を」

「あたりまえだよ。舞だけだよ、俺おれの気持ちを癒いやしてくれるのは。俺はずっと舞のことばかり考えてる。大きな目と小さな唇は人形のように可愛かわいらしいし、ポニーテールに結んだ髪はいい匂においがするし、頭もよくて優やさしくて気が遣つかえる。声も綺き麗れいでプロポーションもいいし、たぶん俺は舞のことが好きなんだよ。愛してる。昨日きのうも夢に出てきた」

「ふーん」

「……噓うそついた」

「どこから噓よ」

　舞がキッと睨にらんだ。

「あーあ、なんか疲れてるんだ」

　福原はどかっと舞の隣に腰を下ろした。上を見た。飛行機が飛んでいた。空はうんざりとするほどに真っ青だった。

「散さん々ざんだったようね。一週間前の予選会はまだ調子がよかったようだけど」

　舞は花束を横に置きながら言った。

「たかが麻雀マージヤンだけどな」

　生徒同どう士しの麻雀で負けた程度のことなのだ。しかし、福原には納なつ得とくがいかなかった。

「たかが麻雀でも負けは負けよ。それも断トツの最下位じゃない。攻撃と防御のメリハリがついていないし、牌パイの動きも全く統制がとれていない。あげく、狙ねらい打うちされて飛ばされる寸すん前ぜん。ゲーム中もコーヒーがぶがぶ飲んでるし、点てん棒ぼうは投げつけるわ、配はい牌ぱいが悪いとふてくされたりと、ゲーム態度もよくなかった。役やく満まんが出たのは運がよかっただけね」

「よく知ってるな」

「あの麻雀マージヤン会場の部屋、ライブカメラがあるのよ」

　舞まいは脇わきに置いてあるノートパソコンを指さした。

「よかったじゃない。学年のアイドルからお花もらえて。へらへら加か減げんに呆あきれたけど」

「……おかしい」

「ん？」

「なあ舞。なんで俺おれが学校の麻雀ごときで負けるんだろ？」

「なんで、って？」

　舞は結んだ髪を触さわりながら横目でこちらを見た。

「いくら麻雀が強い奴やつらが集まったといっても、所しよ詮せん一般人の学生さんじゃないか。それに比べたら俺は特別な枠わくにいるはずだろ。囚しゆう人じんゲームとかいうやつでも結果を残したし、パルスだっけ？　それによって人間離れした能力補正があるはず。それなのに、学校の麻雀なんかで負けちゃったじゃん」

　まくし立てたあと、福ふく原はらは大きくため息をついた。

　パルスとは福原の運命を大きく変化させた要素だ。感かん染せんによって、欲求などの増大に伴ともない特殊な能力が覚かく醒せいすると。そして、福原は囚人ゲームに強制参加をさせられ、姉は姿を消したままだった。

「最近はどうなの？　あれから一週間ほど経たつけど、消しよう滅めつ傾向？」

　舞が低いトーンで言った。彼女の表情は穏おだやかなのだが、視線だけはとても冷たく感じる。福原に向ける視線、それは観察しているかのような温度の低さがある。

「消えていない。逆に安定している」

「わかるの？」

「ああ、俺の中に何かがいるのは、はっきりとわかるんだ。でも、あの時のような感覚はない。能力は逆に低下しているように感じる」

「ねえ、福原はそれほど自分が特別だと思う？」

「……特別っていうのは、言いすぎだったかな」

　福原はへへっと笑った。

「特別な存在よ。だからこそ、学校の麻雀なんかで力を出せないのよ」

　舞は馬ば鹿かにする様子でもなくはっきりと言った。

「ちょっと説明してあげる」

　舞は胸のポケットから生徒手帳を取り出すと、すらすらとペンを走らせた。

「見て」

　舞は手帳に書いた図を見せた。
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「これはね、パルスの能力補正の簡単な図なの。基本的に二つのベクトルにより、能力方向が決定づけられる。まずは肉体的か知能的かの補正。身体能力を補正するか知能を補正するかという方向ね。そして、その能力が攻撃的か守備的かで、また二つに分かれる。よって、基本的に能力分類はＡからＤの四ブロックで表現することができるの」

　福ふく原はらは図を見つめた。パルス感かん染せん者しやの能力補正の分類表ということだ。

「パルスが肉体に作用するか知能に作用するか、というのは理解できる。たぶん俺おれは知能に補正がかかったタイプだろ」

　福原は思いだした。バベルでのパルス解放の瞬間。すべての情報は的確に繊せん細さいに力強く管理された。あの能力は明らかに知能に作用している。

「見た感じではそうね。福原のパルス作用ベクトルは知能方向だと思う。だいたいの傾向だけど、男性は知能方向にいく傾向が強いのよ。対して女性は肉体的方向。理由はよくわからない。女性の強い感情とか、生物学的に女性の体の完成度が高いとか様々な理由づけをされているのだけれどね」

「肉体的とは、スポーツ選手のような感じか」

「そうね。肉体能力を上昇させる。要するに直接的に戦闘能力にリンクしている」

「なるほど」

　争いを繰り返した人類の歴史において一番重要なファクターであるはずだ。

「そして、さらに重要な要素があるの。それは能力の積極性ベクトル。すなわち、攻撃的であるか守備的であるか」

　舞まいはペン先で図をトントンと叩たたきながら説明している。

「傾向的な感じか」

「意外にその傾向が重要なの。ちょっと抽象的なのだけど、補足すると攻撃タイプはパルスが不安定で能力解放も瞬しゆん発ぱつ的てき、パルスの出力は外部へ。守備タイプは安定性があり能力解放は持久力がありパルス出力は内部、つまり自己能力の補正」

「ん、守備的の方がいい感じだな」

「どちらがいいとは言い難いわ。瞬発的な能力解放はそれなりに高レベルだし、そのぶん不安定になる。暴走も多いし精神に負担がかかる。でも、攻撃的なタイプは特殊よ。人並み外れた能力解放ができるもの」

「わかってきた。守備型の能力補正は持久力があり、つまり日常的に役立つような感じなのか」

「そうね。自己の能力をアップさせるのが守備型。言うなら幸せなのは守備タイプなのよね。四つのタイプ分類を補足してあげる」

　舞まいは、さらに手帳に文字を書いた。





　Ａ　肉体補正攻撃タイプ　相手を攻撃する能力に長ける。ただし不安定。

　Ｂ　肉体補正守備タイプ　自己の身体能力が上がる。持久力があり安定傾向。

　Ｃ　知能補正攻撃タイプ　特殊なタイプ。能力は未知なものが多い。

　Ｄ　知能補正守備タイプ　自己の知力レベルが全体的に上昇する。






「だいたいこんな感じかしら。Ｂは例えるなら兵士タイプ。肉体的に補正がかかり、身体能力が上昇、自己治ち癒ゆ力りよくや五感の能力補正。それでいてパルスも安定。このタイプが一番多いの。Ｄは指揮官タイプかしら。情報分析、演えん算ざん、管理能力上昇。複雑な武器も作ったり使いこなせるし、指揮、統とう率そつに長たけるのがこのタイプ」

「なるほど、昔の混こん沌とんの時代の役割がわかるな」

「前も言ったように、現代はパルスも人間も進化の袋ふくろ小こう路じ。だからこそ、こうして直接的な結びつきに変化して生き残ろうとしている。昔は影響を与える程度だったのだけどね」

「ＡとＣタイプは？」

「Ａは言うなら英雄的なタイプかしら。攻撃能力を昇しよう華かさせたタイプ。今後の感かん染せん者しやたちの枠わく組ぐみを決めるイニシアチブを握っているのもこのタイプ……」

「え？」

「なんでもないわ。そして、Ｃタイプは例えるなら──ちょっとメルヘンチックになるけど魔ま法ほう使つかいタイプかしら。まだ出力能力に未知な部分が多いのよ。他人に影響する力を使えたりするの」

　舞は一通りの説明を終えて、大きく息を吐いた。舞の表情を見て、彼女はまだ自分に多くのことを隠かくしているのだと福ふく原はらは感じた。そんな不満げな雰ふん囲い気きを察したのか、舞はすっと目を逸そらした。

「で、俺おれはどの分類に？」

「ここまで説明したのだからわかっているでしょ。福原はＣタイプだわ。Ｄ寄りのＣタイプと言ったところかしら」

　知能補正の攻撃的なタイプということだ。能力は瞬しゆん発ぱつ的てきで不安定。

「学校麻雀マージヤンで学生さんごときに負けたのはね、あなたの能力はこの日常でほとんど使用できないということよ。町中をＦ１レーシングカーで走るのようなものだわ。そんなことをしたら障害物に接触して車体がクラッシュするか、スピードを落としすぎてエンストするかのどちらかでしょ。走るには整備されたレーシングコースが必要、ということ。そんな限定的な能力なのよ。守備タイプなら日常的にも役立つのでしょうけど……それにしたって学校麻雀マージヤンなんてくだらないと思うけどね」

「俺おれはフェラーリってことか」

「Ｆ１レーシングカーっていうのは、ちょっと褒ほめすぎちゃったけどね」

「その整備されたコースが囚しゆう人じんゲーム？　囚人ゲームをコーディネートしている連中は、何故なぜそんなコースを造っている？　舞まいはギャンブルや娯楽としてだと説明した。しかし、それだけじゃないんだろ」

　福ふく原はらは立ちあがり金網フェンスの向こうを見つめた。校庭で走っている生徒たちが見えた。彼らは陸上トラックでシンプルな感情をスムーズに吐き出している。囚人ゲームのトラックで吐き出される淀よどんだ感情とは明らかに違った。

「…………」

　舞は福原の背後で口をつぐんでいる。

　福原が沈黙し続けていると、舞のほうから口を開いた。

「言ったはずよ。私が福原に伝えられることは限られていると。私も福原に対してできる限りの協力はするわ、エージェントとしてね。囚人ゲームには複雑な要素が絡からみ合っているの。私からの視点だけじゃ説明できないことが多い。それに、囚人ゲームの枠わく組ぐみは、あなたがゲームを進めることで嫌でも知ることになる。それは福原自身の視点で……何してるのよ」

　舞がむっとした表情で立ちあがった。

「……どうしたの？　何か落としたの？」

「捕まえた」

　しゃがみ込んでいた福原はつかんだそれを見せた。

「蟻アリじゃないの。捕まえてどうするの？　かわいそうじゃない」

「エミリーの餌えさなんだ」

　福原は舞が座っていたベンチの裏へと回った。ベンチの足組の隙すき間まに白いガーゼ状のものが張ってある。これはコロニーを兼ねた罠わなだ。福原はそこに蟻を落とした。

「……わっ、出てきた」

　隣で覗のぞきこんでいた舞が声を上げた。

　円えん筒とう状じようのコロニーから出てきたのは黒こつ褐かつ色しよくの蜘蛛くもだった。巣に足を取られ足搔あがく蟻の震しん動どうに反応したのだ。

　蜘蛛の動きは素早かった。うごめく蟻に一瞬で牙きばを食い込ませ、すぐにコロニーへと引きずり込み姿を消した。

「きゃっ、残ざん酷こく」

　舞が顔をゆがめている。

「彼女がエミリー」

「こんなところに巣を張るのね。蜘蛛くもならもっと幾き何か模も様ようの綺き麗れいなネットを張ればいいのに」

「タナグモ科の蜘蛛なんだよ。棚たな網あみを作るタイプ」

「ねえ、もう一回やってみてよ」

「あまりやりすぎると無視されるんだ。エミリーは蟻アリが好きじゃないらしい」

「クロアリは捕ほ食しよく者しやにとっては美味おいしい獲え物ものじゃないって、昆虫の学者が言っていたものね。それに、エミリーも同じ食べ物ばかりじゃ飽あきるのよ。こんな小さな虫だって、それくらいの知能はあるのよ」

「ただ、蟻以外は捕まえるのが難しいんだよな。あまり介かい入にゆうしすぎても、エミリーにとってもよくないことだし」

「屋上でこんなことをしてるのね。そういえば彼女も屋上で雀すずめに餌えさをやったりしてたなあ」

　舞まいがぽつりとつぶやいた。

「彼女って？」

「立たち花ばな飛鳥あすかよ。お昼ご飯をここで食べたりするらしいし。調査の結果、雀が一番好きな飲み物はネクターだって言ってた。あのどろっとした桃のジュースね」

「……寂さびしい人だ」

「なんて顔してるのよ。じゃあ福ふく原はらがコミュニケーションを取ればいいじゃない。相変わらず、会話もしないで」

　福原は横目で舞を見た。

「なあ、立花はどうしているんだ？」

「どうしているって？」

「ここ最近学校に来ていない」

　この三日間学校に顔を出していない。ざわつく教室で、彼女の座席の空間だけがぽっかりと空あいていた。飛鳥の生活スタイルとして、いつものことと言えばそれまでなのだが。

「あまり言いたくないのだけど、出席日数は大丈夫だから安心なさい。理由のある欠席は、公こう欠けつとして処理されるよう、囚しゆう人じんゲームサイドが間接的に介入しているから」

「そうじゃない」

「気になっているの？」

「……別に」

「彼女なりに行動しているんじゃないかしら」

　舞は興味なさげに言った。

「何をしているか知らないのか？　エージェントだろ」

　福原は驚いた。

「エージェントだからといって、すべての囚人ゲームに関かかわれるわけじゃないわ。基本的にゲーム参加は自由だし、エージェントを介かいして行動する必要もないの。私はある程度のフォローをするだけ」

「ある程度のフォローと監かん視し？」

　福ふく原はらは舞まいの表情を窺うかがった。舞は不機嫌になった様子もなく、ただ静かな表情を保っている。

「……監視もあるわね」

　福原は立ちあがり大きく息を吐いた。飛鳥あすかが独自に行動しているように、自分も目的達成のためには自ら行動を起こさなければならないと感じた。自分の目で、この囚しゆう人じんゲームの枠わく組ぐみを知らねばならない。

「彼女はさ……」

　舞が立ちあがりつぶやいた。

「ずっと無む理りをしている。誰だれかが支えてあげないといけないと思う」

「舞がフォローしてやればいいじゃないか。俺は自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだ」

「私はエージェントだもの。ゲームは自己責任だし、ゲームへの最低限の協力をするだけ。だから、例え囚人落ちしても私は関係ないの」

「ああ、そうかよ。そうだよな」

　福原はぐっと歯を食いしばった。囚人落ちして行方ゆくえがわからなくなった姉も自己責任なのだ。それは事実だ。確かに事実ではあるのだ。

「エージェントとしての役目は果たすわ。今後、達成するべき目標があるのなら、ゲームの紹介もするし、助言もするから」

　舞はそう言うと、ベンチに置いていたノートパソコンを手に取り歩き去っていった。

　ベンチの上には、ぽつんと花束が残され風に揺れていた。
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　放課後の教室は静まりかえっている。生徒のいない空からっぽの容器は、どことなく寂さびしげに見えた。窓の外から微かすかに朱しゆ色いろの日差しが差し込んでいる。

　鞄かばんを取りに自分の席に向かい、ちらりと飛鳥の座席を見た。空っぽの座席を見て、妙な不安が沸わき上がる。

　鞄を持ったままぼーっと佇たたずんでいると、開いた出入り口から青あお山やま由ゆ紀きが顔を出した。

「よっ」

　ジャージ姿の由紀が手を上げて中に入ってくる。

「どうした？　忘れ物？」

　運動部は校舎の横に部室があり、部活動が終わればそこから直ちよつ帰きするのが通常だ。

「福原が屋上にいるのが見えたからね。一いつ緒しよに帰ろうと思って」

　由ゆ紀きはにこにこと笑いながら言った。

「陸上部のと一いつ緒しよに帰らなくていいのか？」

　福ふく原はらが言うと、由紀は大げさに顔をしかめて見せた。

「えっとさ、そろそろ期末テストでしょ。だから、みんなで一緒に勉強して帰ろうって話になったの。だから、福原と帰ることにしたの」

　呆あきれる福原の手を、由紀が引っ張っている。

「どこかに寄って帰る？　それとも、まっすぐ帰っちゃう？　それで家でご飯食べて帰る？　妹の亜あ衣いも福原が来ると喜ぶからさ」

「そうだな。どっかに寄って帰ろうか」

「どこにする？」

「ファミレスかファーストフード店かな」

「いいよ。珍めずらしいね。最近の福原って……」

「そこで期末テストの勉強をして帰ろう」

「……やっぱり」

　由紀ががくっと肩を落とした。

「俺おれが優やさしく見てやるからさ。わからないところも教えてやるし」

「福原は私の気持ちをわかってくれないよね」

「どうした由紀」

「勉強苦にが手てな人間の気持ちがわかないんだよ。わからないところがあったら質問しろって気軽に言うけど、私はどこがわかないかも理解していないの。それに福原って結けつ構こうスパルタだし、それだったら、のんべんだらりと陸上部の女の子同どう士しで勉強したほうがずっとマシだよ」

　由紀は目をつり上げまくし立てた。

「……ということで、勉強はなしって方向で」

　立ち去ろうとした由紀の手を、福原はしっかりとつかんだ。

「本当に俺が真面目に教えてやるから。女同士での勉強なんて、どうせ脱線してファッションやアイドルの話になるんだろ。勉強になりゃしない」

「福原は女の子を馬ば鹿かにしすぎだよ」

「教室に投げてあった女子高生向け雑誌を読んだことがあるけど、見事にファッションと星占いと恋愛コーナーしかなかった。政治や経済を語ることもなく、世界情勢にも無む頓とん着ちやく」

「雑誌の話じゃん。それに政治について語るａｎａｎなんて売れないよ。でもエコロジーとかは語ってるけどね」

「ファッション感覚のエコロジーなんかくそくらえだ。自己満足だ。ペットボトルのリサイクルが回収や加工で数倍の石油を使うことになるのは冷静に考えればわかることだ。燃やしたほうがどれだけ地球に優しいことか。スーパーでは買い物袋を持って来ずにレジ袋をもらおうとすると犯罪者扱いしやがる。どうせ、雑誌で語っているのもどっかのブランドのエコバックについてだろ」

「わかったよ、私が悪かったよ。君のそういうところうざいよねえ」

「……陸上部でがんばるのもいいけど、俺おれは由ゆ紀きに勉強もがんばってほしいんだよ。今後の人生において、ここでの努力は無む駄だにならないだろ」

　福ふく原はらが真面目まじめな顔で言うと、由紀は渋しぶ々しぶうなずいた。

「わかったよう」

「基礎から話し合おう。例えば、今後由紀は何を目め指ざすのか、とか」

　福原は教室から出て歩きながら会話を続けた。由紀はスポーツバックを抱えて隣を歩いている。

「えっとねえ……可愛かわいいお嫁よめさん」

　由紀がにこっと笑いながら指を立てた。

「なるほど。それもいいかもな」

「でしょ」

　由紀は、へヘッと笑うと肘ひじで福原の脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「ただ、可愛いという要素でお嫁さんになるということは、イニシアチブは相手方男性にあるわけだ。男性が女性の可愛らしさに惹ひかれて結婚するわけだから。とすると、周囲の環境が重要な要素となるわけ。余よ裕ゆうのある結婚生活が送れたほうがいいよな。優秀な男性が周囲にいる環境が重要なんだ。いい大学とか会社ってことね。だから由紀サイドもある程度の学歴が必要となるんだ。相手がギャンブル中ちゆう毒どくのダメ男だったら嫌だろ。そのとき、可愛いだけじゃ状況を打開できるとは思えない……どうしたその顔は」

　横を見ると由紀が目をつり上げて睨にらんでいた。

「俺は由紀の将来を心配しているんだぞ」

「可愛くないよりは、可愛い方がマシじゃん」

「可愛いという要素を否定はしていない。でもな、可愛いは時間制限付きなんだ。女性として武器になる可愛さを保てる時期は限られている。その時期に選択を失敗してみろ、目も当てられない。年とし頃ごろの女性は別わかれ際ぎわに、今まで付き合った時間を返してよ、とか泣き叫んだりするけど、そんな後こう悔かいをすることになる」

　福原の丁てい寧ねいな説明に対して由紀は不満顔だ。

「最近君って変だよね。前々から変だったけど、最近の君はなんかイライラしてる。勉強も押しつけるようになったしさあ。勉強するなら、もっと他ほかのこと勉強しようよお。部活で疲れた後に勉強なんて無む理りだよ。頭が痛くなる。ねえ飴アメなめる？　福原の好きなイチゴみるく味あるよ」

　由紀は福原の背中をげんこつで叩たたきながらポケットから飴を差し出した。

「イチゴみるくはいらない」

　福ふく原はらは立ち止まり、由ゆ紀きをじっと見つめた。

「……なんだよう。怖こわい顔をして」

「なあ、ガキの頃ころからずっと俺おれに頼たよりっぱなしで──もしも俺がいきなりいなくなったとしたらどうするんだ」

　ずっとその恐れは福原の背後にあった。囚しゆう人じんゲームにしろ、パルスの炎ほのおに焼かれるにしろ、姿を消す危険は常に背後にある。

「その時は、福原を探しにいく」

　由紀は笑顔を作った。

「なあ、由紀は好きな男とかいないのか。浮いた噂うわさは聞かないよな」

「え？」

「いつまでも俺とばっかりつるんでないで、ちゃんとした恋人を探すのも悪くないと思う。今後、男を見る目も養えるし、いろいろと助け合える」

「探す必要ないよ、恋人なんて」

「この学校には、意い外がいにいい男がいる気がする。育ちも良く理知的で将来の展望があるような。気になる男がいたら、俺が協力してやってもいい」

　由紀は話を聞かずに、スポーツバックを振り回して福原にぶつけている。

「由紀」

　福原が睨にらむと、由紀の表情がこわばった。

「なんでそんなこと言うの？　最近、君がよくわからないよ」

「俺は由紀のために正しいことを言っているんだぞ」

「もういいよ。今日はひとりで帰る」

　そう言い捨てると、由紀は廊下を走っていった。

「……なんでわかってくれないんだ？」

　福原は、走り去る由紀の背中を見ながらつぶやいた。
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　何故なぜこんなことになったのだ、と、思った。

　思し考こうがどろどろと渦うずを巻いているのがわかる。体が沈んでいくような気がした。

　感かん染せん、という理由で、全すべての歯車が狂くるい始めた。

　意識が深い闇やみに溶とけるような感覚。

　パルスとはなんなのだ。

　データです。ただのデータですよ。

　そんなデータはどこから来たのか。

　ここが物質的な世界であるのなら、私のいた世界は精神的な世界でしょうか。海があるのです。データの海です。私たちはそんな海に漂ただよっていました。海には沢たく山さんのデータが漂っています。あなたたちが受け取る感情などもここに漂っています。

　海？

　真っ黒な海のイメージが浮かんだ。沢山の物質が漂う生命の源。

　海には沢山のデータの破片が漂っていました。そんなデータは徐じよ々じよに集まり形を構成し始めました。そこで構成されたデータは物質世界へも影響し始めたのです。精神世界の出力結果にすぎなかった物質は次し第だいに複雑に進化を始めました。同時に精神世界のデータも進化をしたのです。要するに精神と物質はお互いに作用することでさらに進化をしてきたのです。

　この体は精神世界の出力結果だというのか？

　人間は過去の象徴シンボルなのです。精神世界でのデータの動きが、この世界で物質の動きとして表現されるのです。さらにその物質の動きがデータとして精神世界に送り返されます。そうしてずっと回っているのです。お互いが作用し合っているのです。

　テレビゲームの画面のイメージを見た。画面のキャラクターは物質だ。そして、物質を操そう作さする精神はテレビ画面の外にいる。キャラクターを動かし、その結果を受け思し考こうし再びキャラクターを操作する。ぐるぐると回っているのだ。フィードバックを続け──進化する。

　私たちは海で進化をしすぎました。構成するデータの量が多すぎて外の世界に漏もれ始めたのです。精神世界と物質世界の境きよう界かい線せんは弱まっているようです。水漏れしたダムが崩ほう壊かいするように、いつか境界線は消滅するでしょう

　この物質の世界は熱いです。データは炎ほのおを上げて燃え尽きます。ですから私はこの容器の中に逃げ込んだのです。

　海に浮かぶ自分のイメージがあった。海の中で声を聞いていた。自身の中に入っているデータは言葉すら使いこなしている。意思を持っている存在なのだ。

　言葉を覚えたわけではないのです。あなたが私の思考を理解し始めたのです。私の思考のデータを言葉として処理しているのです。

　声は女性の声のようだった。そんなことを考えると、データは笑ったかのように振動した。

　生物学的にはパルスは雌メスです。子であるデータを常に排はい出しゆつし、子孫を残します。私たちデータは、周囲の敵の攻撃に対抗するため時折データコードを変更します。そのときに使うデータの切きれ端はしが、例えるなら雄オスでしょうか。私たちの世界もこの世界も、雄は使い捨てのようですね。

　では、この自分自身はなんなのだと思った。

　あなたの体はこの物質的世界の乗り物にすぎません。私もあなたもその乗り物に乗っているだけなのです。

　心も感情もここにはなく、深い海にあるのです。人間は空からっぽなのです。

　空っぽなのだ。この世界自体、空っぽの容器にすぎない。

　私、というものは存在しないのだ。私はなんなのだ、という思し考こうがぐるぐると回っている。思考が精神世界と物質世界を行き来し回っている。そんな状態が、私なのだ。

　空っぽの人間が空っぽの言葉を操あやつり思考している…………

　福ふく原はらは目を開けた。妙な気配を感じたのだ。

　コンクリートの天井が見えた。福原は制服のまま部屋のベッドに体を投げ出していた。体が鉛なまりのように重い。少しだけ眠ってしまったようだ。

　眠りと覚かく醒せいの狭はざ間まで声を聞くようになっていた。

　感かん染せんしたばかりの時は、小さなノイズのようなものだったが、いまや会話までできるようになっていた。それはラジオの周波数が徐じよ々じよに合ってきたかのように、明めい瞭りようになってきていた。

　このことは舞まいには言っていないが、特殊なことであると察していた。パルス感染が妙な方向へといった証しよう拠こなのだ。この声がパルスが福原に根付いている確固たる証拠だった。

　まるでもうひとりの人格が体の中にいるかのように思えたが、不思議と不快な感覚はなかった。

　福原は寝ころんだまま部屋の天井を見続けた。

　こうして部屋にいると姉との思い出がよみがえる。すれ違っていなかった頃ころの自分たちは笑顔を交わしていた。空っぽの笑顔と空っぽの言葉だとしても大事な記憶だった。そんな記憶は徐々に薄れていくのがわかる。

　空回り。

　福原の今の状況をひと言で表現するならそれだった。

　すべてが焦じれったいまでに空転していた。

　あのバベルでのゲームから一週間ほど経過していた。あれ以来、福原は独自に情報収集を行っている。

　囚しゆう人じんゲームについて。パルスについて。姉を取り戻す手段について。

　しかし、ひとりの力では限界があった。舞まいの説明はどこか疑わしい。囚人ゲームサイドに都つ合ごうのよいことを言っていると、そう思えた。飛鳥あすかと交流を取ろうとしたときには、彼女は学校に来なくなった。

　そして、ついに姉の行方ゆくえがわからなくなった。

　バベルの檻おりの中にいたはずのプリズナーの姉の姿は消えていた。その時に、姉との微かすかな繫つながりでさえもぷつんと切れ、切れた紐ひもの先がどこにあるのか探す術すべはなかった。

　唯ゆい一いつ頼れるのは自分の能力だった。あのバベルでの能力解放のような明確な指針。しかし、その力も低下しているように思える。日常的な生活において福原は感染前と変化がない。瞬しゆん発ぱつ的てきな能力であるといわれようが、コントロールすらできない。ただ声が聞こえるだけの存在だった。

　このまま姉は、記憶と共に風ふう化かしていくのだろうか。

　福ふく原はらはトイレに行こうとして立ちあがった。ふと振りかええる。グレーのカーテンが、開いた窓からの風に微かすかに揺れていた。

　福原は慎しん重ちように窓に近づくと、一呼吸置いたあとカーテンを一気に開けた。

「…………」

　窓の外はベランダと夜景があるだけだった。四階のこの部屋からは、小さな公園と、その脇わきでチカチカと点てん滅めつする外灯が見える。変わらぬ景色。

　カーテンを閉めようとした福原は、ベランダに落ちている物を見つけた。

　窓を開けそれを拾ってみる。白い封筒だった。

　中には手紙が入っていた。




　ダンスパーティーの招待状　福原駿介殿




　　　　　　　＊




　次の日、福原は都心のイベント会場に来ていた。

　ベランダに置かれていた手紙には開催場所と開催日時と、ビリオンゲーム制作委員会のロゴマークがついていた。ビリオンゲームとは囚しゆう人じんゲームの正式名称だ。

　囚人ゲームの誘いなのではないだろうか？

　福原は様子を見に来たのだ。この招待状にはどんな意い図とが隠かくされているのか。

「ここでいいんですか？」

　福原は受付嬢に招待状を見せた。だだっ広いホールには結婚式の出席者など、明らかに一般人と思える多数の人々が確認できる。

「福原駿しゆん介すけ様ですね」

　長机で設置されたシンプルな受付には、濃のう紺こんスーツ姿の女性が二人ばかり立ち微笑ほほえんでいる。囚人ゲームは企業のような形態を取っているとはいえ、あまりに一般的な体てい裁さいに福原は少々とまどった。日常と非日常が隣り合わせにあるこの風景。

「会場はあちらのドアからとなります。携帯電話などの通信機器はこちらで責任を持って預からせていただきます」

　片方の女性が説明しているうちに、もう片方が福原の右胸に花形に結んだネームのリボンを付けている。

「こんな格かつ好こうでよかったんですかね」

　ジーンズとＴシャツ姿の福原はこの時点ですでに浮いていた。

「結けつ構こうですよ」

　女性はそう言い笑ったが、福ふく原はらは少しだけ後こう悔かいしていた。この様子だと本当にダンスパーティーが行われる可能性もある。

　舞まいに相談するべきだっただろうか。福原は今になってそう思った。しかし、この招待状は舞を介かいしてではなく、直接福原の元に届けられたのだ。そんな理由もあり、福原は自分自身の決断でひとりここに来ていた。

「緊張しないでください」

　そんな福原にリボンを付けていた女性が優やさしく言った。

「シンプルなイベントですから」

「囚しゆう人じんゲームは？」

　福原が聞くと、女性は意味がわからない様子で首を傾かしげた。

「ゲームがあるんじゃないの？」

「はい、ゲームはありますよ。景品つきの楽しいものです」

　バベルでもそうだった。スタイリッシュな形態を取っていても、中身はどろどろとした醜みにくいゲームの本質。

　油ゆ断だんしてはならない。

「この招待状の方は、こちらのカードをどうぞ」

　女性が指を差したのは机に並べられたカードの類たぐいだった。ビンゴのカードやキノのようなくじの類たぐい。

「余よ興きようでゲームがありますので一種類ずつ取ってください。あとで豪ごう華か景品が当たります」

　机き上じようには五種類のカード数十枚が並べられている。福原はそれらをじっと見つめた。

「どうしました？」

　カードに特に違いはない。数字の並びはもちろんそれぞれのカードで違う。しかし、それ以外に怪あやしいところはなかった。

　迷っている福原を見て、受付嬢がくすっと笑った。彼女は本当に囚人ゲームを知らないのかもしれない。以前舞が言っていたことを思いだした。囚人ゲームのコーディネートサイドは、それぞれシステムの部分部分を担にない相そう互ご的てきな関連はないと。

「真しん剣けんですね」

「これでいい」

　福原は直感でカードを取った。

「この招待状のお客様には、それぞれにひとりずつガイドの女性がつくことになっております。左胸に花のコサージュをしているので、福原様からお声をかけてください。それではあちらのドアにどうぞ」

　福原は女性に指定されたドアの前に進んだ。目の前には分厚いクッションの防ぼう音おん扉ドアがある。扉ドアは自分自身の意志で開けるのだ。今後、目的を達成するためには囚しゆう人じんゲームは避さけては通れない。今の福ふく原はらの背景だけでは限界がある。

　囚人ゲームでのし上がるしかなかった。その過か程ていで姉を取り戻す。取り戻してみせる。

「お楽しみください」

　受付嬢が言った。

　福原は扉を開けた。

　パーティー会場は、福原の意に反したものだった。

　赤いスポットライトでぼんやりと照らされている空間。ホールのこぢんまりした舞台ステージの上ではインディーズのアイドルが歌っている。立食形式で料理の載ったテーブルがずらっと並び、黒服のウエイターが酒を配り、ホールの端ではローストビーフを切り分けていた。所ところ々どころにバカラやブラックジャックのテーブルなどがあり、カジノのような雰ふん囲い気きもある。

　沢たく山さんの人間がひしめいていた。カラフルなドレスを着た女性からスーツ姿の年配の男性。客の構成はよくわからない。囚人ゲームに微妙に関かかわっている種類の人々なのだろうか。

　福原は少々気が抜けた状態で会場を見渡していた。福原と同じ招待状を渡されここに来た人間はどれほどいるだろう。

　ちらほらと福原と同年代の男性の姿が確認できる。ジャケットやスーツ姿、福原と同じようなラフなスタイルもいた。

「料理を取りましょうか」

　接客サイドの女性が声をかけてきた。

「いらないよ」

　福原は首を振った。ゆったりと食事をする気分ではなかった。

　思うのだ。このわざとらしいパーティー会場、フリルのついたドレス、豪ごう華かな食事に酒。すべてはノイズなのではないだろうか。真実をぼやかす雑音だ。

　そんな時、福原は会場の隅すみに視線を向けて息を吞のんだ。

　トレーを運ぶウエイターを避けて福原は小走りに近づく。

「あのう……」

　福原は恐る恐る声をかけた。

　壁かべ際ぎわの椅子に下を向いて座っているスーツ姿の男がいた。福原の声に視線だけを上に向けた。

「うわっ……やっぱり」

　福原は後ずさりながら顔をしかめた。

　バベルで見た来くる栖すに間違いなかった。ストックゲームに興きようじていたプレイヤー。整ととのった顔つきは変わらないが、異常なほどに顔がげっそりとやつれていた。

「よかった、プリズナー落ちしてなかったんだ。俺おれ、結けつ構こう気になっててさあ……」

　来栖は答えずに、ただギラギラした目をこちらに向けている。

「来くる栖す……さん？」

　そんな福ふく原はらを制するように、来栖の脇わきに立っていたスーツ姿の女性が立ちはだかった。

「現在の彼はデリケートな状態なので、できれば話しかけないでいただきたいです」

　女性は静かに言った。

「…………」

　福原は来栖から距離を取りながら息を吐いた。来栖は無言のままこちらを睨にらみつけている。嫌な雰ふん囲い気きだった。なんにせよ、彼はパーティーを楽しみに来た様子は全くなかった。

　やはり囚しゆう人じんゲームが関係あるのだ。

　福原は困こん惑わくしながら視線をうろうろとさせた。その時、視し界かいの端に見覚えのあるものを捉とらえ、はっと顔を向ける。

　人と人の間を歩く女性に目がいった。白ベースのドレス姿で会場を歩いている。

「……立たち花ばな？」

　人々の表情の弛し緩かんしたこの空間で、無ぶ愛あい想そうな表情をしていた彼女は確かに飛鳥あすかに見えた。こんな場所で何をしているのだろうか。それとも見間違いだろうか。

　福原は人を避よけながら会場を進み飛鳥を捜さがした。しかし、すぐに見失ってしまう。カラフルな色が多すぎて目がチカチカする。無む秩ちつ序じよなカラーが氾はん濫らんしすぎている。乱雑なデータが散らばっている。

「……あっ！」

　飛鳥を捜して歩いていた福原は目を見張り声を上げた。

「姉さん？」

　姉の後ろ姿だった。よく黒髪を三つ編みにしてまとめていたのだ。

　福原はオレンジ色のドレスの女性に駆け寄り手を取った。

「あっ」

　振り向いた女性は姉ではなかった。ピンク色のリップと青みのかかった瞳ひとみ。優やさしげで整ととのっていたが、どことなく鋭えい利りさを感じさせる顔つきだった。福原と同じくらいの年齢としだろうか。

　彼女は福原をじっと見つめて瞳を瞬まばたいた。

「ごめん、間違えた」

「……ダンスパーティーの招待客ですか？」

　声も姉に似ていた。吐息混じりの澄んだ甘あまい声。

「そうだけど」

　オレンジ色のドレスの胸元が大きく開いている。その左胸にはカトレアのコサージュがついていた。

「ガイドしましょうか？」

「え？」

「ゲームをこなしていかないといけないですから。会場にそれぞれのゲームエリアが設定されているのです。そのガイドをしますよ」

　彼女は福ふく原はらの持っていたビンゴカードを指さす。

「ゲームか」

　福原はどきりとした。ビンゴやナンバーくじの類たぐいが囚しゆう人じんゲームである可能性もある。

「ビンゴはあと五分で次の回が始まりますよ」

「じゃあ案内頼むよ」

「わかりました。よろしくお願いします」

　ガイドの女性が頭を下げて微笑ほほえんだ。







「──それでは、これからビンゴゲームをやりたいと思います」

　福原はガイドからカードを受け取り呼吸を整えた。会場の隅すみでビンゴゲームの舞台ステージが設置されている。福原の他ほかにも中年男性や若い女性がビンゴカードを持っていたが、プレイヤーには見えなかった。

「これから読み上げる番号と同じ数字の穴を空あけていってください。フリーのマス目は最初に空けてください。一列そろった方から景品を差し上げますので、手を上げてください」

「フリーってその真ん中ですよ」

　ガイドがカードの中央のマスを指さした。

　舞台では、すでにビンゴの用意ができている。巨大な球体のゲージの中には、ナンバーの書かれたカラフルなボールが入っていた。

　福原は思った。あれはただのパフォーマンスで、すでに出てくる数字は決まっているのではないだろうか。要するにこのカードを手に取った時点で運命は決まっている。

「こういうのって、最初の選択が肝かん心じんですよね。ファーストインプレッションみたいなのが」

　福原の心情を察したかのようにガイドが言った。

「それでは始めます」

　巨大なゲージが回され、コロンとボールが落ちた。

　思った。例え出てくる数字を操そう作さしてなくても、もともとどの数字が出てくるかの運命は決定づけられているのだ。──宇宙の森しん羅ら万ばん象しようの法則からすると。

「……赤の十三番」

「ない」

　福原は舌した打うちをした。

　ボールは次々と転ころがり落ち、そのたびにナンバーが読み上げられていく。十個目のボールが転がると同時に最初のビンゴが出た。

　その男性の元には景品と称して封筒が渡された。チケットの類たぐいが入っていると説明していた。

「くそっ、なかなかそろわない」

　福ふく原はらはため息をついた。

　そんな中、次々とビンゴ達成者が現れ、福原がビンゴの景品を取ったのは十番目ほどだった。

「景品を持ってきましたよ」

　ガイドの女性が大きな箱を抱えてきた。五十センチ四方ほどの段ボール箱だった。福原だけ何故なぜか段ボール箱の景品だ。

　福原は段ボールの隙すき間まから中を覗のぞいて顔をしかめた。箱の中には沢たく山さんの菓子の類がつまっていた。

「よかったですねえ」

　ガイドが笑っている。

「次はスクラッチカードをやりますか。削けずるだけだから簡単です」

　福原はガイドに促うながされるままフロアを移動し、次々とゲームを消化した。

　ゲームはいたってシンプルなものだった。景品ももらったが、花束や菓子の類など、くだらない物ばかりだった。

　五種類のゲームを終えて福原はため息をつく。

「これで終わりです」

　ガイドが言った。

「これからどうするの？」

　福原はピンクのバラの花束を抱えながら言った。

「すべての招待客の方に車が用意されています。手に入れた景品はすべて車に積ませていただきます」

　福原は愕がく然ぜんとした。本当に単なるパーティーだったのかもしれない。だとしたら身み構がまえずに、せめて他ほかのプレイヤーを探して交流を取っておくべきだった。今後の囚しゆう人じんゲームの対策を兼ね、横の繫つながりを構成しておくべきではなかったのか。

「もっと楽しめばよかったかな」

　囚人ゲームサイドは、こんなイベントを随ずい時じ行っているのかもしれない。

　福原は持ち帰り用の容器に、料理を適当に詰め込んで会場の外に出た。ガイドの女の子も段ボール箱などを抱えてついてくる。

　エレベーターで地下に降りると、黒塗りの車が待たい機きしていた。電車で帰ると言ったのだが、係ががんとして譲ゆずらなかった。

　後部座席に乗り込み一息つく。革張りのシートの座り心地はとてもよかった。運転席と後部座席は遮さえぎられ個室のようになっている。窓は黒くペイントされ、少々圧迫感を受けた。

「よいしょっと」

　福ふく原はらの隣にガイドの女性が乗り込んできた。

「あれ？」

　福原は首を傾かしげた。

「取った景品を全部車に載のせることになっているから」

　ガイドが福原の横に段ボールを置いた。

「景品を全部？」

　福原はどきりとガイドを見た。

「最初の選択が大事よね。あなたにしても私にしても」

　ガイドはにこりと笑った。

「秋あき島しまカレンです。カレンと呼んでいいわ福原さん。あなたと同じ囚しゆう人じんゲームのプレイヤーなの」

　カレンは肩に掛かった三つ編みをひょいっと払った。

「どこへ？」

「たぶんダンス会場。まだ踊ってないでしょ。でも、あなたと同じく、何を踊るのかはプレイヤーの私は知らされていないし、知りもしないの。わかっていることは、ダンスのパートナーがあなたに決まったということだけ」

　福原は段ボールを開けて確認した。箱いっぱいに詰まった菓子の類たぐい。

　シリアルタイプのチョコレート。蛍けい光こう色しよくのキャンディー。激げき辛からタイプせんべい。チョコチップクッキー。ヨーグルト味の飲むゼリー。そして、そんな菓子に埋うもれていた封筒。

　福原は急いで封筒を取り出し開けてみる。

　封筒の中には二つ折りの紙と分厚い札束。福原は札束を置き、紙を開いてみる。




　ゲームの資金です。

　お金が全てのゲームですので大事に使いましょう。




　すでにゲームは始まっていたのだ。

　顔を上げると、紙を覗のぞきこんでいたカレンと目があった。

　カレンは小首を傾げながらウインクをした。

　いつの間にか車が発車していた。
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　上昇感覚。

　福ふく原はらはアイマスクを取った。隣には同じくアイマスクを外しているカレンがいる。彼女はオレンジ色のドレス姿のままだ。

　エレベーターの中だった。直方体の箱の中にふたりは立っている。微かすかな震しん動どうがあり、エレベーターが止まる感覚があった。

　しかし扉ドアは開かない。

「…………」

　おかしいことに気づく。このエレベーターにはボタンの類たぐいはない。灰色の空間は冷たい蛍けい光こう灯とうの光で照らされていた。

「もう始まっているんじゃないかな」

　カレンが言った。

「ゲームが？」

「評価額の低い囚しゆう人じんゲームほど設定に凝こるらしいの。ゲームのパフォーマンスが始まっている可能性があるね」

　福原はエレベーターの内部を観察する。いち早く目についたのは扉の脇わきにある機器。それは自動販売機の紙し幣へい投入機のような装置だった。

「入れてみるか」

　福原はカレンが持っていた段ボールの中から封筒を取り出す。封筒から札束を出すと、まずは一万円札を一枚投入してみる。

　ウイーンと音がして、一万円札が吸い込まれていく。

「開かない」

「もう一枚入れてみたら？」

　さらに投入。しかし全く変化はない。それでも、紙幣を投入し続けるしか方法はないように思えた。紙幣が機器に吸い込まれ続けるのを見ていると、妙な痛みを感じる。体を傷つけられるような感覚。

　きっかり百枚投入した時、チーンと安っぽい音がした。

「百万円か」

　思った。こんな行為はゲームのインストラクションなのでは、と。金マネーが重要な要素だと間接的に説明している。

　扉が開いた。

　福原とカレンが部屋に足を踏み入れると同時に、背後でエレベーターのドアが閉まった。

　福ふく原はらはコンクリート壁の部屋を見回す。最初に目についたのは部屋の中央にあるガラスのようなモニュメント。一メートルほどの高さがあるその形には見覚えがある。チェスだ。チェスのキングのピースのモニュメント。キングピースはきらきらと光を反射している。

「どこだここは？」

「何が始まるのかしらね」

　オレンジ色のパーティードレス姿のカレンが首を傾かしげている。

　正面の壁に長方形の大画面が設置されているのが見える。その前には大きな背もたれの椅子が置いてある。気づいた。椅子に誰だれかが座っている。肘ひじ掛かけにちらりと腕が見えた。

「囚しゆう人じんゲームでしょ」

　椅子から聞き覚えのある声が聞こえた。

　椅子から立ちあがってこちらを向いたのは舞まいだった。

「……舞」

　福原は啞あ然ぜんと舞を見つめた。セーラー服姿の舞はすました表情で福原とカレンに視線を向けている。

「ここはどこなんだ？　なんで舞がいるんだ？」

　福原は舞に駆け寄ってまくし立てた。

「ここがどこだかは、私もわからない」

　舞は首を振った。

「強ごう引いんに閉じこめられたとか。変なことされてないか？」

「私の意思でここに来たのよ。福原がゲームに参加することを知ってね」

「なんのために？」

「ゲームの説明役として。あと、福原のエージェントだから。それだけよ」

　舞は平然としている。福原はそんな舞の顔を見て妙に安あん堵どした。

「福原さんのエージェントなの？」

　カレンが舞に近づいてきた。

「初めまして、福原駿しゆん介すけのエージェントの深ふか見み舞です」

　舞はぺこりと頭を下げた。

「うふふ、お人形さんみたいに可愛かわいいねえ」

　カレンはくすくすと笑っている。

「よく、そう言われるわ」

　舞はにこりと笑い返した。

「なあ舞。ここにいて、舞には危険はないのか？」

「その心配はしなくていいわよ」

「そうか」

　福ふく原はらはうなずいた。

「ねえ、彼女は信用できるの？　エージェントは囚しゆう人じんゲームサイドなんだよ」

　カレンが福原の耳元で囁ささやいた。

「大丈夫だと、思う」

「そんなに付き合いが長いわけじゃないでしょ」

「あいつは俺おれに惚ほれてるんだ。だから大丈夫」

　福原はカレンに耳打ちした。

「そっか、じゃあよろしくね舞まいちゃん」

　カレンは首をすくめると、少しだけかがみ込んで舞の髪をさっと撫なでた。

「それで、もう舞はこの部屋を調べた？」

「いいえ。椅子に座ってあなたたちを待っていただけ。知っているのは、福原がここに来るということと、簡単な初期説明だけ」

「じゃあ説明をしてくれ」

　舞は首を振った。

「まだスタートしていないの。スタートと同時に説明をするよう言われている」

　そっけない舞の態度だった。

「わかった。じゃあ、まずこの場所を調べよう」

　福原はカレンに言った。

　福原は持っていた段ボールを床ゆかに置くと、カレンと共に部屋の調査を開始した。

　まず舞の座っていた椅子を見た。デスクワークに使用するような布張りのシンプルなものだ。肘ひじ掛かけにはマイク付ヘッドホンが引っかかっておりコードが伸びていた。椅子の横には小さな丸テーブル、前面には妙な機器がある。円柱状の太めのポールが設置されているといった感じだ。高さは椅子に座ったときに腹の位置。上部は液晶画面のようになっている。現在は何も表示されていない。

　福原は前方の壁にある大画面を見つめた。例えばあの画面でテレビゲームをやるとしたら、この円柱状の機器はコントローラー的な役目となるだろう。

「宇宙船のコントロールルームみたいな感じだねえ」

　カレンが妙な喩たとえをした。

　円柱状の機器の側面には扉とびらがついている。機器のスイッチが入っていないので、使用方法は不明だった。

　福原が機器を調べてるうちに、カレンは部屋の扉ドアなどを調べ始める。一方、舞は部屋の隅すみでじっとふたりの様子を窺うかがっていた。

「扉は三つ」

　カレンがこちらに歩いてきた。

「一つはさっきのエレベーター。あそこの扉ドアはトイレ兼洗面所。そして、あの扉は開かなかったの」

　カレンが指さした先には、エレベーターと同じタイプの両開きのドアノブのない扉がある。その脇わきにはセンサーのような機器がついている。

「入ってきたエレベーターのボタンはないから、閉じこめられていることになるね」

　福ふく原はらは最初に行った囚しゆう人じんゲームを思いだした。あの状況も密室からのスタートだった。しかし、今回は自分の意思でこの密室にいるのだ。

「この画面がキーだな」

　正面の壁の畳たたみぐらいはあるだろう画面。液晶ディスプレイのような感じだった。真っ黒の画面には何も映うつっておらず、スイッチらしきものもない。覗のぞきこむと自分自身の顔がうっすらと反射した。

　福原はさらに部屋の全容を確認した。コンクリート打ちっ放しの牢ろう獄ごくのような部屋。天井には蛍けい光こう灯とうが灯ともっている。

「これだけじゃわからないね」

　カレンが困った顔をしている。

　福原は段ボール箱の中を調べなおした。菓子の類たぐいや花束、持ち帰り用のタッパーに入れた料理などが詰め込まれている。

「役に立つのはこれくらいだな」

　福原は先ほどの封筒の中身を丸テーブルの上に置いた。

　舞まいが近づき、折りたたまれた紙を手に取った。

「……お金がすべてのゲームです、か」

「札束のほうはたぶん四百万程度。エレベーターから出るのに百万使ったから、元は五百万か。この金、どうすりゃいいんだろ」

「景品でしょ。貰もらっていいんだよ」

　カレンがいたずらっぽく笑った。

「とりあえず山分けしようか」

「遊びではないわ。ゲームに使うことになるのよ」

　舞が福原を睨にらんだ。

「まあアクションがあるまで待機ね。説明もまだしてくれないようだし」

　カレンが壁かべ際ぎわで足を投げ出すように座り込んだ。ドレス姿のカレンは人形パペツトのように見えた。

　福原はさらにしばらく部屋を調べたが、状況を打開できそうなものは特に見つからずカレンの脇に座り込んだ。舞は細こまかく部屋の内部を見て回っている。

「お腹がすいたなあ」

　カレンがつぶやいた。

「お菓子でも食べれば。チョコ？　キャンディー？」

「そのチョコバーがいいなあ」

　福ふく原はらは段ボールの中のチョコバーを投げてやり、自分もクッキーの箱を開けた。

「……うげっ」

　カレンがチョコバーを囓かじってうめいた。

「クッキーもダミーだった」

　チョコバーもクッキーもプラスチック製の細さい工くだった。他ほかの菓子も調べてみたが、本物は一つもなかった。すべて玩具オモチヤのお菓子だ。本物はピンクのバラ程度だった。

「兵ひよう糧ろう攻ぜめをする気かしら」

　がっかりするカレンを横目に福原は思いだした。

「俺おれ、こんなこともあろうかと料理の持ち帰りをしてたんだよな」

　福原は段ボール脇わきのビニール袋からプラ容器を取り出した。時間がなかったので、適当に詰め込んだのだ。

「食べていいよ。デザートのリンゴのナントカとか、飴アメとかも入ってる」

　カレンに容器を渡した。

「まあ、ペスのご飯みたい」

「さっき落としたからかな」

「お腹がすいたのなら、ちょっとだけならあるわよ」

　舞まいが近寄ってきた。

「午後からここに来て、まだお弁当を食べていなかったの」

　舞が英字プリントのハンカチの包みを差し出した。開けてみると、四角く切りそろえられたサンドイッチが並んでいた。ひとつひとつピンで刺してある。

「舞の手作り？」

「そうよ。どうぞ」

　舞はペットボトルのお茶をカレンに渡した。

「俺、その卵のやつ」

「オレガノ苦にが手てだから君が食べてよ」

「じゃあこのお菓子みたいなのはそっちに。甘あまいの苦手だから」

「フルーツサンドね。私もよく作るよ。もっと甘いやつ」

「カレンちゃんの作るのは甘くなりそうだよな……君の甘さでね」

「あはは馬ば鹿かじゃない」

「あっ、クリームが落ちたよ」

「あーあ、私のじゃないからいいけど。拭ふかなくていいって」

　舞はそんなふたりをじっと見つめている。

「あ、全部食っちゃった」

　福ふく原はらは舞まいの視線に気づいて言った。

「いいのよ。……ところで、何故なぜペアを組む必要があるのかしらね」

　福原はサンドイッチを頰ほお張ばるカレンをちらりと見た。

「私は知らないよ。囚しゆう人じんゲームに参加をしているだけだもん」

「招待状が来たのか？」

「いいえ。私は──別ルートからゲームを知ったの」

「あなたのランキングを教えてもらえる？」

　舞がカレンに言った。

「まあまあのポジションかなあ」

　カレンは自分の三つ編みを手で弄もてあそびながら返答した。

「……私はあまり介かい入にゆうしたくはないのだけど、あなたたちふたりは、たぶんこれから協力せざるを得ないと思う。お互いのことをこの時間に知っておくべきでは？」

「舞ちゃんだっけ？　ペアと言ったけど、ペアじゃない可能性もあるよ。私と福原さんは敵てき同どう士しとなるかもしれない。まだゲームの概がい要ようは判明していないもの。舞ちゃんも説明してくれないし」

「きっとペアよ。カレンさんもそれはわかっているでしょ」

「なんで？」

　カレンの問いに、舞は人差し指をくるくると回しながら答えた。

「まず、カレンさんについて。たぶん、それなりに囚人ゲームの経験があるように見える。この部屋での態度を見てもわかるわ。アクションがあるまで待機、とかそんな反応だったもの。それに、エージェントを介さずにゲーム参加をすることはなかなか難しいはずだわ。今回福原は招待状が届いたと言ったけど、そんな形はまれだもの。だから、すでに囚人ゲームでランキングを上げ、ある程度の立場にいるはず」

「……確かにそうだね」

「その点、福原は見てわかるとおり、ゲームの初心者」

「待て待て。カレンちゃんと俺おれはどこが違うんだ？」

「カレンさんはね、この部屋に入った時に、しっかりとパルス能力を使って調べていたわ。どんな能力を使ったかわからないけれどね」

「よく見てるんだね」

「ちなみに、カレンさんは肉体方面に能力補正を受けるタイプね。最初に私を見たとき、すでに戦闘体勢を取っていたもの」

「そうよ。隠かくすことじゃないから言うけど、私は肉体補正攻撃型かな」

「福原は知能補正タイプ。要するに、逆のタイプだからこそペアを組んでゲームを行うんじゃないかしら。対立するとしたら、ゲーム初心者の福ふく原はらは相当のハンデを貰もらわないといけないもの」

「君のエージェントは可愛かわいいだけじゃなくてするどいねえ」

　カレンが福原を見てくすりと笑った。

「舞まいちゃんの言うとおり、たぶん協力することになるね。そして、お互い自分の得とく意いな能力を使うゲーム、だろうね」

「俺おれの得意な能力？　俺は全然使いこなせて……」

「君には期待しているからさあ」

　カレンはきらきらと光る目を向けた。そんな視線に福原は何故なぜか背筋がぞくりとした。

「俺はさ……」

　福原の言葉を遮さえぎるように部屋に音が鳴り響いた。腹に響くような重低音と共に、部屋が少しだけ明るくなった。

「あの画面」

　カレンがナプキンで口を拭ふきながら立ちあがった。部屋の壁についていたディスプレイの起動音だった。

　福原も立ちあがり画面の前に急いだ。画面は数回点てん滅めつした後に波の映像。ぷくぷくと気き泡ほうが浮かび上がっていく。その気泡は次し第だいに文字を形成した。
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　画面にロゴが浮かび上がり、ゆらゆらと揺れていた。

「ゲーム開始？」

「ええ。じゃあ私が教えられたことを説明するわ」

　舞はうなずき立ちあがった。

「ルールはシンプル。出口を探して外に出ればゲームクリアー。そうすれば、手に入れたお金はプレイヤーのものとなる。そんなボーナスゲーム」

「ボーナスゲーム？」

「そういう設定なのよ。リスクの少ないゲームだと。ゲームの続行、離り脱だつは基本的に自由意思。女性プレイヤーは電子カードのタッチパネルを利用して離脱可能。男性プレイヤーもエレベーターから離脱できる」

「出口はどうやって探すんだ？」

「まず男性プレイヤーはあの扉ドアから出られない。対して、女性プレイヤーは扉の外に出られる」

　舞が指さしたのは、先ほどカレンが調べていた扉だ。脇わきにセンサーのようなパネルがついている。

「そして、ゲーム中に手に入れたものは、いったん男性プレイヤーに渡さなければならない。つまり男性プレイヤーのものとなるの。男性プレイヤーが、女性プレイヤーに現金や物を渡すことは自由らしいけど」

「この金も基本、俺おれのものなのか」

　福ふく原はらはテーブルの上の札束を見た。

「女性プレイヤーは、直接お金を持てないの。電子カードを介かいして所持することになるわ。その時は、あの機器からお金を振り込むの」

　舞まいが椅子の前の円柱の機器を指示した。

「これはコントローラーというの。タッチパネルなどのコマンドが上部に表示されるようになっている。このコントローラーの上部に女性プレイヤーのカードをタッチしてから、男性プレイヤーが側面の投入口から現金を入れるの。そうすると振込み完了」

　舞はそう言って、言葉を止めた。

　福原はしばらく続きを待ったが、舞は何も喋しやべらない。

「……で？」

「終わりよ」

「それだけか？」

　福原はむっとした。あまりに情報が少なすぎる。

「細こまかいルールはきっと後にわかるわよ。この時点で教えられるのはこれだけ、ということ」

　舞は平然と言った。

「今の説明はないよねえ」

　カレンも困こん惑わくしている。

「私もそれ以上の説明は受けていないわ。与えられた情報だけでプレイしてみればいいのでは」

　福原はうなずいた。舞のシンプルな説明もゲームのルールの中なのだ。

「まず、ゲームの目標は出口を探して外に出ることだ。状況的にあの扉ドアが出口の可能性が高いよな」

「……ところがこの扉が開かないんだよね」

　カレンはすでに扉を調べていた。怪あやしいのはこの扉の脇わきにあるパネルだった。黒いパネルの向こうに赤い光点が見える。センサー感知式のパネルだろうか。

「これって、電子カードとかを読み取るようなパネルだろ。それを……あ」

　福原はカレンの胸のカードを指さした。いつの間にか表示が変わっている。




　カトレアＡ　１０００円




「何かな、カトレアって。君のもカトレアってなってるよ」

　福ふく原はらのカードはただカトレアと表示があるだけだった。試ためしに自分のカードをパネルに添そえてみたが、反応はなかった。カレンのカードも同じだった。

「なんか違うみたいだね」

「カトレアの意味はそれじゃないか」

　福原はカレンの胸を指さした。左胸にカトレアのコサージュがついている。

「同じペアだっていうチーム名のようなものか」

「私の千円ってなんだろう。まさか私の価値ってことじゃあるまいな」

　カレンが眉まゆ根ねを寄せている。

「だったら俺おれが買い取るよ」

「千円だもんね。お買い得だよね」

「でも維持費が意外にかかる可能性があるよな。新規入会だけ安いパターン」

「携帯電話みたいだねえ」

　福原とカレンは顔を見合わせてくすくすと笑った。

「…………」

　はっと振りかえると、舞まいが冷たい視線を向けていた。

「……なーんてね。で、何かわかった？」

　福原は小走りに舞の元に近づいた。

「自分で考えなさいよ。あなたのゲームだわ」

　舞は小さくため息をついてから言った。

「だいたい理解できたよ。エレベーターから出るのにも金がかかっただろ、同じことだ」

　福原は椅子の前に設置された円柱状のコントローラーに近づいた。上部の液晶画面がチカチカと点てん滅めつしている。電源が入っていた。

　福原はカレンを手招きした。

「まずはカードに金を入れてみよう。与えられた情報どおりにやっていけばいいだけのことだよ」

　まずはカレンのカードを上部パネルのセンサーに添える。すると、サイドのポケットが音を立てて開いた。現金の投入口だ。

　福原は適当に紙幣を入れてみた。




　カトレアＡ　２５１０００円




　カレンのカードの資金の額が変化した。

「だいたい意味がわかったな。この金は実質俺のものなんだな。それで、この機器を通してカレンちゃんにあげる、と」

「そうだね。このままゴールしたら、私が二十五万円もらえるってことだね」

「二十五じゃ足りない？」

「もっとほしいなあ」

「じゃあ、お小こ遣づかいあげちゃおっかなあ、へへへ」

「……何やってるの」

「はい、舞まいにもお小遣い」

「いらないわよ。討論するべき問題はまだあるわ」

　舞は、ばしっと福ふく原はらの手をはたいた。

「それにしても、機器の説明とかもう少しフォローがあってもいいな。複雑なシステムすぎるだろ」

「……それは本来福原が解明するべき要素よ。パルスの知能補正を受けた人間は、複雑な武器や機械の使用方法が見えたりするのだから」

「そうなの？」

　福原はカレンを見た。

「確かにそうだね。君が主導権を握るべき場面だよ」

　カレンの目が一瞬だけ冷たく光ったような気がした。

「なるほど」

　福原はうなずいた。

　確かに離り脱だつ可能なゲームだと思い楽観的に考えていた。しかし、これは今後の自分の目的達成のために、クリアーしなければならない問題だ。

「そんなに硬かたくならなくて大丈夫。私は君の能力を信じているもの」

「そお？」

「だって、あの時、私を選んだのだからね」

　カレンはくすっと笑った。

「オーケー。あの扉ドアを開けよう」

　福原はうなずきカレンと一いつ緒しよに扉に近づいた。

　扉は開いた。

　扉の横のタッチパネルにカレンのカードをタッチすればよかったのだ。ただし同時にもうひとつの要素が必要だった。

　──お金がすべてのゲームです。

　扉を開けるには金がいるのだ。カレンに入金した金額から、扉を開けるのに必要な金額が差し引かれていた。その額十万円。

　しかし、扉の向こうは出口とは思えなかった。

「階段だな」

　見えたのは下り階段だった。薄暗い階段は静まり返っており不安をかき立てた。

「出口は階段の下にあるってことね。そんなに簡単じゃないとは思うけど」

　カレンが階段の先に静かに視線を向けている。

「大丈夫？」

「ちょっと怖い……」

　カレンは瞬まばたきをしながらつぶやいた。しかし、福ふく原はらは扉ドアから出ることはできないのだ。カレンが調査をするしか方法はない。

「調べてすぐ戻ってくればいいから。そうして対たい処しよ法ほうを相談しよう」

「うん、わかった」

　カレンはうなずくと、扉をくぐった。ドレスのスカートの裾すそを持ち上げるようにしながら、ゆっくりと階段を下りていく。

　福原は階段の下に消えたカレンを複雑な心情で見送った。

「福原はここで待っているだけしかできないわね」

　舞まいが福原の気持ちを察したように言った。

「俺おれにとってノーリスクのゲームなのかもしれない。危険はカレンちゃんだけ。ちょっと嫌な気分になるな」

「ノーリスクということはないはずよ」

「でも、ゲームシステムは単純だろ。カレンちゃんが動いて出口を探すだけ」

「シンプルに言えばね。この囚しゆう人じんゲームの難なん易い度ども私は知らされていない。だから、このまま簡単に終わるかは、私はわからない」

「舞はどう思う？」

「設定賞金五百万円でしょ。二人で分けても二百五十。その金額だと、レベルでいえば低いわね」

「そっか……」

　福原は待った。カレンが戻ってくる時間がもどかしく感じる。同時に思うことがあった。もしもカレンが出口を見つけたとする。その場合、福原に教えなければいけないという制約はないのだ。

　福原の胸に生じたほんの少しばかりの疑ぎ心しん。

「福原さん」

　声に振り向くと、階段を上がってきたカレンがいた。手に真っ黒にペイントされたトランクを持っている。

「いったん戻ってきたの」

「よかった、無事に戻ってきてくれて」

　福原はいろいろな意味で安あん堵どしていた。

　カレンはトランクをテーブルに置いた。

「これは？」

「階段を下りたら、ここと同じぐらいの広さの部屋だったの。その真ん中に置いてあった。でも開かないんだよね」

　福ふく原はらはトランクを調べてみた。ビジネスマンが持つより少しばかり小さめのスチールタイプのトランク。鍵かぎ穴あなはなかった。

「電子ロックだ」

　福原はトランク上部を指で叩たたいた。小さな金属プレートが貼はってあり、埋うめ込こまれた装置がオレンジ色の光を点てん滅めつさせている。

「解除するものがあるはずだろうけど」

　福原は、まずはカレンや自分の電子カードを添そえてみたが反応せず。次に、椅子の前のコントローラーの上部の読み取り装置に添えてみる。

　トランクのロックがカチリと音を立てた。

「ビンゴだ」

　福原は床ゆかにトランクを置き開けてみた。

　中には五百ミリリットルのミネラルウオーターのペットボトルが十本と一万円札の札束。厚みからするとたぶん百万円。

「手に入れた物は、いったん福原の物となるのよ。この水もお金も」

　舞まいが言った。

　福原は思った。男女ペアのゲームだが、基本的に男性側がイニシアチブを握ることができるゲームなのだ。例えばこの水も、福原を介かいさなければカレンは飲むことができないのだから。

　囚しゆう人じんゲームを自らの意思で行っている。そんな立場のプレイヤーはルールに殉じゆんじるしか選択はないのだ。

「ねえ、お願いがあるんだけど。お金が欲しい」

　カレンが言った。

「どうして？」

「さっきの部屋。壁に同じように扉ドアがついていたの。当然移動するにはお金が必要でしょ」

　福原はうなずいた。

　福原とカレンの関係は微妙なバランスの上に成り立っている。どちらが欠かけても出口探しは不可能となるのだ。

　そんな理由から、現在のふたりは対等だった。と、福原は認識した。

　さらに探たん索さくの続行。

　カレンは再び階段を下りていく。

　新たな部屋の捜そう索さく。部屋の扉の向こうには同じような部屋があった。新たな部屋には同じようにトランクが置いてあった。カレンはその箱を持ち帰ってくる。

　トランクの中身は様々だった。紙し幣へいの束。貴金属の類たぐい。食料品の類。

　宝探しゲーム。

　福ふく原はらの思し考こうはそう変化していた。弛し緩かんした空気。

　しかし、そんなゲームはすぐに行き詰まった。カレンが四カ所の部屋の探たん索さくを終えてから。もうそれ以上の部屋へ移動することが不可能となった。

「扉ドアはあったんだよ。でも、ロックが解除されないの」

　カレンは困ったように言った。

「センサーのタッチパネルに電源が入っていなくて開けられない」

「四部屋までか」

　福原はちらりとカレンを見た。噓うそを言っている可能性がある。しかし、それを証明することは不可能なのだ。福原は探索の状況を目で確認することはできない。

「見つけた物資を調べてみては？」

　舞まいが助言した。

「確かにそうだな」

　四部屋を急ピッチで探索していたため、じっくりとトランクの中身を確認してはいなかった。

　福原とカレンで四つのトランクの中身をまとめてみる。





　・現金　百万×４　四百万円

　・ダイアのイヤリング　二つ

　・ミネラルウオーター（エビアン[image: 500]ml ボトル）二十本

　・カロリーメイト（チーズフレーバー）十箱






「金は四部屋にそれぞれ百万ずつか」

「この調子で探索できるんだったら、本当にボーナスゲームだよねえ」

「確かにワクワクするよな」

「ねえ、とりあえずこれを分配しようよ」

　カレンが甘あまえたような声を出した。

「そうだな」

　福原もそれがいいと思った。このような特殊な状況下では少しでも摩ま擦さつが起こる要素を回かい避ひしておきたかった。

「全部半分ずつでいいか」

　現金はコントローラーを通してカレンの電子カードに振り込んだ。水もビスケットも半分ずつトランクに分けて入れた。

「これどうしようか」

　カレンはダイアのイヤリングを手のひらに置いている。一粒ダイヤがキラキラと光っている。本物か偽にせ物ものかは福ふく原はらの眼力では判断できない。値札のように紙がついている。１１２２Ａと表記があるが、値段だとは思えなかった。

「カレンちゃんにあげるよ」

「えー、そう？」

　カレンはうれしそうに笑った。

「つけてやろうか。でも、カレンちゃんピアス穴があいてないね」

「私、痛いの嫌いだから」

「それがいいよ。近所の女友達がピアス穴をあけるとか言いだして、俺おれにやらせようとしたんだよな。氷で耳たぶを冷やして麻ま痺ひさせて安全ピンでさあ。あれ、嫌だったなあ。ピンで刺すなんて、怖すぎるよな」

　幼なじみの由ゆ紀きが言いだしたのだ。しかし、福原が安全ピンを持ったままフリーズしてしまい穴はあいていない。未いまだにあれは福原にとってトラウマとなっている。

「でも、そのダイヤのは耳たぶを挟はさむタイプでしょ」

　福原はイヤリングを確認する。金属クリップに細い鎖くさりがついており先にダイアの飾りがあるというデザイン。金属クリップ部分が妙に大きい。

「……イヤホンがついている」

　福原はクリップ部分についている小さな装置を指さした。

「トランシーバーみたいに？」

「たぶん、受信だけ。ここに小さなスピーカーがあるだろ。ボタン電池も入っている。クリップが大きすぎるはずだよ」

「この数字はなんだろうね。１１２２Ａだって」

「受信コードなんじゃない」

　舞が椅子に置いてあるマイク付きヘッドホンを手に取っている。

「なるほど」

　福原はうなずいた。







「……聞こえるカレンちゃん」

　福原は椅子に座りながらマイクロフォンに言った。

　部屋の隅すみにいるカレンが親指を立てた。

　椅子についていたイヤホンで、カレンと簡単な連絡が取れることが判明した。マイク付きヘッドホンはインカム、つまりインターコムであり、コードを合わせることで通信できた。

「要するに、俺おれがカレンちゃんの動きをフォローすることができるわけだ」

「でもさあ」

「四つ以上の部屋の探たん索さくは可能だと思う。で、密接に連絡を取る体系となる。たぶん、画面がキーだと思う」

　福ふく原はらは前面の大画面を見た。画面には未いまだロゴしか表示されていないが、それだけのためにあるはずはないのだ。

　しかし、時間だけはじりじりと流れる。

「行き詰まったわね」

　困こん惑わくげに舞まいがつぶやいた。舞もこれ以上のことは知らされていないらしい。表情は少しだけ疲れていた。

「カロリーメイトでも食べるか？」

　福原はカロリーメイトの箱を手に取り、ふと首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「一つだけチョコレートフレーバーがある」

「あ、私チョコの方がいいな」

　カレンが言った。

「じゃあ、半分ずつにしようか」

「……福原」

　舞がじっと見つめている。

「わかってる。論点はそこじゃないよな」

　福原は慎しん重ちように平べったい箱を開けた。中には銀色のフィルムに包まれたビスケットクッキーが入っている。

「こっちの袋、おかしい」

　片方のフィルムを開けてみると、ビスケットクッキーに混じり何かが出てきた。小さなプラスチックのパレット。プラスチックからは金属プレートが露ろ出しゆつしている。

「ＵＳＢメモリーね」

　舞が言った。ＵＳＢメモリーとはデータの記憶装置のことだ。パソコンなどでデータの保存に使われる。

「パソコン持っている？」

　舞は首を振った。

「サンドイッチ以外は全すべて預けているの。ボールペン一本たりとも持ち込めていない」

「じゃあ、どこかにＵＳＢインターフェイスがあるはずだ」

　三人でメモリーカードの挿そう入にゆう口ぐちを探す。すぐに舞が声を上げた。

「コントローラーの脇わきにソケットがあったわよ」

　福ふく原はらは椅子の前のコントローラーに近づき確認する。確かに挿そう入にゆう口ぐちがある。

　ためらうことなくメモリーカードを差し込んだ。

　チカチカと大画面が点てん滅めつし、英字が表示された。




　instruction set up

　sound on……voice on……video on

　……just a moment,please

　……………………ok




　ファンファーレが流れ、画面上部から文字がスクロールしてきた。







　★Overload Game★




　このゲームはチェスをモチーフにしています。

　ピースは二種類を使用します。




　King男性プレイヤーが受け持ちます。

　Queen女性プレイヤーが受け持ちます。







『EXIT』

　この表示のドアを探しましょう。

　四十八時間以内に出口を探して脱出することが目的です。

　脱出に成功すればそれまでに手に入れた全ての現金等を持ち出せます。




　──出口はこの画面の向こうにあります。







　福原はスクロールする文字を見つめた。

　文字はすぐに画面から消えてしまった。




　続いて表のようなものが表示された。




　キング・コマンド解説
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　クイーン・コマンド解説
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　キングルール補足


　・他のマークのクイーンに、キングピースを破壊されるとゲームオーバーです。

　・キングは扉の外に出られません。

　・自らキングピースを破壊することは禁忌です。

　・インターコムが使用可能です。

　・一時間毎にキングに資金の配給があります。配給はマークを付けた部屋の数に比例します。









　クイーンルール補足


　・資金が０になるとゲームオーバーです。

　・同じマークのキング、クイーンへの暴力は禁忌です。

　・ゲームオーバーのクイーンボディーへ暴力は禁忌です。

　・手に入れた現金は同じマークのキングに三十分以内に渡すか破棄してください。

　・同じマークのクイーンが同じ部屋に入ることはできません（エントランスを除く）。






　表示された文字は徐じよ々じよに薄れていく。

　福ふく原はらは必死にそれを目に焼き付けた。再び表示されるとは限らないのだ。いや、一回限りの表示だと思ったほうがよかった。

　そして、画面の表示は完全に消え、人工音声が聞こえた。




　──ゲーム開始まであと十七分です




「本当のゲームのスタート、か」

　タイトルのオーバーロードの意味はなんだろうか。過か負ふ荷かや過か剰じよう刺激という意味だったような気がする。

「やはり、単純な宝探しゲームじゃなかったってことね」

　カレンが顎あごに指を添そえながら、文字の消えた画面を見つめている。四つの部屋の探たん索さくは、プレ囚しゆう人じんゲームだったということだ。

「俺おれがチェスでいうキングで、カレンちゃんがクイーンの駒こま。で、出口を探すと」

　ゲームルールはシンプルだった。

「どう思う、舞まい」

「ゲーム開始まで十七分。それまでに、ルールをまとめてみましょう。表示された内容で、だいたいの今後のゲームの方向が予測できるわ」

　舞は情報を反はん芻すうするかのように視線を宙ちゆうの一点に向けている。

「──まず、四十八時間以内に出口を探すということ。それに成功すれば、過か程ていで手に入れたお金を持ち出せる。ゲームの危険度は低いと表記されているけど、そうかもしれない。ゲームオーバーのペナルティーは提示されていないしね。だから、今後危険があっても離り脱だつは可能ね」

　舞まいはほんの少しだけ表情を緩ゆるめて福ふく原はらを見た。

「離脱する気はない。危険度の低いゲームだからこそ、この程度はクリアーする」

　福原はテーブルの上の紙し幣へいを見ながら決意をした。姉を取り戻す資金が貯たまったときこそ、それが自分の本当のゲームクリアーとなるのだ。

「ゲームオーバーにはなりたくないよね。ボーナスゲームですって言ってるし」

　カレンもうなずいた。

「ふたりのゲームオーバーについても、違いがあるわよ。まず、キング役の福原は──外出して三時間以上経過すること、あの扉ドアから外に出ることなどの禁忌タブーを犯おかすこと、他ほかのマークのクイーンによるキングピースの破は壊かい」

　舞が部屋の中央に視線を向けた。キングのモニュメント。あれは福原のイメージなのだ。

「クイーンのカレンさんは、自分でゲームオーバーを選択するか、資金がゼロになるか」

　カレンは電子カードを見つめている。あのカードに振り込んだ資金がカレンの運命を決めるのだ。また、その資金は福原でないと補ほ給きゆうできないというルールもある。

「ゲームで例えるならヒットポイントのようなものだな」

「そうだね。しっかり計算して行動することにするね」

「装置っていうのは？」

　福原は離脱コマンドにあった説明を思いだした。ゲームオーバー直後に装置が作さ動どうし、体はゲーム終了後に回収されると。

「これだと思うよ」

　カレンが腕を見せた。左手首に金属製のバンドが巻いてある。

「麻ま酔すいが入っていると説明されたの。たぶん強制的に意識を失うことになる」

「一応安全は確保できるだろうけど、微妙だな」

　福原は顔をしかめた。クイーンのほうがリスクが高いように思えてならない。

「ルールから類るい推すいできる最大の問題点があるわ」

　舞が人差し指を立てた。

「最大の問題点は出口探しだろ」

「出口探しにあたっての障害がある。それは、他ほかの駒こま」

「わかってるさ。俺おれたちだけじゃゲームにならないからな」

　チェスをモチーフにしていると断言しているのだ。盤ばん上じように相手のチェスの駒がないとゲームは行えない。説明も明らかに他の駒が参加をしているという前ぜん提ていだった。

「確実に相手は複数。それも福原と同じ立場のプレイヤー」

「プレイヤー？」

「そうよ。福ふく原はらとカレンさんのように、プレイヤーのペアが配置されている。そして、ここと同じようにルールを知り、スタートを待っているはず」

　舞まいの言葉に福原は思いだした。パーティー会場で見た来くる栖すの姿。他ほかにもプレイヤーはあの会場にいたに違いない。そして、このゲーム会場にも来ているはずだ。

　これは初めから気づかなければならない要素だった。

「しかし、敵対する要素は少ないだろ。出口から出られるペアは一組、というルールはなかった。他のプレイヤーもできるだけ争あらそいは避さけるはずだ」

　協調するとまではいかなくとも、牽けん制せいしつつ出口を探す。そんな形になるのではないだろうか。

「そうかしらね。今回のゲームは危険度が低いでしょ。それが邪じや魔まするかもしれない。例えばこれが死のペナルティーがあるゲームだったら、きっとプレイヤーは協調する。少しでもリスクを避けるためにね。でも、基本的にボーナスゲームだとの認識」

「……どうなるかは、やってみないとわからないってことね」

　カレンがお下げを触さわりながらつぶやいた。怯おびえた様子はなくにこにこと笑っている。最低限の安全は守られているからだろう。

「出口はどの辺へんにあるんだろうな」

　福原はつぶやいた。福原は扉ドアの外に出ることができないのだ。出口探しはカレンに委ゆだねることになる。

「画面がカギということね。まだ画面の表示はないけれど、何かが表示されるはず。福原がそれを元に情報管理。カレンさんが行動。そんな役割だと思う」

「情報管理、か」

「それは福原のパルス能力補正でカバーできるはず」

「でも、その能力補正とかよくわからないぞ。学校でもそうだったろ。使おうとして使えるもんじゃないんだよ」

「それでも君がやるのよ」

　カレンがはっきりと言った。カレンは一瞬だけ鋭するどい視線を向けた後に笑った。

「……君には期待しているよ」




　　　　　　　＊




　それから十分後、突とつ如じよブザーの音が鳴り響いた。

　ゲームのスタートの合図。







　ゲームのスタートです




　画面にテロップが流れた。

　福ふく原はらは画面を確認する。画面はフラッシュした後に画像を表示させた。
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　まず目についたのは画面いっぱいに表示された五つの四角いマス。

　隣りん接せつする四つのマスは cattleya（カトレア）マークが表示されている。その左下のマスには entrance（エントランス）とシンプルに表示があった。

　カレンと舞まいも画面を凝ぎよう視ししている。

「マップの簡かん略りやく図ずだな。要するにチェス盤ばん。エントランスとは、たぶんこの場所」

「そうだね。他ほかの四つのマスは、さっき探たん索さくした部屋だね。私が入ったから、カトレアマークがついた、っていうことだね」

「これを見て、福原がカレンさんの探索をフォローするのね」

　ドット表示だったがはっきりと見えることに福原は安あん堵どした。これだったら、福原の自己能力の範はん疇ちゆうで情報管理を行える。

「画面の向こうに出口がある、か」

　やはり画面にヒントがあるのだ。この画面が出口探しにおいて重要な役割を持つということになる。

　画面の表示はそれだけではなかった。

　右上には『残りキング20』との表示。プレイヤーが二十人参加をしている、ということだろうか。すべてペアであると考えると倍の四十人となる。

　福原はカレンの持っている電子カードを見た。

　カードに振り込んである金額は三百万円。また、離り脱だつというタッチパネルが表示されていた。クイーンの選択できるコマンドだ。

　福ふく原はらはカレンを見て少々不安を感じた。この優やさしそうな女の子は、すぐに離り脱だつしないだろうか、と。彼女は多少のプレッシャーですぐに逃げてしまうのではないか？

　カレンはなんの目的で囚しゆう人じんゲームをやっているのだろうか。明確な目的がない場合、あっさりと離脱する可能性がある。

　動ける駒こまを失った場合、福原はゲームオーバー同然だ。そんな不安の中、バランスを取らねばならないふたりの関係なのだった。

　その関係を繫つないでいるのは金なのではないだろうか。福原はテーブル上の紙し幣へいを見ながら思った。この空間の中、目に見える関係は金だけなのだ。

「じゃあ行ってくるね。何かあったらこれでお願い」

　カレンは自分の耳を指でトントンと叩たたいた。スピーカー付きのダイヤのイヤリング。

「了りよう解かい。気をつけて」

「大丈夫、私はね」

　カレンはウインクをすると扉ドアをくぐった。オレンジ色のドレスのカレンが階段下に消えていく。

「福原」

　カレンを見送っていた福原を、舞まいが呼びかけた。

「画面を見て。変化がある」

　福原は目を見開き画面を見た。四角いマスにドット処理された女の子のキャラクターが表示されている。オレンジ色のドレス姿のキャラクターが周囲に目を配りながら四角いマスを移動している。

「カレンちゃんだな」

「テレビゲーム的ね」

　女の子のキャラクターは明らかにカレンのイメージだった。実際の部屋と画面のマップはリンクしているのだ。

「女の子の周囲だけ明るく見えるのね」

　舞の言うとおり、黒ベースのマップは、カレンキャラクターの周囲だけ明かりを照らしたように処理されている。カレンを中心に円状にクリアな画面が確認できる。

　タイル張りの床ゆか。コンクリートの壁。細部まで細こまかに映像が処理されている。カメラを通した実際の映像ではない。ドット処理をしたリアルな映像なのだ。何故なぜ、このような処理をする必要があるのか疑問だった。

　画面のカレンは二つ目の部屋に移動している。そんな画面を見ながら福原は緊張した。テレビゲームのプレイヤーの感覚。カレンを通じて緊張が伝わってくる。

「テレビゲーム的に例えるなら、カレン──クイーンは移動式レーダー基地といったところだな」

　クイーンの役目は画面上でいえば、明かりみたいなものだ。真っ暗なチェス盤ばんを照らすたいまつ。

　福ふく原はらは椅子に座りインカムを取り出した。

「カレンちゃん聞こえる？　聞こえたらその場で手を振ってほしい」

　福原がインカムに言うと、画面のカレンがぴたりと立ち止まった。しばらくきょろきょろと視線を動かしていたが、小さく手を振った。

「見えるよ。画面に映ってる。そのまま右の壁に近づいて」

　カレンは福原の指示通り壁かべ際ぎわに移動する。カレンを中心とした光点も移動し、壁越しにまだ探たん索さくしていない隣の部屋の一部が確認できた。見た感じ危険はなさそうだ。

「その扉ドア開きそう？」

　画面のカレンがうなずく。

「オーケー、移動して」

　カレンがカードを扉のセンサーに当てているイメージ。

　しばらくして扉が開き、カレンは隣の部屋に移動した。画面上でカトレアマークの部屋が一つ増えた。

「便利な画面ね」

　舞まいが福原の横で画面を見つめている。

　そんな舞を見て福原は少々疑問を感じた。この画面はわかりやすすぎた。この処理方法なら普通の人間でもできるはずだ。こんなのでいいのか？　というのが率そつ直ちよくな感想だった。

　画面のカレンは次の部屋に行かず、引き返してくるのが確認できた。画面で確認するとカレンはトランクを持っている。トランクを持ったままでは、新しい部屋のロックが外れないようだった。

　しばらく待つとカレンがエントランスに戻ってきた。

「画面に私が映ってたの？」

　カレンはトランクを開く前に画面を調べている。

「現実の空間とリンクしているようだ」

「へーえ」

「ロールプレイングゲームみたいに、ドット処理されたカレンちゃんがこのマップで動いてたよ。カレンちゃんの周りだけ明るく見えた」

「ゲーム、ね」

　カレンは横目で福原を見てから続けた。

「ドット処理されたただの画面じゃないかも。現実の映像をデータとして凝ぎよう縮しゆくして処理している、と表現したいかな」

「どういうことだ？」

「要するに、パルス能力を使えば、画面のデータ情報を処理できるということ。高次元の能力なら、この暗い画面で、実際の部屋の細部まで見ることができる……かもしれない、ということ」

「この画面で？」

　現在の画面はシンプルな線でマス目が表示されているにすぎない。カトレアマークのロゴが妙に派は手でに目に映る。

　怪け訝げんな表情をする福ふく原はらに、カレンは微笑ほほえみかけた。

「私以上に情報管理は上手うまくやるべきだし、やらなきゃいけない。でも、まだゲームは始まったばかりだから、何も言わず見守ってあげるからね。……今のところはね」

　カレンの言葉は穏おだやかだったが、ほんの少しの冷気が含まれていた。

　その後、福原とカレンは順調に探たん索さくを進めていった。画面上でカトレアマーク付きの部屋が増えていく。カレンが持ち帰ってきたトランクの中には現金の他ほか、様々な物資が入っていた。

　飲食物の類たぐい、女性用の装飾品、貴金属、薬の類など。

　現金は目に見える形で増ぞう殖しよくしていた。テーブルに積み上がっていく札束。

　また、ゲーム開始から一時間後、部屋の天井から紙し幣へいが降ってきた。

　画面には、配給の時間です、とテロップが流れている。

「合計百万円ね」

　床ゆかに散らばった紙幣を集め終わった舞まいが言った。

「毎回この金額なのかな」

　ちょうどエントランスに戻ってきていたカレンが首を傾かしげた。

「違うと思う。一時間ごとの配給、マークを付けた部屋の数に比例するとのルールだったと思う。現在カトレアマーク付きの部屋は十個。おそらく、マーク一つに十万円だよ」

「するどいね」

「それくらい、能力補正に頼らなくてもわかるさ」

「この調子でいけば、ゲームが終わる頃ころには一財産だね」

　カレンはくすくすと笑っている。

　福原は目の前の札束を見て妙な気分になった。この現金という数字が自分自身の評価なのではないかと。存在価値のようだ、と。

「補ほ給きゆう、いい？」

　カレンが言った。

「いいよ、もっと可愛かわいく頼んでくれたらね」

「ねえお願い、お金ほしいなあ」

「オーケー、いくらでも」

　福ふく原はらはにやにやと笑いながらうなずき、カレンの電子カードに金を振り込む。補ほ給きゆうがすむと、カレンは再び探たん索さくを再開した。

「……ねえ福原」

　椅子に座る福原に舞まいが声をかけてきた。

「俺おれたちだって、あんな会話を好きでやってるわけじゃないぞ。ギャグにしないと金のやりとりが生ナマ々ナマしくなるだろ」

「それは責せめないわ。でも、お金の使い方はもう少し考えたほうがいいと思う」

「カレンちゃんの？　探索には金が必要だろ」

「お金の分配は福原次し第だいなのよ。だからこそ、イニシアチブを握るべきだわ」

「そっか、じゃあ舞にもお小こ遣づかいあげちゃう」

　福原はにやりと笑いながら舞に札束を差し出した。

「馬ば鹿か、しっかりと管理しないと、無む駄だな摩ま擦さつが生まれると言いたいのよ。それに、自己を守るためにも貯ためておくことが必要だわ」

　舞の言うことは理解できた。しかし、まだその段階ではないような気がした。現金げんなまをリアルに捉とらえ始めると、身動きができないような気がしたのだ。

「所しよ詮せん遊園地のチケットだよ。この場所では使い道が限られている」

　現実の社会でも金はそんなようなものだ。いくら貯めたところで、使われない数値にはなんの意味もない。

　とにかくゴールを目め指ざすことが先決だった。

　福原は画面を見つめながらカレンの様子を監かん視しする。探索済みの部屋は随ずい時じマップに追加されていく。画面の大きさには限りがあるため、部屋が増える都つ度どに、少しだけ画面の部屋は小さく表示されるようになった。

　福原は時折、画面越しにカレンに指示を出した。同じ景色の部屋を移動するカレンが混乱する場面があったからだ。

　カレンがいったん入った部屋は、すべてカトレアのマークが表示された。マーク済みの部屋は画面にはっきりと表示される。カトレアマークの部屋を移動するのは金がかからないことが判明している。要するにこちらのエリアになったということだ。

　さらに探索は進み、マークを付けた部屋が十五に増えたとき、画面に異い変へんが起こった。

「カレンちゃんストップ」

　福原は画面を凝ぎよう視ししながら指示を出した。チェス盤ばんの異変。マップのカトレアマークが消えたのだ。

「動かないで、何かおかしい」

　マーク付きのブロックが真っ黒に変化していく。虫むし食くい穴あなのように一ブロックずつ消えていくのが画面で見て取れる。

「……何が起こっている？」

　画面のカレンが福ふく原はらの声を拾ったのか首を傾かしげて見せた。

「マークがキャンセルされているようね」

　舞まいが画面を見ながらつぶやいた。

「そうか、わかった。ついにバッティングしたんだ」

　チェス盤ばんを動くクイーンはこちらだけではないのだ。しかし、どうすればいいのか。

「迷ってる暇ひまはないわよ」

「カレンちゃん、右手のドア方向に進んで……オーケー。もう一つ進んで、そこで待ってて」

　福原はカレンに指示を出し、ポジションを指定した。虫むし食くい穴あなはカレンのいる部屋に向かって進んでいる。

「……たぶん、他のクイーンが入ってくる。どうなるかわからないけど、対話してほしい」

　舞がテーブルの札束を指さし口を動かした。

「そうだ、気をつけて。確か──十秒毎に十万減る」

　部屋でのクイーンのバッティングは交流コマンドとなる。十秒毎にお互いの資金が減っていくルールなのだ。シンプルで迅じん速そくな対話が求められる。

「バッティングしたわ」

　カレンの表示された部屋に入ってきたのは、ピンク色のドレス姿の女性キャラクターだった。画面上で二人のキャラクターが対たい峙じしている状況。ピンク色のキャラクターがカレンを見て驚いたような動作をした。その後、カレンが何かを話しかけているような、そんな映像。

「見にくいな。最初は見やすかったのに」

　マップの広がりと共に、相そう対たい的てきに部屋の一つ一つのマス目が小さくなっているのだ。

「画面の右上を見て」

　舞に促うながされ視線を向けると、画面に花のアイコンが表示されていた。lilyとロゴの入ったユリの絵のシンプルなアイコン。交流コマンドを実行したクイーンのマークが表示されるようだ。

「ユリリリーのマークね」

「……彼女のマーク、か」

　思った。このクイーンの動きは情報データの動きを表現しているのだ。チェス盤の情報がクイーンによって伝達されていく。

　目の前のコントローラーのタッチパネルを見た。交こう渉しよう、というコマンドが追加されていた。キング同どう士しでの交渉ということだろう。

「動いたわ、クイーンのほう」

　画面を見ると、ピンクドレスが元来た部屋を戻っていく。カレンはその後から進み、虫に食われた穴は修復されていく。元通りのカトレアマークの部屋を取り戻し、カレンはこちらに手を振って見せた。

「オーケー。いい対応だった。とりあえず戻ってきて」

　交流に成功したようだ。しかし、それはクイーン同どう士しの一時的な対話にすぎない。カレンとも今後の対応について詰めなければならなかった。

　その時、福ふく原はらが画面を見て顔をしかめた。

「カレンちゃん、逆サイドの部屋に移動して。また別クイーンと重なった」

　どのプレイヤーもマップ探たん索さくを拡大しているのだ。その探索範囲のバッティング。

「左サイドもマークが消えてるわよ」

「いきなりきたな」

　福原がカレンに指示を出そうとしたとき、画面のリリーアイコンが点てん滅めつした。

　──交渉を求めています。受ける場合１０００００の資金投入をしてください。

　画面にテロップが流れた。

　福原は交渉を受け入れ、十万円を支払った。

　画面の右下にウインドーが開かれ、椅子に座った男性が表示された。福原と同じキング役のプレイヤーだった。
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「マークの確認できたキングとは全すべてコンタクトを取ったよ」

「こっちも普通に会話はできたよ。あっちもとりあえずエントランスに戻って話し合うんじゃないかなあ」

　カレンはエントランスに戻っていた。

　画面には三種類の花のマークのアイコンが表示されている。現在接せつ触しよくしたプレイヤーのマークだ。アイコンの下には数字がある。そのマークが持っている部屋の数。そして、クイーンの数が１と表示されている。

「コミュニケーションは上手うまくいった。とりあえず、すでに探索してマークを付けたお互いの部屋には侵しん入にゆうしない、という確かく約やくは得た」

「今のところはね」

「でも、このままでは、待機しかできないわよ。どうするつもり？」

「そうだね。福原さんの意見は？」

　舞まいとカレンが福原を見た。

「しばらく現状維い持じ。これでわかったことは、現実のマップ、チェス盤ばんの広さには限りがある。だから、プレイヤー同士重なりだした。他ほかのプレイヤーも俺おれたちと同じ状況だと思う。二十ペアのプレイヤーが」

「出口探しはどうするのかな」

「出口がどこかにあるとしたら、何らかのアクションがあるはず。情報は繫つながっているんだ。直接交流できるのは三ペアだけだけど、その三ペアも他ほかのペアと繫がっているはず。どこかで誰だれかが出口を見つければ、必ずわかるはず」

　そんな些さ細さいな情報の揺らぎを見つけなければならない。

「アクションがあるまでどうするの？」

「休んでな。まだゲームの残り時間は沢たく山さんある」

「わかった。じゃあ仮か眠みんを取るね」

　カレンは素直に壁かべ際ぎわに寄りかかって座った。やはり探たん索さくにプレッシャーを感じていたのかもしれない。

「福ふく原はらはどうするの？」

　舞まいは福原の横に立っている。

「俺おれは、キングプレイヤーと交渉したり、マップの監かん視しをするよ。しばらくクイーンは動く必要ないから」

「何か手伝ったほうがいいかしら」

「じゃあ、がんばってね的な感じで俺を応援するとか」

「がんばってね。他には」

「そんなに心配しなくてもいいよ。他のキングとも直接交渉できるし、上手うまくやれる」

「そうかしら。福原はシンプルな交渉が苦にが手てなタイプだと思う。相変わらず甘あまいところがあるし、人間の心理状態を見極めることができない。きっと他人と深い関係を築いたことがないのね。人間として未成熟な証しよう拠こ。学校でも……」

「また学校の話か。舞はどうなんだ。同級生の男子を馬ば鹿か扱いして、ボーイフレンドもいないんだろ」

「私は関係ないでしょ。都つ合ごうが悪くなると話の論ろん点てんをずらすのよね」

「そもそも、論点をずらしたのは舞だ。いつも俺の説せつ教きようにシフトする」

「もういいわ。話にならない」

　舞はそっぽを向いた。

「……あのサンドイッチが食べたい。スモークチキン入りのがうまかったな」

「私は外に出たら戻ってこられないの。それとも、邪じや魔まなら帰るけど」

　舞は苦にが笑わらいをしながら肩をすくめた。

「戻ったほうがいいと思うよ」

　言ったのは、寝ていたはずのカレンだった。

「だって、危ないじゃん。舞ちゃんがエージェントだとしてもね」

「だとしても自己責任だわ。それとも、戻ってほしい別の理由があるのかしら」

「正直言うとね、私……エージェントは信用していないんだ。だから私にもエージェントがいるけど、ゲームには介かい入にゆうさせていないんだよ。エージェントは所しよ詮せん囚しゆう人じんゲームサイドだしね」

　カレンは舞まいの視線に困ったように言った。

「カレンは前もそんなこと言ってたよな。そんなに、カレンのエージェントは性格が悪いとか。舞はこう見えても、ほんの少しだけ優やさしいところがあるんだ」

「私のエージェントの性格はいいよ。嫌になるくらいね」

「エージェントの仕事はプレイヤーの補ほ佐さだもの」

　舞は平然とカレンと視線を合わせている。

「でも、基本的にエージェントは敵だよ。表面上にこにこしているだけで、プレイヤーを物扱いする奴やつばっかりだよ」

「カレンちゃんのエージェントはにこにこしてくれるのか」

「ある程度の経験を積んだプレイヤーは、基本的にエージェントと一いつ緒しよに行動しない。協会の手先だもん。いつか足あし下もとをすくわれちゃうんだから」

「協会って？」

　福ふく原はらが聞くと、カレンはくすっと笑い立ちあがった。

「そういうこと教えてくれないんだよね、エージェントは。協会は囚人ゲームの管理サイドの中心的存在。エージェントを派は遣けんしてプレイヤーを管理、監かん視ししているの。協会は信用できないよ。だから、君みたいにエージェントとベタベタイチャイチャしているのは珍めずらしいの」

「ずいぶん一方的なのね」

　舞が顔をしかめた。

「道具扱いされるだけだよ」

　カレンが福原の背後に回り囁ささやいた。

「エージェントに、こんな胸のない子供を使っているのも、君を油ゆ断だんさせるためでもあるんだよ」

「胸なんてただのパッケージだわ。それとも、それしか自じ慢まんできないのかしら？」

「パッケージも重要だけどね。綺き麗れいな包装紙であるに越したことはないじゃん」

「中身が上あげ底ぞこでも？」

　舞の言葉に、カレンが愕がく然ぜんとしている。

「……なんか雰ふん囲い気きが悪くなっちゃったけど、みんな仲良くしようぜ」

　福原はへらへらと笑いながら口を挟はさんだ。

「その軽さがあんたの嫌いなところ」

　舞はうんざりとした表情でため息をついた。

「まあ、この話は後にしようか。道具だとかは、ね」

　カレンはうなずいた。

「確かに、基本的にあなたたちは道具だわ。囚人ゲームのね。その現実を見つめることね」

　舞まいはそう言うと、福ふく原はらとカレンから距離を取り、壁を背に座り込んだ。

「あの子、怖いね。本当に君に惚ほれているの？」

　カレンが聞いた。

「俺おれの勘かん違ちがいかもしれない」

「きっとそうだね。まったく視線に愛情が感じられないもん」

「それより、協会とか詳くわしく教えてほしい」

「まずは自分の仕事をすることだね。ほら画面」

　カレンの指さす画面に、交こう渉しようの表示が出た。しばらくは画面を通じて情報収集を行わなければならないのだ。

　それから、しばらく福原は情報収集に没ぼつ頭とうした。

　舞はたまに福原の作業に介かい入にゆうしてきたが、カレンはじっと目を閉じて座っていた。何かに備えて体を休めているかのようだった。

　交渉を介かいしてトレードなども行った。序じよ盤ばん手に入れた物資に微妙に差があったのだ。こちらはミネラルウオーターのペットボトル、相手側は缶コーヒー。物資交換はこの部屋に入るときに使ったエレベーターを介して行われた。トレードコマンドで、物資をエレベーターに乗せ扉ドアを閉めると、次に扉が開いたときには交換した物資が乗っていた。囚しゆう人じんゲームサイドの人間がエレベーターを管理しているのだろう。表に出てこないが、陰かげからゲームのフォローをしているということだ。また、トレードのヘルプを見ると、クイーンもトレードができるようだった。

　そんなシステムの操そう作さには慣れてきたのだが、情報収集は難なん航こうしていた。

　出口の情報の断だん片ぺんさえ見つからない。画面のマップにも動きはなく、夜の海のように静まりかえっていた。

　出口はすでに見つかっているのではないだろうか？

　福原はそんな疑問を抱き始めた。誰だれかが出口を見つけたのだが、それを他ほかのプレイヤーに気づかれずに隠かくしている。しかし、それをどうやって確認すればいいのか。

　福原の焦じれと共に時間が流れる。

　そんな不安定な状況とは逆に、増えていく資金。一時間毎ごとの配給は安定している。テーブル上の札束の厚みはどんどん増していた。

　そんな金はこの場所ではなんの価値のないものなのだが、それでも目の前の紙し幣へいは福原を妙な気分にさせた。

　福原は交渉を繰り返した。隣りん接せつするエリアを持っているプレイヤー同どう士し会話をし、情報収集の他、協調路線の確認のため。出口を見つければいいのだ。争あらそう必要はない。

　そんな中、福原は微妙な変化に気づいた。

　キングとクイーン。男性プレイヤーと女性プレイヤーの関係。

　交渉中の画面のウインドー越しに見える男性プレイヤーの態度。イライラを募つのらせる男性は、女性プレイヤーにストレスをぶつけ始めたようだった。同時に媚こびている女性の映像もウインドー越しに確認できた。

　圧倒的な立場の差だった。キングの役割とクイーンの役割の差。資金などはすべてキングの持ち物なのだ。クイーンは施ほどこしを受ける側だった。

　序じよ盤ばんは移動できるクイーンには重要な役目があった。しかし、マップなどのシステムがわかった今、クイーンの重要性は薄れている。

　福ふく原はらは交渉を終え椅子から立ちあがった。缶コーヒーのタブを開けて一気に飲み干す。

「……どうかな？」

　壁かべ際ぎわに座っているカレンが目を開けた。

「進展なし」

「そっか、がんばってね」

　カレンはそれだけ言って再び目を閉じた。

　そんな態度を見て、福原は少々いらついた。六時間以上もずっと画面を見つめているのだ。その間カレンはただ休んでいるだけだった。不公平だった。カレンは福原が渡さない限り、現金を手に入れることもできないのだ。それなのに、あの態度はおかしい。

　福原は大きく息を吐いた。自分自身の思し考こうにぞっとした。

　異常な思考だった。ずっと密室にいたため、ストレスがたまっている。そもそも、この現金げんなまは福原のものではない。ゲームのルールとして、福原が管理しているだけだ。それに、誰だれのためにゲームを行っていると言ったら、自分自身のためではないか。

　そこまで考え、福原は疑問を持った。キングとクイーン。立場的に明らかにクイーンが下位ではないだろうか。それはゲームとしてどうなのか。このゲームは強制ではなく、一応自由意思なのだ。だとしたら、もっとバランスをよくするべきではないか。

「疲れたの？」

　舞まいが福原に近づいてきた。

「大丈夫」

　福原はうなずき、缶コーヒーを箱からもう一本取り出した。ふと思った。手に入れた物資はしっかりと使い方を知っていたほうがいいのではないだろうか。探たん索さくで手に入れた道具の類たぐいは、現段階では適当にまとめているだけだった。この缶コーヒーとは違い、使用目的がわからない物資がいくつかある。

「このスプレーはなんだろう」

　真っ白なパッケージのスプレー缶の使用方法は不明だった。舞を見たが首を傾かしげている。

「応急処置用のスプレーだよ。傷口に吹きかけると、簡かん易い人工皮ひ膚ふを形成して、消毒、止し血けつができるの」

　言ったのはカレンだった。

「このサングラスはおしゃれ用、じゃないよな」

　福ふく原はらはピンク色の大きなサングラスを見せた。

「フェイスガードね。目をガードする丈夫なやつ。ダンプカーで轢ひいてもひびひとつ入らないのよ」

「ダンプカーに轢かれても大丈夫なサングラスか。でも、人間はぺちゃんこだよな」

「あはは、そうだよねえ。でも、次に拾った人が使えるじゃん」

「その発想か」

　福原はカレンと顔を見合わせ笑いつつ、ふと表情を固めた。

「どうしたの？」

「いや、今後どうなるかがわかってきた」

「出口探しについて？」

「出口探しはたぶん難なん航こうする。そうして、疑ぎ心しん暗あん鬼きになったプレイヤーがどう行動に出るか」

「……私に何かしてほしいの？」

　カレンが小首を傾かしげた。

「体調を整えるだけでいいよ。まだ、慌あわてる時間じゃない」

　福原はカレンに近づくと、フェイスガードをカレンにかけてやった。

「ねえ、似に合あう？」

　カレンは無む邪じや気きに笑っている。
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「…………」

「……どうしたの？」

　床ゆかで眠っていた舞まいが起き上がった。

「動いてる」

「……どこが？　まったく変わらないじゃない」

　舞が目を擦こすりながら画面を見つめている。

「エリアの外に変化があるような気がする」

「エリアの外は真っ黒じゃない。見えるの？　能力補正で」

「そんな気がしただけなんだ」

「ずいぶんあやふやね。でも、福原のパルス能力で何かを察さつ知ちしている可能性もあるわね。画面には別の見方があるのかもしれない」

「俺おれはパルス能力なんて使えないけどな。未いまだに信用してない」

「あの時は使えてたじゃない」

「あれは偶ぐう然ぜんで、もう無む理りなような気がするな」

「じゃあ、彼女に頼めば？　わからないけど、彼女はできるんじゃないの」

　舞まいは、目を閉じて座っているカレンを見た。

「……お断りするよ。それは私の仕事じゃないもん」

　眠ってはいなかったらしいカレンが顔を上げた。

「私は口を挟はさみたくはないけど、少しは協力するべきだわ。福ふく原はらがプレイヤーとして初心者なのはわかっているでしょ。ペアとして短所は補おぎなうべき」

「いいさ、これは俺おれの仕事だから。ただ、カレンちゃんにも、そろそろ動いてもらう」

「どうすればいいかな」

「マップを歩いてくれればいい。そうして情報を拾う」

「わかった」

　カレンはすっくと立ちあがると、手足の関節を伸ばしてから階段を下りていった。

「何が起こっているというの」

　カレンが出ていった後に舞が聞いた。

「予想はできるんだ。そろそろ焦じれてくるころだよ」

「プレイヤーが？」

「特にクイーンが。キングとクイーンは微妙なバランスで繫つながっている。しかし、クイーンの役目が薄れてきている。ストレスを溜ためているのはキングよりもクイーン。だから、微妙なアピールが始まっているんじゃないか、と思う」

「だからクイーンを動かしたの？」

「実際に目で見ないとわからないからな。クイーンの周囲は、はっきりと見える」

　画面のマス目一つ一つの部屋の実際の大きさは約三メートル四方のようだ。画面上カレンを中心に見える範囲は半径約二メートル。部屋の端に寄れば、自分のエリア以外の部屋でも半径二メートルの半円部分で目もく視しできることになる。

「このまま真っ直ぐ三ブロック移動して」

　福原はカレンに指示を出す。カレンはリリーマークのエリアと隣接した部屋に移動。

「……クイーンがいる。マップに出てるんだな」

　ぼやっと隣の部屋にいるクイーンの姿が見えた。

「ねえ、リリーのクイーンの映像、違わないかしら。前はピンク色だった」

　画面上の現在のクイーンはブルーのカラーの服装だった。

「……違う。着替えただけだ。顔は同じだよ」

「よくわかるのね。あんなドット処理の画像で」

「舞は見にくい？」

　福ふく原はらは少しだけ驚いた。そんな福原の表情を見て、舞まいは小さくうなずいた。

「少しはデータ処理の能力補正がかかっているようね。この特異な状況でずっと画面を見つめていたからかしら」

「カレンちゃん。リリーマークのクイーンが正面の部屋にいる。隣の部屋に移動しよう。刺激しないほうがいい。とりあえず境きよう界かい線せんだけ確認しよう」

「……福原、画面を見て」

　舞が指を差した。

「何が？」

「数字よ。マークの下の数値。あれってエリアの数でしょ。減ってる」

　舞に言われてから気づいた。現在交流可能の花のマークは三種類。そのうちのラベンダーの部屋の数が減少していた。十四から十三へ。

「見えないデータばかり気にして、見えるデータが見えなくなったようね」

「別で隣りん接せつしているマークに取られたか？」

　やはり揺らいでいる。画面に表示されているデータが波打ち始めたのだ。

　福原はじっと考えた。何がきっかけなのだろうか。誰だれかが最初に動いたのだ。その動きが震しん動どうのようにここまで伝わってきている。

「ラベンダーと交渉」

　福原はボタンを操そう作さしながら音声でコマンドを入力した。すぐに画面にテロップが表示。

　──交渉拒きよ絶ぜつ

「それどころじゃない、か」

　ラベンダーの部屋の数が十四に戻った。しかし、すぐに十三へ変わる。そんな数字の上げ下げが続く。福原は顎あごに手を添そえ、そんな揺らぎをじっと見つめた。

「どういうことかしら」

「エリアを奪い合ってるようだな。お互いのエリアに侵しん入にゆうしている」

　マップの全体が気のせいか混こん濁だくしてきたようにも感じた。データの風が捲まくっている。

「あっ」

　舞の声に福原は顔をしかめる。虫むし食い穴あなだった。福原のカトレアエリアが食われたのだ。エリアが黒く塗ぬりつぶされる。

「あの場所はアスターだ」

　アスターのクイーンがこちらのエリアに侵入してきたのだ。キングとの交渉でお互いのエリアは侵おかさないと協定を結んだはずだ。しかし、それが破は棄きされた。バグの発生。

「アスターと交渉」

　──交渉拒絶

「カレンちゃん、そのまま二ブロック進んで。アスターのクイーンが侵入している」

「どうするの？」

「食い止める」

　カレンが侵しん入にゆうしてきたクイーンの部屋に入った。

　画面に部屋の表示。カレンの他ほか、アスターのクイーンの姿も明めい瞭りようにドットで表示された。二人のキャラクターは向かい合っている。

「まずは話し合いを。ダメそうだったら小さく左手を動かして」

　二人のキャラクターが向き合い会話をしている。その間にも、他のクイーン同どう士しが同じ部屋にいるということで、十秒毎に十万円ずつ減っていくはずだ。相手のクイーンの所持金はどのくらいだろうか。

　画面のカレンは会話を続けている。

「アスターと交渉」

　──交渉受じゆ諾だく

　画面にウインドーが開いた。

「どうしたカトレア」

　画面越しに男が言った。アスターのキングだ。薄笑いを浮かべてこちらを見ている。

「そっちのクイーンが侵入している。協定を忘れた？」

「それは俺おれの指示じゃないんだ。彼女が俺の気を惹ひきたくて勝かつ手てにやっている」

「じゃあ、指示を出せ。さもないと……」

　画面のカレンが左手を小さく振った。

「……もう少しだけ引ひき延のばして」

　福ふく原はらはカレンに言った。

「……さもないと、どうする？」

「わかってるだろ。ここで賭かけるか？　それにはまだ早いだろ。それはわかっているはず」

「わかった、いいだろう」

　アスターがマイクに何かを言った。

　しばらくして、画面のクイーンが元の部屋に戻っていく。

「カレンちゃん、奪われた部屋だけ取り戻して」

　カレンに指示をしたあと、福原は画面を見た。

「侵入は俺の指示じゃない」

　アスターがそう言った。

「わかった。ところで、そっち何か変なことが起こってる？」

　──交渉終了

　ウインドーが閉じた。アスターが交渉を打ち切ったのだ。

　福原は画面を見つめながら考えた。やはり何かが起こっている。

「何を賭かけるの？」

　舞まいがちらりとこちらを見た。

「舞だってわかっているだろ」

「ずいぶん強つよ気きだったじゃない。学校麻雀マージヤンとはえらい違いだわ。すぐにベタ降りするくせに」

「強気なもんか。そこまでカレンちゃんを信用できていない。アスターも同じだったんだろうな」

　ひとつだけ知っておかなければならないことがあった。どのキングにとってもそれは重要な要素だ。しかし、そればかりは本人に聞くわけにもいかなかった。

「それも福ふく原はらが察さつ知ちしないといけないのよ。あなたの能力でね」

「なんかいろいろ大変だな、俺おれも」

　福原は軽口を叩たたきながらも、ふと感じた。このゲームのセッティングは意い外がいに丁てい寧ねいなのではないだろうか。なんというか、能力を使いこなせない初心者プレイヤー用のゲームに見える。

　──交渉要求

　アスターのマークが点てん滅めつした。

「受じゆ諾だく」

　ウインドーが開き、再びアスターのキングが映った。

「何か？」

　福原は聞いた。

「さっきのクイーンの勝かつ手てな行動を謝あやまって、関係を強化しておこうと思ってね。確認で交渉コマンドを使ったんだ」

「なるほどね」

「彼女が自らの意思で動き回ってたんだ。気分を悪くしたんだったら謝るよ」

「…………」

「それに、クイーンはエントランスに戻してる」

　男が手招きをすると、グリーンのラップドレスを着た女性が映り込んだ。アスターのクイーンだ。

「これで謝しや罪ざいするよ」

　そう言うと、男はクイーンの頰ほおをいきなり殴なぐりつけた。よろめいたクイーンはウインドーの外に消えた。

「そこまでする必要はないだろ」

「勝手な行動を取ったペナルティーだ」

「女の子にはもっとソフトにタッチするべきだ」

「甘あまいな、クイーンは駒こまだぞ。駒は俺おれの所持品だ」

　アスターはにやっと笑った。

「オーケー、謝しや罪ざいは理解した。今後、お互いの領りよう域いきを侵おかさないようにしよう。他ほかにも何かあったら協調して対たい処しよしよう」

「了りよう解かい」

「交渉終了」

　福ふく原はらは交渉を打ち切った。

「嫌な気分」

　ウインドーに映り込まないよう脇わきに移動していた舞まいが顔をしかめている。

「確かに、クイーンは駒こまなんだけどな」

　福原は複雑な感情を持った。資金はキングのものであり、クイーンはキングから金を受け取り存在価値を得ている。単純に見れば上下関係は明らかだった。

　そんな中、エントランスにカレンが現れた。

「そっちはどうかな」

　カレンはちらりと画面を見た。

「なんとかバランスを取っている。さっきのアスターのクイーンは？」

「話し合いの範はん疇ちゆうってところかな」

　カレンはごまかすように言った。

　ふたりの間に流れる微妙な空気。

「お金の補ほ充じゆうがしたいの。移動と交流で減ったから」

　福原はうなずき、画面下のパネルに金を持って近づいた。

「どうせ、これから必要になるんだから、全部入れてほしいなあ」

　カレンは甘あまえたような声を出した。

「……それはできない。必要なだけだ」

　福原は首を振り、それでも持っていた半分ほどを振り込んだ。これで、カレンの資金はしばらくは大丈夫だろう。

　金を補ほ給きゆうしつつも、ふたりの間に微妙な空気が流れていた。お互いどう接していいのか判断を迷っているような雰ふん囲い気き。

「それで、わかったの？」

「詳くわしくはわからない。基本的にマップで見える範囲内のことしか」

　福原の言動にカレンは不満げな表情をした。

「もっとしっかりやってよ。情報処理は君の役目だよ。それともその程度？」

「予測で動くのは危ないだろ」

　福原は少々むっとした。こちらの苦労などわかってはいないのだ。

「どんな予測をしているの」

「……強ごう引いんに動いているペアがいるんだろうな。それで、エリアの奪い合いが、震しん動どうのようにこの場所まで伝わってきている」

「どのへんが震しん源げん？」

「近くはないだろうな。アクションが吸収されつつここまで伝わってきた、みたいな感じだから」

「なるほどね。能力補正でデータを拾ったの？」

「目で見て推測しているだけだよ」

「ふーん、で、どうするの？　先に動く？　エリアを持っていたほうが資金も潤うるおうし、相手への牽けん制せいになるよねえ」

「動くさ。でも……」

　福ふく原はらはカレンにペットボトルを渡しながら観察した。

「フフ……私、実はランキングＡのダイアモンドのプレイヤーなの、って言ったら信じる？」

　カレンは水を飲みながら言った。

「信じるよ。でも、どのクイーンもそんなことを言っているだろうしね」

「疑わしいのは君のほうだけどね。あの程度の情報処理なら私のほうが、って思う」

「じゃあひとりで出口探しをするかい？」

「…………」

　不ふ穏おんな空気を横目に舞まいが口を開いた。

「……恋人同どう士しのようにしろとは言わないけど、表面上だけでも協力しては？　ゲーム攻こう略りやくにマイナスにしかならない」

　福原とカレンは視線を逸そらしたまま、しばし沈黙した。

「……なーんてね。カレンちゃんがいないと出口探しは無む理りだよね」

　福原は愛あい想そ笑わらいをした。

「そうだね。私も少し言いすぎたかな。ごめんね福原さん」

　カレンもエヘヘと笑った。

「福原さんとか言うなよ。呼びつけでいいよ」

「じゃあ私のことカレンって呼んでいいから」

「……カレン」

「……福原」

「カレンー」

「福原っ」

「……舞、どうだ？」

　福原は舞をちらっと見た。

「驚いたことに恋人同士に見えてしまったわ。その生産性のない会話とかが」

「……だってさ、カレン。可愛かわいいよ、その髪型とか」

「結けつ構こう髪は自じ慢まんなんだよね。髪かみ質しつがツルツルしているの」

「触さわっていい？」

　カレンがうなずいたので三つ編みを撫なでてみる。艶つややかな髪は触り心地も滑なめらかだった。

「髪を触らせた男の人なんていないんだよ」

「ちょうどいい長さの髪だよね。肩のちょっと下くらいが一番いいと思う。シルクのように滑らかでいい匂においがする。あとカレンの目は青みがかかって綺き麗れいだ」

「もうっ、髪を触りすぎだよお」

「ごめん、あまりにカレンが可愛かわいすぎて調子に乗っちゃったよ」

　福ふく原はらとカレンは距離を取った。

「……意い外がいに仲良くなった気がした」

　福原はゴホンと咳せき払ばらいをして言った。

「そうだね。演じてみるもんだね」

　カレンも複雑な表情をしている。

「本当にカレン、て呼んではいいの？」

「うん、本当」

「目と髪の感想も本当だからさ」

「……ありがとう。それは意外にうれしかった」

「…………」

　ふたりの間に微妙な空気が流れた。

「……ど、どうかな、舞まいちゃん」

「とてもうんざりです」

　舞は異常に冷さめた視線を向けていた。

　そんな中、画面の変化。福原はそれを確認してカレンを向いた。

「またマップに移動してほしい」

「わかった。指示どおりに動くね」

　カレンは素直にうなずき、フェイスガードをはめてから階段を下りていった。

　福原はカレンを見送り椅子に座った。

　画面の数値の変化。残りキング20とあったはずの数値が19に減っていた。キングのゲームオーバー。やはり、アクティブに動いているクイーンがいるのだ。

　画面のデータが不安定に揺れているように見えた。
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　さらに残りのキングの人数の減少。

「クイーンを差し向けてのつぶし合いが始まっているのかもしれないわね」

　舞まいがキングピースのモニュメントを触さわりながら言った。このモニュメントを破は壊かいされると、ゲームオーバーとなるのだ。

「つぶし合いじゃないと思う。あくまで強ごう引いんに動いているのは一つのペアだけだと思う」

「何故なぜ？　エリアが増えればメリットはあるわよ」

「先に動いたほうが有利だというゲームじゃないからだよ。例えば、アスターがこちらのエリアを侵しん害がいしてきたけど、交渉でなんとかなっただろ。あのキングが退ひいたのはエリアを奪い合うメリットはないと知っていたからだよ。だから、隣のエリアの俺おれの出で方かたを窺うかがってちょっかいを出しただけで本気じゃなかった。取って取り返しては資金が疲ひ弊へいするばかりか、他ほかのマークに隙すきを与えることになるだけだ。だから、これまでは誰だれも動かずバランスを保っていた。しかし、誰かが突発的に動きだした。その理由はわからないけど、この状況はあくまで一部分の暴走」

「なかなかの推すい測そくね。でも、その鋭するどさが、能力を邪じや魔まするときもあるから気をつけなさい。で、待機するだけ？」

「そんなつもりはない。あくまで俺は出口を探す。そのためには、いつかは動かなきゃいけなかった。そのためのデータ収集の好機チヤンスだ」

　いつかは必ず崩くずれるだろうバランスだったのだ。

　福ふく原はらは画面を慎しん重ちように見つめる。はっきりと見えるのは十五の部屋のカトレアマークとカレンキャラクター。エリアの外は暗くら闇やみ。花マークのアイコンは三種類。キングの残り人数は一八人。

　しかし、見えないデータこそが重要なのだ。知らなければいけない要素は沢たく山さんある。

　福原はカレンに指示を出し、エリアの境きよう界かいの部屋を移動させた。カレンを介かいして目もく視し範囲を広げ、不ふ穏おんな動きを監かん視しする。

「カレン、そのまま動いていて。大丈夫、まだ不穏な動きはない」

　カレンは画面越しに、にこりと笑った。

　じりじりと時間だけは過ぎていく。さらにキングの数が十七人に減った。

　福原は思った。このゲームは脱だつ落らく形式なのではないだろうか。全員がゴールから出られないようなシステムを取っている。必然的に争あらそいが起こる、と。

　福原は焦じれながらも待った。

　そして、ついにその時が来た。

「その部屋で止まって。もっと扉ドアに近づいて」

　カレンのいる部屋の隣で異い変へんを見つけた。隣の部屋にクイーンがいるのが確認できる。ブルーの服装はリリーのクイーン。しかし、もう一人クイーンがいた。ダークカラーのキャラクター。交流コマンドを実行しているのだ。

　予よ兆ちようはあった。突とつ如じよリリーアイコンの下に表示されていた部屋の数が減りだしたのだ。つまり、エリアに何者かが侵しん入にゆうしていたことになる。

「対話をしているようだな」

　ふたりのクイーンが向き合っている。

　異い変へんはいきなり起こった。ドット処理されたクイーンのキャラクターがいきなり揉もみ合あうように暴あばれ始めたのだ。

「ついに始まったか」

　福ふく原はらは息を吞のんで画面を凝ぎよう視しした。

　起こるべくして起こったコマンド。提示も説明もされていないコマンドだが、これが今後のゲームの最重要ファクターだ。

　それは戦闘。

　合理的でいて一番効こう率りつ的てきな行動だった。冷静に状況を把は握あくしていけばわかるのだ。パルスでの肉体的補正を得ているだろうクイーンのプレイヤー。得たアイテムの中には、治ち療りようツール、フェイスガードのような戦闘装備と見える物があった。

　クイーン同どう士しの戦闘は避さけられない要素だったのだ。

　画面のクイーンの戦いは、ゲームのような画面とはいえ、福原は激しさと痛みを強烈に感じた。クイーン同士が交こう差さし弾はじけ飛ぶ。

「カレン、隣の部屋で戦闘が始まっている。勝負はもうつく。動く準備をしておいて」

　戦闘の趨すう勢せいは明らかだった。リリーのクイーンの一方的な敗北展開。見づらい画面を通しても、それははっきりとわかった。

　画面上で血しぶきが飛んでいた。そんな中、ダークカラーのクイーンが悠ゆう然ぜんと立っている。

　突とつ如じよリリーのクイーンの姿が消えた。

「カレン、リリーが逃げた。たぶんエントランスに戻る気だ。まだ待機して」

　続いてダークカラーのクイーンも隣の部屋から消えた。やはりリリーを追っていったようだ。

「あの灰色っぽいのが原因かしら」

「わからない。だけど、調べるしかない」

「危険だわ」

「追うしかない。せめてマークだけでも確認したい」

「マーク確認は一瞬でも交流の必要がある。カレンさんがもしも……」

「わかってる」

　クイーンは単なる駒こまだけの存在ではないのだ。チェスならどのクイーンも同じ強さだった。しかし、そんな単純なボードゲームではない。所持しているクイーンの強さは、クイーン自身にしかわからない。

「交渉コマンド。リリーと」

　福原はコマンドを入力。

　──交渉受じゆ諾だく

　ウインドーが開きリリーのキングが表示された。

「そっちに向かってるぞ」

　福ふく原はらは言った。リリーのキングはインカムでクイーンに必死で指示を出し、こちらを向いた。

「手伝ってくれ。協力して敵クイーンを倒したい」

「わかった」

　福原はうなずいた。

「早く止めてくれ」

「もう無む理りだろう。それより、エントランスに呼び込んだほうがいい。エントランスだったら入れるクイーンに制限がないはず。リリーとカトレアのクイーンの二人で、相手を倒す」

「エントランスか？」

　リリーのキングが顔をしかめている。

「それしか方法はないだろ。相手のマークは？」

「デージー……」

　リリーのキングがはっと横を向いてから、一瞬だけ安あん堵どの表情を浮かべた。リリーのクイーンが戻ってきたようだ。しかし、直後にキングの表情が凍こおりついた。

「来たか？」

「早くクイーンをよこしてくれ！」

　リリーのキングは椅子から立ちあがり、ウインドーの外へ姿を消した。音声は微かすかなノイズだけとなった。

「カレン、リリーのエントランスで戦闘がある」

　福原は冷静にカレンに指示を出した。リリーのクイーンが逃げた方向は何となくわかっている。リリーとデージーのクイーンが接してから、リリーの部屋は四つ減っている。要するにデージーが四ブロック歩いてエントランスに侵しん入にゆうしたのだ。エントランスへの入り口は四マスの範囲にある。

「カレン、そこから三マス範囲内はすべてカトレアマークにする。急いで移動して埋めてくれ」

「もう無理よ。少しでも離れたほうがいいわよ」

「一瞬だけでも交流したい。マークを手に入れて、いつでも交渉できるようにしておく必要がある」

「リリーのように追われてエントランスまで来られる……あっ」

　舞まいが顔を歪ゆがめて画面を見た。

　ウインドー画面に映ったのは椅子に投げ出されるように倒れたリリーのキングの姿だった。キングは椅子に凭もたれながら血をゴボゴボと吐き出した。

　そして、のそりと画面に姿を現したのはダークカラーの服装の女性。椅子で痙けい攣れんするキングを乱暴に殴なぐり飛ばすと、テーブルに置かれた札束をわしづかみにしてこちらを見た。

「…………」

　福ふく原はらの心臓がどくんと波打った。冷たい表情のマスクに乱れた黒髪。頰ほおが返かえり血ちで汚れている。何よりもぞっとさせたのは眼光の鋭するどさだった。鮫サメのような感情が失われたかのような両眼でこちらを見み据すえている。彼女がデージーのクイーンだ。

　彼女はウインドーに背を向けると、背景に確認できたキングモニュメントを殴りつけた。

　──リリー強制終了

　ウインドーが閉じ、リリーのアイコンも消去された。

　リリーのゲームオーバーだ。

「エントランスから出てくるわよ」

「奴やつはどこへ行く？」

　資金補ほ給きゆうが必要であるはずだ。移動と交流で資金が強制的に削けずられているはずだからだ。しかし、資金の残高は確認できない。

　さらに福原は先ほどの戦いくさを目まの当あたりにして動揺していた。リリーのキングがまるで風船のように吹っ飛んだあのパワー。そして、直接戦うクイーンだけではなく、キング自身にも危険が及ぶという現実。

「福原、しっかりなさい」

　舞まいに睨にらまれ、福原は気を入れ直した。

「カレン、デージーのクイーンと接せつ触しよくする」

「福原見たでしょ。デージーは危険よ」

「今しかない。マークしておけば動きがわかる」

　部屋の数の上下などの情報が入にゆう手しゆできるのだ。鈴すずを付けるのなら早いに越したことはない。

「カレンその場所で待機。たぶんマークが潰つぶされたのを知って、確認しに来るはずだ。そうしたら、すぐに退たい却きやくする」

　触ふれるのはほんの一瞬でいいのだ。それに、同じマークで繫つながっている部屋の扉ドアは開いている。だからカレンはカトレアの部屋ならすぐに逃げることができるのだ。一方、デージーはパネルにカードを当て、閉まった扉を開く作業がある。そのタイムラグがあるのだ。

「逃げる方向はわかっちゃうわよ。リリーのようにエントランスまで来られたら……」

「そんなヘマはしない。どっちにしろデージーは全すべてのマークを削けずる気だ。他ほかのマークが多いときに動く」

　舞が声を上げた。先ほどカトレアのマークを付けておいた部屋が黒く塗ぬりつぶされていく。デージーがエントランスから出てきたのだ。

「カレン、正面から来る。部屋の逆ぎやくサイドで待機していて」

　画面のカレンは指示どおりに部屋の端に移動している。すでに出口の方向を向いていた。虫むし食くい穴あなはカレンのすぐ横だ。

　福ふく原はらはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「入った、逃げて」

　画面にデージーのクイーンが出現。画面にはデージーのアイコンが表示された。カレンはちらっと視線を向けてから部屋から出た。背後の扉ドアは閉まる。カレンの動きは落ちついている。

「そのまま真っ直ぐ移動」

「やっぱり追ってくるわよ」

　舞まいが指を差す。カレンの後ろに虫むし食くい穴あなが迫っている。

「大丈夫、そのまま直進。次を右に」

「ねえ、そのエリアは……」

「いいんだ」

　カレンはアスターのエリアに侵しん入にゆうしていた。

「そのまま真っ直ぐ。たぶん、すぐにアスターのクイーンが入ってくるはず。そうしたらできるだけ対話を長引かせて」

　アスターエリアを数マス進んだところで、やはりアスターのクイーンが出現した。部屋の中で向かい合う二人のクイーン。

「交渉、アスター」

　福原はすぐにコマンド入力。

　──交渉受じゆ諾だく

「そのクイーン、カトレア、のだな」

　アスターのキングはウインドーが開くと同時に言った。こちらを威い嚇かくするように睨にらみつけている。

「少し予定外のことが起こった。だから、悪わる気ぎがあってのことじゃない」

「だったら引き返すんだな」

「それもできない。しばらくその部屋にいさせてくれ」

　福原は画面を見つめた。カトレアマークがキャンセルされていき、ついに後ろの部屋まで迫っていた。デージーに追いつかれたのだ。

「協定の破は棄きか？　すぐに引き返さねえと……」

　アスターのキングの表情が変わった。画面に視線を向けている。

「な、予定外だろ」

　部屋に三人目のクイーンは入れないのだ。デージーはその部屋を迂う回かいして直進した。アスターエリアを進んでいるようだ。アスターの部屋の数が減少している。

「今までの変化はこのクイーンが原因だと思う。クイーンの撃げき破はができないとわかると、エントランスを狙ねらってくるぞ」

「てめえ……」

「協定を破は棄きする気はないんだ。でも、俺おれの指示じゃない。彼女が俺の気を惹ひきたくて勝かつ手てにやっているんだ。だから、一回ずつお互いのクイーンが勝手なことをしたということで、水に流そう」

　アスターのキングはインカムで指示を出している。クイーンを呼び戻そうとしているようだ。

「カレン、理由を話してやっていい。彼女に選ばせる」

　画面では二人のクイーンが会話をしている絵がある。

「早く戻ってこい！」

　ウインドーでアスターのキングが叫んでいる。

　画面でこちらに向かってカレンが親指を立てているのが見えた。

　──アスターＱ降こう伏ふく選択・カトレアに変へん更こう

　そんなテロップが流れる。

「何を……」

「残念だったな。クイーンは駒こまだけの存在じゃないってことだな。おまえの態度に、たぶん彼女は捨てるタイミングを窺うかがっていた」

　クイーンの降伏コマンド。アスターのクイーンは、カレンの説明と、せっぱ詰まったキングの命令を聞き、総合的に判断を下したのだ。

　キングとクイーンに上下関係はないのだ。それに気づかなかった人間の失敗。

　ウインドーのアスターのキングの表情が固まった。

　エントランスにデージーの侵しん入にゆうを許したのだ。




　　　　　　　＊




　災わざわいのデージーは、未いまだにマップを混こん沌とんとさせていた。

　マップを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、キングとクイーンを狩かっていく。デージーの強ごう引いんな戦略に周囲のマークは何も対策を取れていない。

「接せつ触しよくしておいたことは正解だった。部屋数の変動でデージーの行動だけはわかる」

　福ふく原はらは画面を監かん視しし続けていた。

「どうするつもり。このままではジリ貧ひんよ」

　舞まいが言った。

「なんとかするさ」

　福原は額の汗を拭ぬぐった。少々疲労していた。すでに開始から十時間以上ノンストップでゲームを続行しているのだ。

「あまり口を挟はさみたくはないけど、意見があるわ。一回ぶつけてみればいいと思う。例え間違いが起こったとしても、二人いるから大丈夫」

「……でもな」

「この場所ではクイーンは駒こまよ。余よ計けいな感情は持ち込まないことね。その甘あまさで失敗することになる」

　舞まいはクールな表情だった。その表情は部外者のそれだった。舞はリスクを受けずにこの場所にいるのだ。そんな傍ぼう観かん者しやの視線と意見。

「やるべきよ、福ふく原はら」

「静かに」

　福原は舞を制した。同時にエントランスに女性が入ってきた。

「おかえりアスター」

　福原の声にぺこりと頭を下げたのは元アスターのクイーンだった。ワインレッドのロングドレス姿で、ショートの髪を後ろで結んでいる。年齢は二十歳前後。詳しよう細さい未定。彼女は自分のデータを言いたくないようなので、福原はアスターとコードネームのように呼んでいた。

　アスターは現在カトレアマークのクイーンだ。福原は、カレンとアスターを使ってマップを監かん視ししていた。

　続けてカレンがエントランスに戻ってきた。

「どうなの？」

「デージーが動き出したから戻ってもらった」

　エントランスには二人のクイーンが並んで立っている。

「デージーは妙な動きをするね。何が目的？」

　カレンが言った。

「たぶん、他ほかのプレイヤーに恐怖を植え付けている。だから、強ごう引いんにマップを移動しているんだろ。まずはマップを支配するつもりだ」

「恐怖、ね。攻撃的戦せん略りやくね」

　カレンはくすっと笑った。

「ちょっと違う。行動パターンは、ゆっくりと他のエリアを移動しマークを付けていき、別のクイーンがマークを取り返したら追つい走そうする。見つけられればそのクイーンのエントランスまで行く。しばらく行動したら、資金の補ほ給きゆうに自分のエントランスに戻っていく。要するに、それほど攻撃的な戦略を取っていない」

「威い嚇かくしているってこと？」

「そう。当初の目的はエリアを増やすことだろうと思う。マップを埋うめつつ、他のマークも集めていけば全体の動きが把は握あくできる。同時に資金も増える。マップのどこかにあるだろう出口探しもできる」

　デージーの行動はすでに他のプレイヤーにも伝わっているだろう。直接見ていなくても、キング同どう士し、クイーン同士のネットワークを介かいして恐怖は伝でん染せんしているはずだ。

　だから周囲のキングが守備的布ふ陣じんを取っているのだ。ほとんどのキングはエントランス付近にクイーンを配置し、自分を守っている。下手へたにクイーンを動かして標ひよう的てきになることも避さけられるからだ。

　この段階での情報戦はデージーの一人勝ちだった。

　画面を確認する。現在デージーの部屋数は八十五。残りキング数十四人。

「部屋の総数は二百強ってところだね。階段とかを介して数階に分けて広がっている。ここがどこだかわからないけど、ビルのような建造物」

　福ふく原はらは画面を見つめた。現在のカトレアの部屋数は十。デージーを触しよく発はつしないようにしていたため、数を減らしている。

　気づいたことがある。部屋マークが増えていくに従い、画面の表示される部屋の大きさは相そう対たい的てきに小さくなっていったが、マークをキャンセルされ部屋が減っても大きさが回復することはなかった。エリアを拡大するたびに画面が見にくくなるだけで、見やすくすることはできないのだ。

「どうするの。まだ待機？　フォールドするばかりじゃ勝てないけど」

　カレンがこちらを見ている。

「そろそろ動こう。この混こん乱らんの中なら情報を得やすい」

「戦う？　私の力を試してみる？」

「まだ早い。もっと情報がいる。この乱れた状況は情報収集のチャンスだ」

「臆おく病びようなんだねえ」

　カレンが薄笑いを浮かべている。

「いいから出てくれ。少しだけ積極的に動く。でも、少しだけだ」

　二人のクイーンは福原の指示に従い、エントランスから出ていった。

「情報収集って？」

　舞まいが聞いた。

「他ほかのクイーンと少しでも接せつ触しよくしてマークを集めたい。そして、この状況で積極的に動いているマーク調べる。収入の面もある。クイーンを二人抱えているんだ。金がいる」

　分配する資金がいるのだ。しかし、その分マップ上の探たん索さくは容よう易いになった。単純に効こう率りつが二倍になったのだ。

「しかし、本当にマップのどこかに出口がある設定なのかな」

　誰だれかがすでに見つけている可能性はある。その出口の所在を隠かくしゲームを続行させている。出口の所しよ在ざいというカードを隠し持ちゲームを進めているのだ。しかし、画面を見た限り、プレイヤーたちは出口探しに未いまだに必死になっているような気がした。デージーでさえも出口の場所は見つけていないはずだ。

　本当に出口はあるだろうか。それとも、別の要素があるのか。

「基本的に、囚しゆう人じんゲームはルール説明において噓うそはつかないのよ」

「この画面が出口探しのキーとなるのは事実か」

　徐じよ々じよに増そう殖しよくするこの情報に出口の所しよ在ざいがある。

　福ふく原はらは思し考こうを巡らせながら、クイーンに指示を出す。できるだけカトレアのエントランスの場所がわからないように迂う回かいさせながらエリアを増やしていった。

　途中、他ほかのクイーンと接せつ触しよくしたが、対話でなんとかなった。デージーの行動に気づいているプレイヤーは無む駄だな交戦はしなかった。デージーの暴走により、他のプレイヤーの関係はある意味良好になった。

　福原はデージーを避さけながらマーク集めに尽力した。マークを集めつつ、キングとの交渉。デージー対策に連れん携けいを深めるよう協力の要よう請せい。関係の強化。

　徐じよ々じよにデージー対その他のプレイヤーという構こう図ずが作られていった。

　しかし、デージーサイドは、そのプレイヤーたちの連携を逆ぎやく手てに取り圧力をかけてきた。

　──交渉要請

「受じゆ諾たく」

　画面のスイートピーマークのアイコンが点てん滅めつしている。

　ウインドーが開き、福原ははっと目を見開いた。

　椅子に座っているのは血まみれの男。スイートピーのキングだった。顔を腫はらして裂さけた唇から血を垂れ流している。さらにウインドーに割り込んだ女性。

「デージーだ」

　音声はノイズばかりだった。

　デージーのクイーンがスイートピーのキングの胸ぐらをつかみながら話しかけている。何を言っているかは見当がついた。交渉コマンドを強制しているのだ。

　しばらくそんなやりとりが続いたのちに、デージーはいきなりキングを殴なぐりつけた。キングは椅子に座ったままのけぞる。血しぶきが舞い、ウインドーにも血けつ痕こんが付ふ着ちやくした。

　そんな暴行はしばらく続いた。

「交渉強制終了」

　福原はウインドーを閉じた。

「……福原」

　一部始終を見ていた舞まいの声は震ふるえていた。

「大丈夫、プレッシャーをかけてきただけだ」

　プレイヤーたちの連れん携けいを逆ぎやくに利用したのだ。

「エントランスに入られたら……」

「大丈夫だから。安っぽい脅おどしだよ、大丈夫」

　さらにこれからもデージーは同じような行動を取るだろう。今まで安全圏にいたキングをプレッシャーをかけ続ける。

　福ふく原はらは汗をかいていた。今まで日常で行っていたゲームは負けたところで、失われるのは金と少しばかりのプライドのみだった。しかし、このゲームはシビアに自分自身を脅おびやかしている。

　ふと思った。姉のこと。そして飛鳥あすかのこと。

　ずっとこのようなゲームの炎ほのおの中に身を投じていたというのか。姉は炎に焼き尽くされ、飛鳥は現在も炎の中で足搔あがいているはずだ。

　遠くに来たような気がした。あの学校生活はなんと足場の安定した幸せな日常だったのだろうか。精神を削そぎ取られ恐怖に怯おびえる必要のない空間。

「離り脱だつするか考えるべきね」

　舞まいが言った。

「続行だよ。この程度のブラフには屈くつしない」

「冷静な感想を言うわ。福原はこのゲームには向いていない。いいえ、囚しゆう人じんゲーム自体に向いていないと思う。確かに推すい測そく、情報管理の能力はあるけど、あくまで一般人の延長だもの。現実を見ることね。囚人ゲームで死ぬことだってあるのだから」

「ここで退ひくわけにはいかない」

　この程度で逃げているようでは、姉を取り戻すことなんてできないだろう。ずっと、姉もこのようなリスクの中ゲームを行っていたのだ。

　いったん逃げたら、全すべてに逃げ続けることになることも知っていた。過去の福原がそうだったように。もう逃げる選択はできなかった。

　福原は呼吸を整ととのえ考えをまとめた。

「俺おれは気づいたことがある。まず、クイーンの強さの違い」

「当然でしょ。ただの駒こまではないもの」

「あえて明確に強さの違いをつけている。デージーもそうだし、たぶん他ほかにもデージークラスのクイーンがいるはず」

「何故なぜわかるの」

「そうしないとゲームにならないからだ。画面の動きでもわかる。強さに自信を持っているクイーンが数人いるはず」

「なるほどね。そういった推測は働くのね。で、あなたのクイーンの強さはどうなの？」

「……わからない」

　デージーとカレンを対決させたらどうなるのかはわからなかった。

「そこがあなたの能力の限界なのよ。福原は確かに普通の人よりは鋭するどく頭の回転が速いかもしれない。でも、そういうのは逆にパルス能力を邪じや魔まする」

「それは関係ない。気づいたんだよ。どうも、キングは俺と同じような初心者ばかりだってね。もしかしたら、数人はランキング持ちのようなプレイヤーがいるかもしれない。でも、他ほかは横一線だよ。要するにキングもクイーンもベテランはほんの数人。他はすべて初心者プレイヤー」

「理由を聞いていいかしら」

「まずはゲームシステム。クイーンの強さが一番重要な要素。それを推すい測そくするというゲームでもある。当然強さが未知数のキャラクターでやるはず。囚しゆう人じんゲームのプレイヤーの世界は意い外がいに狭せまいと聞く。ある程度のベテランで固めると、その要素が失われる。他にも徒党パーテイを組まれてゲーム性が薄れる。同時にその要素はキングにも当てはまる。デージーのようなクイーンはかき回し役を兼ねているのかもしれない」

　気づいたのだ。これは出口探しが目的だが、内容はランキング付けゲームであると。駒こまの強さを判別しなければならない。そのために、この画面を活用するのだ。

「あの時からゲームは始まっていたんだ」

　パーティー会場でカレンを選んだときからだ。

「それよりも、どうするつもり？　いくら冷静に判断しても、デージーがゲームでの最強の駒と位置づけられている。ここまで来られたら……」

「ここまでは来ない。おそらく、デージーのエントランスとここは遠い場所にある。それだけはラッキーだった」

「隣のアスターのキングは陥かん落らくしたはずよ」

　後に確認に行ったのだが、ゲームオーバーのエントランスは閉とざされて中に入れなかった。

「それは序じよ盤ばんのことだ。あの時は、他のプレイヤーは相手を潰つぶそうという思し考こうはなかった。だから遠くまで攻め込めた。でも、現在のデージーは自分のエントランス付近で行動している。さっき暴あばれていたエントランスもたぶん近くだ」

　カウンターを警戒しているのだ。攻め込みすぎて、自分のエントランスが攻撃されたら終わりだからだ。

「現在デージーのクイーンは一人だから、うかつに攻め込めない」

　人数は花のマークのアイコンの下に表示される。部屋数と支配下のクイーンの数だけは目に見えてわかる数字の要素だった。

「他にもクイーンの降こう伏ふくや離り脱だつとかは、どのマークだろうと一瞬だけテロップで表示される。だから、交流できないマークでもクイーンの数は記憶している。でもカレンやアスターには内ない緒しよだぞ」

　そんな情報の入にゆう手しゆのためにも、福ふく原はらはずっと画面を見続けていたのだ。

「わかってるわ。大人数に流れるかもしれないものね」

「残りキングは十三人。対して残りのクイーンは十八人。キングがゲームオーバーとなってもクイーンは残るんだ。フリー状態で。で、資金の供給ができなくなるため、フリーのクイーンは必ず降伏する。だから、複数のクイーンを持っているマークはうちを含めいくつかある」

「攻め込むつもり？」

「それは無む理りだ。デージーのエントランスの周囲は全すべてマークをつけているはず。そこに下手へたに踏み込んだら、たぶんデージーのクイーンが走って戻ってくる。同エリアは扉ドアが開いて繫つながっているから移動がたやすい」

　マークはセンサーの役割もある。踏み込んだ瞬間にサイレンが鳴るようなものだ。

「じゃあどうするの？」

「また、情報収集」

「そう」

　舞まいはうんざりしたように壁かべ際ぎわに座り込んだ。福ふく原はらは再び画面に没ぼつ頭とうした。蠢うごめくデータの集合体。目がチカチカとした。肉体的にも精神的にも画面を拒きよ絶ぜつし始めたが、やるしかなかった。

　──時間経過。

　たまに交渉要よう請せいがきたが、ウインドーを開くとデージーのクイーンと殴なぐりつけられるキングの画面が映し出された。こうしてキングの数を減らしつつ、周囲のプレイヤーを威い嚇かくしているようだった。

　弱よわ気きになったキングの行動は、極端な守備態勢を取っているようだった。たぶん、エントランスにクイーンを戻して引きこもっている。嵐あらしが去るのを息を潜ひそめて待っている状態だ。

　それでもデージーに対抗するべくクイーンを動かしているキングもいた。当然だった。ここで退ひいたら情報戦に敗退することになる。キング自身いつでも撤てつ退たいできるという思し考こうがどこかにあるのかもしれない。同時にパルスの作用。恐怖を消し飛ばす欲望の炎ほのおが思考に影響を及ぼしているのだ。特異な状況の中パルスが燃え上がっている。

　福原もあえて二人のクイーンを動かしていた。情報収集と保険でもある。エントランスに攻め込まれそうになったら、相手のエントランス方向にクイーンを動かすためだ。

　そんな思考の中、デージー包ほう囲い網もうが完成した。

　デージーを囲んで数で牽けん制せいする。デージーが動くと、他ほかのクイーンがエントランス方向に攻める素そ振ぶりを見せて牽制した。そんな連れん携けいは交渉なしでも行われた。

　戦闘は行われていない。デージーと同じ部屋に重なっても、逃とう走そう経けい路ろさえ確保しておけば逃げることができるのだ。デージーにとって不利なのは、駒こまが一つだけだということだった。

　そんな情勢を見ながら福原はにやりと笑った。いくら強い駒を所持しようが、チェスは一つの駒だけでチェックメイトすることは不可能なのだ。

　包囲網を維い持じしたまま時間の経過。

　徐じよ々じよにデージーの動きも、エリアも減少傾向になっていった。押さえ込みの成功。このまま数で牽制していけば、デージーサイドの資金も削けずることができる。

　画面上はデージーを中心に情報が渦うず巻まいていた。台風のような情報の渦巻き。周囲はデータが混こん濁だくし激しく情報の風に翻ほん弄ろうされる。しかし、中心だけは風が凪ないでいるかのようだった。

　ふと思った。この包ほう囲い網もうはデージーにとって穏おだやかな状況なのではないか、と。

　福ふく原はらは激しい情報の風に翻ほん弄ろうされながらも、データを集めていった。クイーン同どう士しの交流でのマーク集め。マークとクイーンの容よう姿しの一致。キングの積極性、行動パターン。マップ情報、各マークのおおよそのエントランスの位置、エトセトラ……

　管理すべき情報が多すぎた。情報は頭をひっかき傷のようになって記憶された。

　デージー対連合チームの構こう図ずはそれからしばらく続いた。

　そして、最初にミスをしたのは連合チームサイドだった。

　油ゆ断だんからだった。包囲網にいきなり突っ込んだデージーの動きに対たい処しよできず、一瞬だけクイーンが重なったときだった。

　──マーガレットＱ降こう伏ふく選択・デージーに変へん更こう

　テロップが流れた。

　福原は啞あ然ぜんと上を向いた。プレッシャーに耐たえられなくなったクイーンが出たのだ。恐怖に負けて降伏を選択した。この行動はキングのミスでもある。

　クイーンを駒こまとして扱い続けた故ゆえのミスだ。人間としての心境の変化を全く感じ取ろうとしなかったのだ。

　しかし、それを責せめられるだろうか、と思った。

　福原には無む理りだった。ずっと画面のデータを拾い、記憶、分析し続けているのだ。福原の目には、デジタルの数字だけしか映らなくなっていた。目に見えない感情など、どう読み取ればいいのか。

　オーバーロード。

　福原はその意味を今思いだした。チェス用語だ。一つの駒に二つ以上の役割を与えること。このゲームのクイーンは駒であって人間の女性でもあった。

　画面では情報が淀よどみ始めた。混こん濁だくする流れ。変化の予よ兆ちよう。

　デージーサイドは駒が二つに増えたことで、変則的な動きをするようになった。マークすべきクイーンのパターンの倍増。また、二つのクイーンを利用し、逃げ道を消そうとする行動を取りだした。

　デージーとのニアミスの増加。

「正確なデータはわからないけど、形勢は不利なようね。二人だけで行うチェスとは違い、様々な乱数が混入している。全すべての情報をデジタル的に管理はできない」

　画面を見ていた舞まいが言った。

「どうするつもり？　離り脱だつ前提なら、勝負を仕し掛かけてみたら？」

　選択を迫られる場面だった。

「離脱するつもりはない。でも、勝負はする」

「ぶつけるの？」

「ほんの少しだけ賭かける。少しだけだ。キャラクターの強さはわからないけど、消極的なキャラクターは判断できた。それを利用して少しだけ勝負する」

　データはデージーを中心に乱れ始めている。この混乱を利用するのだ。

「相変わらず臆おく病びようなほど慎しん重ちようね」

「あまり話しかけないでくれ。画面から目を離せない」

　すでに画面のデータだけが福ふく原はらの現実だった。そこから視線を外すと、管理していた情報が全すべて失われるような気がした。

「カレン、少しだけ動く。今後のためにも、少しだけ強ごう引いんな行動を取りたい。いいかな」

　福原の言葉に、画面のカレンが右手を上げた。

「これからデージー以外のマークのクイーンに接せつ触しよくする。降こう伏ふくか、エントランスに下がらせるか選択させる。で、断ったら……強引にやってくれ」

　福原はそう伝えた。

「……カレン、右に二ブロック進む。そこにクイーンがいる」

　福原はカレンを移動させる。そこにはシクラメンのマークのクイーンがいる。先ほどから観察していたが、このクイーンの動きは消極的だった。たぶん、シクラメンのキングも彼女の強さに懐かい疑ぎ的てきなのだ。

　カレンが移動し、シクラメンと接触。

　ほんの数秒、会話をしているシーンが表示された。身振り手振りを交えた会話は徐じよ々じよに激しくなっていく。興奮している様子なのはシクラメンだった。カレンは腕を組んだまま身じろぎをしない。

　次の瞬間、いきなりカレンが動いた。シクラメンもそれに反応して激しく動く。画面のキャラクターが交こう錯さくした。すぐにシクラメンのクイーンが部屋から逃とう亡ぼう。

「追わなくていい」

　福原はほっと息を吐いた。

「あの程度のクイーンには勝てる、か」

「何をしてるの？」

「弱いキャラクターは下がらせる。でないと、デージーに余よ計けいな戦力を与えることになる」

「デージーのクイーンが増えていることをカレンさんに伝えなくていいの？」

「必要はない。余計な情報は与えられない。それがカレンのためでもあるんだ」

　駒こまに戦せん況きようの情報を与えることはマイナスにしかならない。

「カレン、よくやってくれた。怪け我がは？」

　カレンは首を振っている。

「次はアスター？」

　舞まいはもう一人のクイーンの名前を出した。

「アスターは動かさない。カレンとアスターの両方が負けたら、このカトレアマークの戦力の底が露ろ呈ていする。動かすのはカレンだけにする」

「アスターのほうを切きり札ふだに？」

「いや、たぶんカレンのほうが強いと思う。それくらいはわかるよ。アスターはプレイヤーとしても初心者だ。一方カレンは、初心者を装よそおっているような気がする」

「わかるの？　女心すらわからない福ふく原はらが」

「……あの時の感じに似ている。俺おれが麻雀マージヤンランキング四位だったときに、突とつ如じよランキングトップに躍おどり出たあの女。初心者の振りをして周囲を油ゆ断だんさせていた。まあ、俺はあの子の正しよう体たいを知っていたけど」

「ランキング一位のあの天才のことね。くだらない学校麻雀も役に立つわね」

「静かに……カレン、また移動する」

　福原は再びカレンに指示を出した。また、周囲にも同じような行動を取っているプレイヤーがいるようだった。

　マーク下に表示されている部屋の数が不安定に揺れ始めている。対デージーの包ほう囲い網もうが崩ほう壊かいし始めたのだ。

　画面上で、どんどんプレイヤーがエントランスへと退たい却きやくしていくのがわかった。また、降こう伏ふくするプレイヤーも出現する。まだ水面下の静かな動きだったが、少しずつマップのデータは振動し始めた。

　福原はアスターをエントランス付近まで下げ、カレンを軸じくに行動を取った。アスターは戦せん略りやく上の行動とはいえ降伏をしてカトレア傘さん下かになったのだ。再び立場が不利になったら降伏する可能性が高い。

　そんな理由もあり、アスターを攻撃的に動かすことは避さけていた。

　カレンは順調だった。小こ競ぜり合あい程度の交戦とはいえ、敗退することはなかった。この行動により、ある程度の戦闘能力のランキング付けができた。

　他にも部屋数の増減で、どのマークがぶつかっているかも予測でき、その結果どちらが優ゆう位いに立ったのかも判断できた。その情報も福原はしっかりと記憶した。

　そんな混乱の中、デージーサイドは再びエリアを拡大していった。

　デージー以外のプレイヤーで小競り合いを起こしているからだ。包囲網の弱体化。後こう退たいする戦線。

「データを集めるのはいいけど、せっかくの協調戦線が下がってるわよ」

　カレンもじりじりと下がり、カトレアマークの部屋が黒く埋うめられていく。

「もともとあの包囲網には欠けつ陥かんがあった。デージーサイドの思おも惑わくどおり」

　情報収集プラス、プレッシャーに負けたクイーンの取り込み。すでにデージー傘下のクイーンは三人になっている。これ以上デージーの駒こまを増やすことは絶対に避けねばならない。

「しかし、これでプレイヤーが淘とう汰たされる。最終的に残った包ほう囲い網もうのプレイヤーが、使えるクイーンを持っていると」

「でも、数において不利があるでしょ。実質マップで最強という位置づけのデージーに対して、数で対抗するという戦せん略りやくだったはず」

「数のゲームじゃないということにも気づいたんだよ。それだったら、多人数に少数が取り込まれてゲームはすぐに崩ほう壊かいする。だからこそ、クイーンにはある程度のプレイヤーを混ぜているはず。要するにこのゲームでのエース級」

「この混乱でエース級を抽ちゆう出しゆつするということ？」

「そうだよ。このゲームの四強」

「四強？　どういうこと？　そこまでわかるの」

「単純なことだよ。ほら、画面の部屋数」

　福ふく原はらは画面から視線を外さずに指を差した。

「なるほど。確かにね」

　じりじりと後こう退たいしながらもエントランスまで引き返さずに包囲網を保っているのは、福原のカトレアを含め三つのマークになっていた。

「たぶん、この四マークがクイーンの四強だよ」







デージー　　部屋数86　クイーン３

カトレア　　部屋数32　クイーン２

ローズ　　　部屋数37　クイーン１

ガーベラ　　部屋数45　クイーン２










　複数のクイーンを持っているマークもあるが、エース級が降こう伏ふくするはずはないと考える。要するに、このゲームには四人のスーパークイーンがいる。

　ただし、カレンの強さにはまだ福原自身懐かい疑ぎ的てきだった。あくまで勝てそうなクイーンに、消極的な戦闘をしかけただけなのだ。スーパークイーンは三人だけの可能性もある。

　しかし、ここからはカレンに賭かけるしかない。エース級にはエース級でマッチアップするしかないのだ。でないと、戦闘どころではなく、相手の戦力を増やすだけになる。

　この時点で、マップ上の混乱は収しゆう束そくした。デージー包囲網は三つのマークで再び形成されることになった。

　協調するカトレア、ローズ、ガーベラ。

　デージーが妙な動きをすると、それぞれが牽けん制せいするという作業が復ふつ旧きゆうした。

　情報を整理する。

　残りのキング数は十二人。ゲーム開始から十四時間が経過している。

　この四つのマーク以外はほぼエントランスに引きこもっている。この時点で情報戦では四強に絞しばられたのだ。エントランスにいるキングは外の状況がつかめていない。自己を守るために情報を捨ててしまったのだ。

　ただし、福ふく原はらにとってさらに疲ひ弊へいする事態も起きていた。画面のマップ表示の縮しゆく小しよう化か。ただでさえ疲労している中、小さくなるマップ。並へい行こうして行うデージーの牽けん制せいのため、気が抜けない状況が続く。

　膠こう着ちやく状態はしばらく続いた。

　どのマークもデージーとの直接対決は避さけていた。この段階での交戦はシビアすぎた。対決して敗走する姿は、他ほかの三つのマークに知られてしまうのだ。今後、ゲームの主導権を握られてしまう。

　この包ほう囲い網もうは限定的なものなのだ。ローズもガーベラも仲間ではない。逆ぎやくに、少しでも情報を与えたくはなかった。それほどに、ローズとガーベラの動きは緻ち密みつだった。情報管理に長たけているキングがいるのだ。

　だから福原は、交渉コマンドは行っていなかった。この疲労している自分の姿を見せるわけにはいかない。クイーンを通じてポーカーフェイスを演じるしかなかった。

　さらなる時間の経過。

　徐じよ々じよに包囲網サイドの連れん携けいが乱れ始めた。

　デージーの行動。囮おとりのクイーンを使い、エースを軸じくに攻撃を展開している。それでも、他のエース級を警戒してか、攻撃はそれほど積極的ではなかった。

　連携の乱れた原因は、カトレア、ローズ、ガーベラがお互いを牽制し始めたことだった。

　デージーの強さ、また他のエース級の強さ。できれば自分の駒こまを使用せずに知りたかった。福原はそう考えていたが、ローズとガーベラも同じようだった。

　徐々にそんな思し考こうが行動に滲にじみだしてきた。ほんの少しずつお互いを邪じや魔まするような行動が見え始める。逃げ道を消すような行動を取り、デージーと対決させようと。

　包囲網サイドが対立しているわけではなかった。

　ただ、自己を守るために、他を犠ぎ牲せいにするという思考故ゆえの足並みの乱れなのだ。悪意はなかった。それでも乱れはさらに大きくなる。

　精神の削けずり合あいだった。お互い牽制しつつも、デージーは封ふうじなければならない。キングの集中力とクイーンの精神力が試される時間帯だった。

「汗、かいてる」

　舞まいが福原の額をハンカチで拭ふこうとした。

「やめてくれ。その匂においが……邪魔する」

　福ふく原はらは頭をくらくらとさせながら声を絞しぼりだした。無む機き質しつなデータには、無機質な自分が必要だった。莫ばく大だいな情報処理に追われ、香水の匂においなどを処理するために回す余よ分ぶんなメモリーなどなかった。

　さらに、マップは少しずつバランスを崩くずし始めた。

　福原は唇を嚙かみしめながら理性を保った。ミスをしたわけではなかった。ただ何もできなかったのだ。

　他ほかの三つのマークは、お互いに牽けん制せいし合いながらもクイーンの数を増やしていた。周囲のエリアに攻め込み、クイーンを降こう伏ふくさせていった。

　しかし、福原だけは現状維い持じ。エリアを維持するのに精せい一いつ杯ぱいで、それ以上の行動はとれなかった。

　三つのマークは増やしたクイーンをエントランス付近に配置し守備を固めているようだ。前線で動かしているのはあくまでエース級。

　そして、デージーは徐じよ々じよにカトレアサイドにエリアを広げ始めた。

　そんな行動に対し、ローズとガーベラは牽制する素そ振ぶりを見せない。デージーとの今後の対決のための生いけ贄にえにされたのだ。

　デージーはカトレアマークを塗ぬりつぶしていく。







デージー　　部屋数98　クイーン４

カトレア　　部屋数21　クイーン２

ローズ　　　部屋数38　クイーン２

ガーベラ　　部屋数46　クイーン４










　福原のエントランスに攻め込むデージー。

　パワーバランスが崩れだしたのだ。それを止める方法はひとつ。カレンとの直接対決だ。しかし、リスクがあまりにも大きかった。

　福原は頭を振って意識を保った。ずきずきと頭が痛んでいる。視し界かいがチカチカとする。

「どうするの？　攻め込まれているようね。もうデータの量は福原のキャパを超こえている。このままではジリ貧ひんよ」

　限界だった。デジタル的な情報量には際さい限げんがない。思った。このような情報管理には最初から無む理りがあるのだと。この世界のデータもそうだ。海の波や潮しお騒さい。砂さ漠ばくの砂さ紋もんパターン。蟻アリの群れの変化。大気の流動。風にそよぐ髪の座標。庭に咲く雛ひな菊ぎく、冷蔵庫の食材、神社の大樹の葉の数。データは無限にある。そんなデータをハードディスクで管理などできるわけがない。宇宙の法則はもっと別のところにあるはずだ。この宇宙の森しん羅ら万ばん象しようは……

「福ふく原はら、しっかりなさい」

　舞まいの声に我に返った。

「現実を見なさい。もう無理だわ。離り脱だつも現実的な選択の一つよ」

「だめだ」

　福原は首を振った。ここで逃げたら、今後すべてにおいて逃げることになる。そうなったら、自分の求めるものが手に入る日は永遠に来ないだろう。

「交渉する。もともとゲームの目的はゴール探しなんだ」

「やめたほうがいいわ。ゴールが見つからないからこうなっているんじゃない。そんなことを言いだしたら、弱みを見せるようなもの」

「交渉選択、デージー」

　福原はコマンドを入力した。

　──交渉受じゆ諾だく

　ウインドーが開き、デージーのキングが表示された。それを見て福原は愕がく然ぜんとした。

「……来くる栖す」

　ウインドー越しに見えたのは来栖だった。うつろな視線だったが、こちらを見てにやっと笑った。デージーのキングは来栖だったのだ。

「やはり、カトレアはおまえだったか」

　擦こすれるような声で言った。あのバベルで接したときのような自信に満ちた口調とは違った。感情を薄めたかのような、それでも鋭えい利りさを感じる声。

「やはりゲームに参加していたのか。なあ、協力しよう。一いつ緒しよに出口を探そう。今回のゲームは協調できる」

　福原は穏おだやかな口調で言った。

「協調はできない。俺おれとおまえの目的は違うからだ」

「……目的？」

「おまえのせいでこうなった」

　来栖の目がぎらりと光ったような気がした。

「やっぱり囚しゆう人じん落おちしたのか。だからゲームに？」

「…………」

「ゲームに参加をしているのは、それが関係あるのか？」

　来栖は答えずにこちらを睨にらみつけている。

「ゲームに成功すれば戻れる？　だったらなおさら……」

「福原」

　舞が画面を指さしている。

　福ふく原はらはどきりとした。カトレアマークのエリアに新たな虫むし食くい穴あなが発生した。こちらのエントランスに向かってくる。他ほかのクイーンを囮おとりに、デージーのエースを迂う回かいさせエントランスに攻め込ませたのだ。

「クイーンで防ぐのよ。カレンさんで」

「間に合わない。前線にいる」

「アスターは？」

「アスターは駄だ目めだ」

　あのクイーンを当てると、戦闘も始まらずに降こう伏ふくするだろう。

　選択の余よ地ちはなかった。

「カレン、急いで戻ってこい。デージーをエントランスまで呼び込む。……対決する」

「離り脱だつするべきだわ。見たでしょ。エントランスまで来られたら、たぶん……」

　舞まいが顔を歪ゆがめている。デージーに暴行を受けた映像を思いだしているのだ。

「舞はもう出ていってくれ」

　虫むし食くい穴あながエントランスに近づいてくる。

　福原はアスターを前線に進ませ、カレンが維い持じしていたエリアのフォローをさせた。

「一いつ緒しよに出るのよ」

「駄目だ。モニュメントを破は壊かいされてゲームオーバーだ」

「自分の体のほうが大切でしょ」

「俺おれだけ降りるわけにはいかない」

　たぶん、姉もこのようなプレッシャーの中、ゲームに身を投じていたのだ。

「福原、いいかげんに……あ」

　福原の腕を引っ張っていた舞の表情が硬こう直ちよくした。

「終わりだな」

　ウインドーの来くる栖すは冷たい表情をしていた。

　階段を上がり姿を見せたのはデージーのクイーンだった。灰色のチャイナドレスのような衣い装しようを着ている。

　冷気を感じた。露ろ出しゆつしている腕や足は筋肉質だった。赤いフェイスガード下に見える氷のような瞳ひとみをエントランスにさまよわせ、福原と舞を確認した。獲え物ものとしてロックオンされたのだ。

「この子は違う。エージェントだ」

　福原は椅子から立ち上がり、舞を下がらせた。デージーと対たい峙じし背筋がぞくりとした。物を見るような視線。福原の足は震ふるえていた。

　デージーがゆったりと福原に近づく。

「こっち側につけ。あの囚しゆう人じん落おちしたキングじゃゲームに勝てないぞ」

　デージーは無表情に首を振った。

「金なら払う」

　福ふく原はらはテーブル上の札束を示した。

「……金には興味がない」

　金属的な声質だった。

「何に興味がある？」

　デージーは指で自分の首を切る仕し草ぐさをした。唇をつり上げていたが、笑っているようには見えなかった。

「出口がどこにあるか知ってるのか。俺おれなら探せる」

「興味ない」

「モニュメントはそっちだぞ」

「まずはおまえだ」

　デージーがこちらに寄ってくる。

「……おまえ、プリズナーだろ。囚しゆう人じん落おちしている。このゲームのかき回し役だ。バランスを崩くずすために囚人同どう士しのペアをゲームに投入した」

　福原はとにかく話を続けた。少しでも時間を引ひき延のばしたかった。

「何故なぜ囚人落ちした？　そんなパルス能力を持ちながら」

「おまえには関係ないことだ」

「……戦闘の快楽を制せい御ぎよできなかったのよね」

　デージーが振り向いた。エントランスの出入り口には、スカートの裾すそを持ち階段を上ってきたカレンが立っていた。

「やっぱりあなただったのね。久しぶりじゃない。プリズナーに落ちたの心配していたのよ」

　カレンがくすっと笑いながらエントランスに入ってくる。

「やはりおまえか」

　デージーが福原から視線を外して、カレンと向き合っている。

　カレンはデージーを横目にエントランスを歩き、モニュメントの前に立った。

「お守りしますわ、ご主人さま」

　カレンがこちらを向いて、いたずらっぽくウインクをした。

　福原は安あん堵どした。カレンが福原の前で降こう伏ふくする可能性もあったのだ。しかし、本当の問題はここからだった。

「心配？」

　カレンが言った。

「……もとから心配していないさ。そのくらいのことはわかる。もう猫ねこをかぶる必要はない」

「ありがとう。でも、ちょっとがっかりだった。あなたは臆おく病びようすぎる。自分の能力に自信がないのね。これ以上ミスをしていたら、捨てるつもりだったのよ」

　カレンは一瞬だけ冷たい視線を向けてからデージーと対たい峙じした。

　ごくりと唾つばを飲み込んだ。この戦いの結果で、福ふく原はらの運命が決まってしまう。カレンが敗退すれば、自分自身も惨みじめに血ち反吐へどを吐かされゲームオーバーとなるだろう。気づくと口がパリパリに渇かわいていた。

　カレンは三つ編みのお下げを指で弄もてあそびながら、デージーと向き合っている。カレンのカラフルなパーティードレスがこの場の雰ふん囲い気きに全くそぐわない。

「惨めよね、あなた。虫けらのようにゲームの駒こまに使われてさ」

　カレンがデージーを上うわ目め遣づかいに見つめた。

「…………」

「囚しゆう人じんに落ちぶれて、檻おりの底で這はいずり回っている虫けら。協会に協力すれば囚人から抜けだせるって言われてるんでしょうけど、そうはさせない。だってあなたは虫けらが似に合あうもの」

「殺してやる。離り脱だつなどさせない」

　デージーがぎろりとカレンを睨にらみつけた。

「殺しはしないわ。惨めに囚人に戻してあげたいもの」

　カレンはにこりと笑った。

　戦いはいきなり始まった。デージーが突進した。まずはカレンをつかみにかかる。

　カレンは体をくるっと回転させ突進をかわす。ふわっと舞うスカートの裾すそ。同時に足を払い、バランスを崩くずしたデージーは床ゆかに転ころがり反対側の壁に激げき突とつした。

「まあ、闘とう牛ぎゆうみたい。相変わらずの一直線ね」

　カレンが首をすくめた。

　立ち上がったデージーは、今度は体を揺すりながら慎しん重ちようにカレンに近づく。カレンも半身の体勢で構え打撃で迎げい撃げきする。

　ビシビシと激しい音が鳴る。デージーの動きに合わせてカレンが的てき確かくにパンチを当てていた。ガードをしているデージーだが、被ひ弾だんは免まぬかれず血しぶきが舞った。

　それでもデージーは強ごう引いんにパンチを放つ。轟ごう音おんを立てて[image: ]こぶしがカレンの顔面をかすめた。

　カランと床にフェイスガードが落ちた。フェイスガードを吹っ飛ばされて、デージーの素顔が露ろ出しゆつしている。口から血が垂れ落ちている。カレンのカウンターが入ったのだ。

「その程度？　弱くなったんじゃないの」

「おまえこそ、その程度か」

　デージーが切れた唇の血を舐なめた。

　福原はキングピースのモニュメントの前で驚いていた。これほどカレンが強いとは思わなかった。やはり猫ねこをかぶっていたのだ。ただし不安材料もある。

　こうしているうちにもカレンの資金は減っている。あとどれほどカレンの持ち金が残っていただろうか。あまり戦闘を長引かせるのはまずかった。この戦闘中の補ほ給きゆうは不可能だ。

　デージーはガードを下げると、無防備にカレンに向かっていく。デージーの瞳どう孔こうが開きだした。空気の震しん動どうを感じた。空間が歪ゆがんだような感覚。

　パルス解放をしていた。デージーの露ろ出しゆつしている筋肉が盛り上がっていくのがわかった。

　そんなデージーに対し、カレンはリズムを取るように体を小こ刻きざみに動かしながらストレートのパンチを数発打った。

　霧きりのように舞ったのはデージーの血だった。パンチが顔面に直撃し鈍にぶい音を立てる。しかし、デージーの突進は止まらない。

　カレンがバックステップを踏んだが、強ごう引いんな足払いを受けて床ゆかに転ころがった。そんなカレンに、デージーが追つい撃げきの蹴けりをはなつ。

　カレンはくるりと後転してその蹴りをかわす。ざっくりとカレンのドレスのスカートが裂さけていた。

「とろい」

　デージーが追撃する。

　カレンはデージーに背を向けると壁に向かって走った。そのまま壁の側面を走り、デージーの追撃をかわす。さらに、壁を蹴った勢いを利用しデージーの顔面に跳とび蹴げりを当てた。

　しかしデージーは蹴りを受けつつも強引に[image: ]こぶしを振り回す。

　カレンは空中で、逆ぎやくの足でデージーの肩を蹴り後方宙返りをしてパンチをかわす。ふわりとまくれるスカートを押さえながらカレンは着地した。

「…………」

　カレンが頰ほおを触さわっている。パンチがかすめたのか、少しだけ切れていた。

　さらにデージーは強引なパンチを打ち続ける。空気を切り裂くような音がした。

　カレンはその攻撃を避さけながら的てき確かくにカウンターを当てている。そんな中、カレンが顔をしかめた。どすんと背中に壁が当たった。デージーの強引な攻撃に壁かべ際ぎわに追い詰められたのだ。

　デージーは壁際のカレンに体重を乗せた肘ひじを打ち込んだ。カレンはしゃがんで肘をかわすと、がら空きになった足下を蹴けった。

「うっ」

　カレンは床を転がっていた。デージーの足を払うことができず、逆に蹴り返されたのだ。

「パワー不足だな」

　デージーは悠ゆう然ぜんと立っている。

「相変わらず、頑がん丈じようさと馬ば鹿か力ぢからだけはあるわよねえ」

　カレンは立ちあがり首をすくめてみせた。

　福ふく原はらはキングピースを守りつつも硬こう直ちよくしていた。デージーの言うとおり、パワーの差が如によ実じつに戦闘に影響している。パルスでの能力補正要素が絡からむとはいえ、所しよ詮せん戦いは筋力なのだ。デージーに対して、カレンはやはりか弱い。

　福ふく原はらの思し考こうをよそに、戦闘はさらに激化する。

　アクティブな攻撃のデージーに対して、カレンはカウンター主体だった。

　じりじりと下がるカレン。強ごう引いんに攻撃を繰り出すデージー。焦じれたカレンは、無防備なデージーの腕を取りにいった。

　しかし、デージーは腕を取られたまま強引にカレンを振り回す。カレンは壁まで吹っ飛ばされ、激しく体を衝しよう突とつさせた。

「きゃっ」

　近くにいた舞まいが悲鳴を上げた。

「伏せてて、舞」

　福原はキングピースの脇わきで叫んだ。

　壁かべ際ぎわのカレンに、さらにデージーが突っ込んだ。どうにか迎げい撃げき態勢を取ったカレンは、デージーと交こう差さするように壁際から脱出した。

「あなたの戦い方、相変わらず美しくないわね」

　カレンが胸を触さわりながらデージーを向いた。胸が裂さけ血が流れ出ている。すれ違いざまに攻撃を受けたのだ。

「その程度の傷じゃあすまさない」

　瞳どう孔こうを開いたデージーが威い嚇かくする。

　福原は唇を嚙かんだ。カレンが追い詰められている。打つ手がなかった。

「どうぞ来なさい」

　それでも、カレンは薄笑いを浮かべ、スカートの裾すそをひらひらと揺らしてみせた。

　デージーはカレンの挑ちよう発はつに乗らずゆっくりとカレンに近づく。

　距離を詰められ先に攻撃したのはカレンだった。小こ刻きざみなジャブをデージーに当ててからのストレート。デージーはそれを肩口でガードすると、体を回転させ足あし下もとに回まわし蹴げりを放つ。

　蹴りを受けたカレンはコマのように回転し吹っ飛ばされる。床ゆかに手をつき体勢を立て直したカレンめがけて、デージーは渾こん身しんのストレートを打ちこんだ。

　カレンはその一撃をガードしたものの、またも壁際まで吹っ飛ばされた。

　壁際でよろめくカレンにデージーがタックルをした。

「ああっ」

　激しい震しん動どう音おん。デージーのタックルを受けて、カレンは壁際でゲホッと血を吐いた。それでもカレンは、そのポジションからの脱出を試みる。

「戦闘向きじゃない髪型だな」

　逃げようとしたカレンの三つ編みをデージーがつかんでいる。

「やめろっ」

　福原はカレンに駆け寄りつつも、一瞬目を逸そらしてしまった。デージーがカレンの髪をつかんだまま近距離から顔面に打撃を打ち込んだのだ。鈍にぶい音が聞こえた。

　しかし、再びカレンを見てはっとする。膝ひざをついていたのはデージーだった。デージーは自分の右手を抱えるように悶もん絶ぜつしている。

「髪型は関係ねえだろ」

　カレンが回まわし蹴げりを放ち、デージーを床ゆかに這はいつくばらせた。

　床に倒れるデージーの右腕が折れていた。

「この程度よ」

　カレンが言った。カレンの開いた瞳どう孔こうが閉とじていった。一瞬だけ爆発的に能力解放があったようだ。

「所しよ詮せんプリズナーね。協会に何を言われてゲームに参加しているのかわからないけど、もうあなたは終わっているの。また、底に戻ることね」

　カレンが体を震ふるわせるデージーを無む理りやり立たせた。

「福ふく原はら、画面で」

　カレンが画面を指さした。福原はカレンの意い図とがわかったが、少々とまどった。

「やりなさい」

　カレンに言われ、福原は仕方なく画面に向かった。ウインドーがまだ開いており、来くる栖すがじっとこちらを見つめていた。

「残念だったな。囚しゆう人じん同どう士しのペアでゲーム参加をしてたんだな」

　福原はコマンド操そう作さをしながら話しかけた。

「ゲームとはいえ悪かったな」

「……まだ終わっていない」

　来栖のウインドーが閉じた。

　福原はコマンド操作をして、持っているマークの全すべてに交渉を実行した。ほとんどのマークが交渉を受じゆ諾だく。画面に沢たく山さんのウインドーが開く。

　ウインドーが開いたのを確認して、カレンが痙けい攣れんするデージーを画面の前へと乱暴に移動させた。

　カレンは画面の前で、血まみれのデージーの胸ぐらをつかんでにこりと笑ってみせた。

「こういうことだ」

　福原はインカムに向かって言った。

「マップを混乱させていた災わざわいのクイーンは、俺おれたちカトレアが排はい除じよした。そこで提案がある。今後は協調するべきだ。ゲームを元通りの出口探しへと軌き道どう修正するべきだと提案する」

　福原はマイク越しに演説をした。混こん沌とんとした世界を安定させるチャンスだ。やり方はよくないかもしれないが、最大の武力を持った存在しか正論を吐くことはできないのだ。この現実の世界と同じく。

「助け合おう。協力して出口を探すべきだ」

　ウインドーのキングたちは福ふく原はらの言葉を受け入れたかのように見える。争あらそう要素はもう存在しない。お互い協定を張り出口を見つける作業が一番重要なのは確かつ固こたる事実なのだ。

　ウインドーが閉じていく。福原の提てい言げんを受け入れたようだ。

　そんなやりとりを横目に、カレンはデージーを乱暴に床ゆかに放り投げた。デージーの荒い呼吸と低いうめき声が聞こえた。そんな光景に舞まいは目を背そむけている。

「格かつ好こうのアピールになったわね」

　カレンが微笑ほほえんでいる。

　カレン評価の高こう騰とう。この時点での最強の称しよう号ごうを手にしたのだ。そんなカレンの表情。

「離り脱だつ選択しなさいよ」

　カレンは床に倒れるデージーを足で転ころがした。

「何をしてるの」

　舞が口を挟はさんだ。

「服だけもらっておこうと思ってね。このひらひらドレスじゃ、今後戦いにくいじゃない」

　カレンはペットボトルの水でうがいをして手を洗った。髪にも水をかけて、丁てい寧ねいにタオルで拭ぬぐう。その後、デージーからグレイカラーのチャイナ風ドレスを脱ぬがし始めた。

　カレンはオレンジ色のドレスをすとんと脱ぎ捨て、胸の傷に向けて止し血けつスプレーを吹きかけている。

　ふわっとしたドレスを着ていたため気づかなかったが、カレンの体はとてもしなやかで無む駄だがないスレンダーなラインをしていた。波間を泳ぐイルカのようなフォルムを連れん想そうさせる。

「綺き麗れいでしょ、私の体」

　カレンは福原の視線に気分を害がいした様子もなく、服を着替えるとこちらに寄ってきた。

「カレンにはオレンジ色のドレスのほうが似に合あってた」

「ありがとう。でも動きにくいから」

「もう、戦う必要はない」

「そうなの？　とりあえず、あなたの戦せん略りやくを見守ってあげる。これからどうするのか。私はやるべきことをやった」

「シンプルだよ。災わざわいの種たねは取り除かれた。あとはゴール探しのみ」

　福原は再び画面の情報に没ぼつ頭とうした。バトルで視線を外したため、画面の情報が異常に複雑に目に映った。

「がんばってね。期待してるんだから」

　カレンが背後から両手を回して甘あまい声を出した。だらんと垂れた三つ編みが福原の頰ほおをくすぐった。

「でも、期待を裏切ったら……わかってるよね」

　カレンが福ふく原はらの耳に息を吹きかけた。










　　　　　　　＊




　マップの安定。世界に生まれた秩ちつ序じよとルール。

　福原とカレンが作った安定は、確かにこの世界に広がった。福原は、他ほかのマークのキングとも交渉を繰り返し、情報交換の他ほかに信頼関係を築いていった。

　しかし出口探しに進展はなし。そんな中、データの海の底では妙な動きもあった。

　焦じれるこの空間の中、福原は疲労していた。それは全すべてのプレイヤーに共通することだったが、クイーンよりもキングの疲ひ弊へいが激しいように感じた。

　それは立場の逆ぎやく転てんが理由だった。

　いままで駒こまとして扱っていたクイーンの存在価値の高こう騰とう。運命を握られているのは、キングサイドだと気づいたのだ。

　クイーンはキングを守る駒であり、同時に守る駒はクイーンしかないという事実。他に代用できる武力は存在しない。

　それは先ほどの混乱の中、明確になった事実。イニシアチブを握っているのはクイーンなのだ。キングはクイーンを選べないが、クイーンはキングを選べるのだから。

　交渉で接するキングの表情は憔しよう悴すいしきっていた。配給などで得た現金のほとんどはクイーンに渡しているようだった。そうしてクイーンを自分のマークに繫つないでおく。心の通っていない恋人を金銭で縛しばるようなそんな関係。

　ゲーム続行はキングの意思とは別にクイーンが握っていた。

　出口探しのプレッシャーをかけられ、利益は奪われ、キングはクイーンの駒と成り代わった。

　それでもキング自ら離り脱だつすることはなかった。いつでも離脱できるというゲーム性。また、パルスによる欲求の増加。それらが、ぎりぎりの位置でゲームを維い持じさせていた。

「前も言ったけど、囚しゆう人じんゲームのルールは真実よ。だから、出口は必ずあるはず。全すべてのプレイヤーを排はい除じよしたら出口が出てくる、なんてことはないと思う」

　舞まいが言った。すでにゲーム開始から二十時間になろうとしている。舞は仮か眠みんを取ってはいるものの、表情に疲労の色が見えた。

「何か……重要なものを見落としているのかも。画面にヒントがあるのは確かなんだ」

　この画面がゴールの手がかりとマップの動きを知る命いのち綱づなだった。デージーがかき回していたときよりも、データの流れは穏おだやかになったとはいえ、莫ばく大だいな情報量が流れていることには変わりはない。そんな画面と向き合っていると、バターのように精神がナイフでごっそりと削そぎ取られていくように感じた。

　また、精神を疲労させる要素は他にもあった。

「出口はわかったの？」

　エントランスに入ってきたのはカレンだった。

「まだだよ。それより、もうエリアはいいじゃないか。あまり、マップに出ていると周囲を触しよく発はつすることになる」

「勘かん違ちがいしているのね。ゲームの目的は、いかに多くのお金を出口から持ち出すか、よ。配給の関連からもエリア維い持じは当然のこと」

　カレンはくすりと笑った。カレンはもう一人のクイーンのアスターとマップに出てエリアを維持している。その行動は自らの意思だった。同時に福ふく原はらの意思ではない行動だった。

「その行動は囚しゆう人じんゲームサイドの思おも惑わくどおりだ。金を餌えさに争あらそわせる。でも、ゴールは争った先にはない。別の方向にあるはず」

「見つかってないのでしょ」

「必ず見つける。だから……」

「例えそうだとしても、何も心配する必要はないのよ。だって、このゲームで私より強くて美しいクイーンはいないもの」

　カレンが福原をどかして、椅子に腰を下ろした。福原は立って画面を見つめた。

「強くても、クイーンひとりじゃゲームクリアーは無む理りだろ」

「そうね。でも……あなたじゃなくてもいいのよね」

　カレンはお下げを指で弾はじきながら福原に視線を向けている。

「カレン、俺おれは自分のやるべきことはやるつもりだ」

　福原は画面から視線を外して言った。画面の情報は安定傾向にある。しかし、現実の空間のデータは揺らいでいた。不安定に波打ち空間をさまよう感情という物質。

「結果が出るのを待ってあげる。ずっと忍にん耐たい強く待ってたしね。私、けっこう優やさしいから。でも、私だけがんばって不公平、よね」

「金の問題ならもう一度議論してもいい」

　テーブルに積んである札束。これがカレンと福原を繫つなぐ紐ひものようなものだった。金を出し惜おしむのも、全すべて差し出すのも避さけねばならない。出し惜しみすればカレンの心は離れていき、全て差し出せばその時点でカレンとの繫がりも失われる。

「お金はいらない。態度で示してほしいかな。可愛かわいらしくお願いしてくれたら許してあげる」

　カレンはにやっと笑い、椅子に座ったまま足を持ち上げた。

「足を舐なめなさい」

「……は？」

「カレン様と呼びなさい。そして足を舐めるのよ」

　カレンはニヤニヤと笑い、つま先をくいくいと動かしている。

「福原、そんなことする必要ないわよ」

　状況を見ていた舞まいがむっとした表情で口を挟はさんだ。

「…………」

　福ふく原はらはカレンの前に膝ひざをつくと、カレンの右足をそっと手で支えた。

「素直ね」

「福原、馬ば鹿かなことはやめなさい」

　福原はカレンの足を伸ばし、ふくらはぎの裏側をそっと撫なでた。止し血けつ機能付きの戦闘用ストッキングを穿はいており、指先にさらさらとした感かん触しよくがあった。

「あはは、くすぐったい」

「この綺き麗れいな足を守るためにも、俺おれは最大限の努力をするつもりだよ」

　福原はカレンの膝ひざにキスをした。

「……キザなのね」

　複雑な表情をしていたカレンはすっくと立ちあがった。

「もう少しだけ待ってあげる。その間に、能力を使ってなんとかするのよ」

　カレンは指先で福原の唇にタッチしてから、再びエントランスの外に出ていった。

　福原はそんなカレンの後ろ姿を見送りながらため息をついた。

「あなたって、雰ふん囲い気きをなんとなくうやむやにするのだけは上手うまいわよね。学校の担任教師といい雰囲気になったときもそうだったし、そういう煮にえ切きらなくて軽くて男らしくないところも長所になるのね」

　舞が呆あきれたような視線を向けている。

「カレンは最初からゲームがこうなることを予想していたんだろう。だから、最初は猫ねこをかぶってこちらの出で方かたを窺うかがっていた」

「その時、高圧的な態度を取っていたら復ふく讐しゆうされていたでしょうね。最低限の良好な関係を作っておいたから、彼女も様子を見ている。キングを変えるのも、ある程度のリスクがあるでしょうしね」

　福原は再び画面の情報管理を続けた。

　時間経過と共に画面のデータは揺らぎ始めた。データの海が波立ち始めている。さざ波が徐じよ々じよに大きくなっていく。

　変化だった。災わざわいが取り除かれたはずの世界は歪いびつに形を変えようとしていた。

「動いてる」

「……ん？」

　部屋に散らばった紙し幣へいを拾い集めていた舞がこちらを向いた。相変わらず一時間毎ごとの配給は部屋に降ってくるのだ。

「数字が変化している」

　見えないデータの振動は収まっていたが、代わりに画面に表示されている数値が動き始めた。部屋数、そしてクイーンの数。

　部屋数の変化でわかるクイーンの移動。降こう伏ふくをするクイーンの出現。

「何故なぜだ、戦いは収おさまったはずなのに」

　そんな数値の変化はさらに続いた。クイーンの数を増やすマーク。また、福ふく原はらのカトレアマークもクイーンの数が増え始めた。

「何をしてる、カレン……返答なしか」

　すでカレンは福原の指示を聞いてはいなかった。

　福原はクイーンの数をゼロにしたキングとの交渉をした。

　ウインドーに映ったのは顔を腫はらして血だらけになったキングの映像。彼はこちらに助けを求めていた。

　クイーンに裏切られたようだった。今までクイーンを駒こまとして高こう圧あつ的てきに扱っていた復ふく讐しゆうをされたのだ。金を要求され、なくなると他ほかのキングへと乗り換えられた。それと同時に、肉体的にも復讐をされたという惨みじめな惨さん状じよう。

　キングピースのモニュメントは破は壊かいされてはいなかった。しかし、エレベーターからの離り脱だつは無む理りのようだ。外出コマンドの百万を持っていないのだ。

　そのキングは、クイーンたちのストレス解消の道具と成り下がっていた。

　福原は愕がく然ぜんと目を閉じた。

　キングのゲーム参加は自由意思だと考えていた。離脱はいつでもできると。しかし、それは大きな間違いだったのだ。

　さらに、クイーンの降伏などの行動は続いている。

　集団の再編成。

　クイーンが集団に引き込まれていく。自己の安全を買おうと、力のある集団に自らの意思で入っていったのだ。

　クイーンの所有する情報が大きくなってきた証しよう拠こだ。世界にネットワークが広がることによって起こった物質の集中。現実の世界も情報ネットワークによって、金が一極に集中しだしたように。

　クイーンの片寄りは、四つのマークに集中した。







デージー　　部屋数35　クイーン４

カトレア　　部屋数65　クイーン３

ローズ　　　部屋数44　クイーン３

ガーベラ　　部屋数52　クイーン６










　戦闘は行われていないはずだが、クイーンだけは激しく動いている。

　離り脱だつしているクイーン数人を差し引いたとして、ほとんどのクイーンがこの四つのマークに編成されたはずだ。

　どのクイーンも自己の安全を優先した。ゲーム攻こう略りやくのために、力のある集団の中に入ろうと。

　そんな拡大が顕けん著ちよなのはガーベラマークだった。すでにクイーンは六人と、この世界の最大勢力。部屋数もいつの間にかナンバーワンに躍おどり出ていた。

　ただし、この数値の変化はあくまでも数字の範はん疇ちゆう。小こ競ぜり合あいなども起きてはいない。クイーンの判断と選択のみでの変化だった。この世界の変化には、キングである福ふく原はらの意思は入っていなかった。

　また、デージーもクイーンを増やしている。エースを失ってもクイーンの数で盛り返してきたのだ。来くる栖すはまだゲーム攻略を諦あきらめてはいないようだった。

　そんな動きの中、世界はぎりぎりの位置でバランスを取っていた。安定はまだ保たれている。そんな間にゴールへの道を見つけたかった。そう焦じれながら、福原は画面のデータに集中をした。

「ただいま」

　エントランスに戻ってきたカレンが、テーブルの上に札束を置いた。

「他ほかのキングのところから持ってきてあげたのよ。資金はあるに越したことはないからね」

「……血がついてる」

　福原はテーブルの紙し幣へいをちらりと見た。

「だって、そいつお金を隠かくしてたのよ。だから、痛めつけただけ」

「ゲームオーバーになったのか。それにしては、残りキング数が減っていない」

「キングピースを壊こわしてくれって泣いていた。そんなんでも利用価値はあるからねえ。他のキングへのプレッシャーに利用できるし。あのデージー戦せん略りやくよ」

　カレンがくすくすと笑っている。

「やめてやれ。離脱させてやれ」

「何いってるのよ。私は協力しているのよ。あなたが頼りないから、がんばってるんじゃない」

　カレンは福原の肩に腕を乗せ寄りかかりながら言った。

「それに、お金を渡しておけば、彼女たちも離脱しないから」

　カトレアマーク所属のもう二人のクイーンのことだ。相当の資金を彼女たちのカードに振り込んでいる。争あらそいのない現在はほとんど減ることはない。増ぞう殖しよくする金に比例し、ゲーム続行の意思も増殖しているはずだ。

　ゲーム参加が自由意思であるという前提は極度に薄まっていた。泥どろ沼ぬまに足がずぶずぶと沈んでいき、気づくと身動きがとれなくなっている。

「ゲーム攻略には、もっとスマートな戦略が必要だと思う」

　きっぱりと言う福ふく原はらに、カレンが鋭するどい視線を向けた。

「あなたのそういうところ嫌いじゃあない。この段階で、ほとんどのキングは私たちクイーンに媚こびを売り始めているらしいからね。でも、もう少し私に優やさしくしてほしい、かな」

　カレンは、画面を見つめ続ける福原の首筋をそっと指で撫なでた。

「やめなさい。くだらないプレッシャーはゲーム進行にマイナスだわ。まだ、残り時間は半分以上ある。焦あせる必要はないはず」

　壁かべ際ぎわに座っている舞まいが口を挟はさんだ。

「妬やいちゃった？　彼が好きなの？」

　カレンは福原の首に手を回した。

「どっちでもないわ。でも、あなたは好きではない」

「はっきり言うのね。私はあなたのこと嫌いじゃないけどね」

　カレンは首をすくめてからエントランスの出入り口へと向かった。

「私は彼のためにやっているのよ」

　そう言い、カレンは再びマップに戻っていった。







　さらに時間経過。そして、異い変へんが起こりだした。

　部屋数を増やしだしたマークがいた。それは、クイーン六人を擁ようするガーベラだった。

「部屋が九十まで増えているわよ」

　舞が言った。

　最近は画面に表示される数字は舞が監かん視ししている。目に見えるデータは、逆ぎやくに見にくくなっていたのだ。ずっと、海の底のデータをあさっていた弊へい害がいだ。

「何故なぜ動きだしたのかしら」

　ガーベラの行動により、他ほかのマークのエリアが減少している。摩ま擦さつだった。争あらそいの火ひ種だねがぶすぶすとくすぶり始めたのだ。

「金だろうな」

「お金が欲しいだけで？　でも、ガーベラのキングは今まで冷静な戦せん略りやくだったのに」

「クイーンが六人いる。クイーンを増やすのはわかるんだ。クイーンは武力だからだ。使わないにしても抑よく止し力りよくとしての存在価値がある」

　クイーンの数はキングにとって、相手を威い嚇かくするべき武力なのだ。

　この閉へい鎖さされた世界での存在価値。戦うという意思表示ではない。相手に戦いを選択させないための抑止力。

「クイーンの数を維い持じするためには金が必要なんだ。たぶん、六人もいるクイーンからじわっと金を要求されている」

　ゲームクリアーした後に持ち出せる資金を増やしておきたい。そのためには、配給の金も増加させねばならない。

　だから、エリア拡大に乗りだしたのだ。いや、乗りださざるを得なかった。

　再び、画面上の情報は揺らぎ始めた。不安定に波打っているデータ。カトレアのクイーンも、他ほかのクイーンと険けん悪あくな雰ふん囲い気きで対たい峙じしているシーンなどが画面でかいま見える。

「まずいんじゃないの。そういうのって勢いがついたら止められない。エリアもそうだし、クイーンだって」

　舞まいの言うように、エリア拡大と共に、クイーンも傾なだれを打つようにガーベラマークになびくかもしれない。最大勢力の傘さん下かになろうと。

「ここはまだ大丈夫だろうけどな。カレンの戦闘アピールが効きいているはず」

「カレンさん次し第だいってことよね」

「そう簡単に離り反はんしないさ。簡単に降こう伏ふくしたりするのは自分にとっても不利だってわかっているはずだ」

「甘あまいわよ。彼女はあっけなく福ふく原はらを捨てるわ」

　舞は冷さめた目で画面を見つめていた。

　時間経過と共に、画面のデータは加速度的に変化を始めていった。

　さらに拡大するガーベラのエリア。

　部屋数の上下で、各所で小こ競ぜり合あいが起こっているのがわかった。ただし、カレンがいるカトレアマークへのエリア侵しん攻こうは慎しん重ちようだった。数値の上下はガーベラ、ローズ、デージーの三つのマークの間で起こっていた。

　蠢うごめく情報の中、福原は各マークの印象をつかんでいった。




　カトレア　福原のマーク。カレンのデージー討とう伐ばつのアピールにより、最強のエースクイーンを持つマークとして他に牽けん制せいされている。

　デージー　来くる栖すのマーク。エースクイーンの敗北により、武力の弱体化。しかし、クイーンは四人を抱えており、数でマークを維い持じしている。また、序じよ盤ばん勢力を拡大していたので、豊ほう富ふな資金があるはずだ。

　ガーベラ　クイーンの数、エリアの数、共に最大勢力。同時にエースクイーンを持っている。エースクイーンの動きはマップ上でわかりやすかった。無む理りな対決はせずに、エリアは拡大する。キングとの連れん携けいも良好。要するに、金銭的な繫つながりで関係を築いているのだろう。

　ローズ　このマークの動きはよくわからなかった。最低限のクイーンの数で様子を窺うかがっているような。エースクイーンもいるのだが、こちらもよくわからない。画面でちらりと捉とらえたことがある。何か妙に引っかかるクイーンの容よう姿しだった。
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　今回の混乱の中心はガーベラだった。

　抑よく止し力りよくの存在の武力だったが、それを抱える故ゆえに領地を拡大せざるを得なくなっている。キングの意思とは別に、ガーベラはひとつの生命のように増ぞう殖しよくを始めた。

　ガーベラは、デージーやローズのエリアを徐じよ々じよに食っていった。クイーン同どう士しの交戦もあるようだが、どこまで本格的だかはここからではわからない。

　ガーベラのエース級は、ローズのエースとマップ上で睨にらみ合っているようだった。

　再び無む機き質しつなデータの情報収集が始まった。

　福ふく原はらは、カレン以外の所属の二人のクイーンを動かしマップを監かん視しした。クイーンの強さのランク付け、キングの戦せん略りやく、エースの動き、資金の流動、カレンの感情変化など。

　マップの縮しゆく小しようは強烈に福原を憔しよう悴すいさせた。

　部屋の数の総数は二百強だろうと予想できる。思えば最初は四つの部屋だけしか表示されず、画面の約四分の一で部屋が表示された。しかし、判別エリアの拡大と共に二百分の一に縮小されていくということだ。

　部屋の一つ一つは、ただのドット模も様ようとしか判別できなかった。徐々に嫌けん悪お感かんが生まれてきた。まるで蠢うごめく虫のように気味が悪かった。それでも監かん視ししないわけにはいかなかった。

　さらに、画面の動きは激しさを増す。

　画面上でカレンが福原の指示を無視して歩き回っているのがわかった。自分の強さをアピールするかのごとく、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにマップを歩いている。彼女は他ほかのマークを挑ちよう発はつするかのようにエリアを侵しん害がいしていた。

　当然のように、カレンのそんな行動は他のマークのキングを触しよく発はつすることになった。今まで無事だったカトレアエリアも、ついに侵しん入にゆうされることとなった。

　それでも福原はカレンのフォローだけはした。ローズとガーベラのエース級だけには当たらないようにカレンを誘ゆう導どうする。相手側も避さけているのか、エース級同どう士しの戦闘は行われなかった。

　マップのデータは激しく混こん濁だくした。残る三つのエース級クイーンがマップを縦じゆう横おう無む尽じんに歩き回り、他ほかのエリアを侵しん略りやくする。奪われたエリアは、他のクイーンでフォローする。また、エース級を所持していないデージーはエントランスをクイーンで固めつつ、エリアを奪っていた。

　カレンが動き回り、新しいエリアを獲かく得とくするたびにマップはどんどん縮しゆく小しようしていった。目がチカチカとし、頭が激しく軋きしみを上げて痛んだ。

　エリアを奪っては取り返されの、資金だけを疲ひ弊へいさせる時間帯が続いた。

　そんな中、突とつ如じよ動いたのはローズだった。

　資金もクイーンも少ないローズは極端な守備体系を取っていたのだが、いきなりこちらのエントランスに攻め込んできた。

　虫むし食くい穴あながエントランスに向かってくる。ローズのエースだ。

「何故なぜ、いきなり動いた？」

　ローズの戦せん略りやくは慎しん重ちようだったはずだ。

「……ローズが動いてるでしょ」

　エントランスに入ってきたのはカレンだった。

「何かあったのか？」

「誘さそいに乗ったってことね。ローズのキングはずっと私との対決を避さけさせていたみたいだけど」

　カレンは画面を見ながらつぶやいている。

「ここに誘い込んだのか？　危険だぞ」

　できればエース級との直接対決は避けたかった。どちらが強いかは実際にはわからない。アピールの結果、便べん宜ぎ上じようカレンが最強だというだけなのだ。

「誰だれに向かって言っているのよ。私に勝てるプレイヤーがいるわけないじゃない。まあ、あの子だとしたら片手でも勝てる」

　カレンは福ふく原はらをどかして、椅子にどすんと腰を下ろした。

　福原は椅子から立ち上がりよろめいた。強烈に疲労していた。意識が朦もう朧ろうとしている。こんな状況でローズのエースクイーンとの対決を見守らねばならないのだ。

「知り合いなのか？」

「たぶんね。クイーン同どう士しの情報交換である程度の予想はついた。他のクイーンを使ってちょっと誘ってみたんだけど、乗ってきたところを見ると、やはり……」

　階段を駆け上がる音が聞こえた。福原は頭を振り意識を覚かく醒せいさせクイーンの来らい襲しゆうに備える。画面上で確認したローズのエースの絵は可愛かわいらしく見えたが、実際はどうかわからない。

　エントランスの出入り口に人影が出現した。

「……あ」

　福ふく原はらと、そのローズのクイーンが視線を合わせて硬こう直ちよくした。

「飛鳥あすか！」

　叫んだのは舞まいだった。

　姿を現したのは白黒のツートンカラーのワンピースドレスを着ている立たち花ばな飛鳥だった。チカチカと乱れる視し界かいの中、飛鳥の姿はまぶしく目に映うつった。

「……立花」

　福原は啞あ然ぜんと飛鳥を見つめた。そういえば、飛鳥をパーティー会場で見た気がした。ここに来ていてもおかしくはなかった。いや、当然予想するべきことだった。

「あなたも、参加してたのね」

　飛鳥は困ったように視線を逸そらした。

「よかったじゃない。これで争あらそわなくてすむわ。協力できるじゃない。これはラッキーなケースよ」

　舞が弾はずんだ声で言った。

「ほら……福原も話しかけなさいよ」

　駆け寄ってきた舞が福原の脇わき腹ばらを肘ひじで突いた。

「何を話せばいいんだよ」

　福原は頭を振った。もう情報管理以外に回す思し考こうメモリーは残っていなかった。飛鳥とどうコミュニケーションを取ればいいのかわからなかった。

「馬ば鹿か、シンプルなことよ。協力しようって。服とか褒ほめたりして機き嫌げんを取りなさい」

　舞が福原を睨にらみながら耳打ちした。

「そのドレスは綺き麗れいだよ。チョコレートの包装紙みたいで可愛かわいいと思う」

「……悪かったわね」

「と、いうことで、協力しよう。外に出る……どうしたその顔は？」

　飛鳥の表情がいきなり変わった。目をつり上げ福原の背後を見つめている。

「知り合いなの？」

　椅子に座っていたカレンが、福原の陰かげから顔を覗のぞかせた。

「やっぱり、あなただったのね」

　飛鳥が低い声を出し、カレンを睨んでいる。

「そうよ、久しぶり。こんな低レベルのゲームに参加するなんて、どうしたのよ」

　カレンがすっと立ち上がった。

「…………」

　飛鳥は足に巻き付くスカートの裾すそを気にしながら、すでに戦闘態勢を取っている。

「やだ、怖い。ねえ、どうにかしてよ福原君。知り合いでしょ」

　カレンは福ふく原はらの背中でおどけたような声を出した。

「どきなさい」

　飛鳥あすかが福原に言った。

「ちょっと待ってよ飛鳥。協力するべきよ。わかるでしょ。私たち──福原はちょっと困っているの。だから……」

　舞まいの言葉に飛鳥が一瞬だけ困ったように瞬まばたきをした。

「ねえまだ怒ってるの？　あなたとはいろいろあったけど、昔のことじゃない」

　カレンが福原の背中に抱きつきながら言った。

　そんなカレンの態度に、飛鳥は目をつり上げている。

「なあ、立たち花ばな」

「うるさい」

　助け船を出そうとした福原を、飛鳥が一いつ蹴しゆうした。

「そこをどきなさい」

「ちょっと飛鳥。ほら福原、説せつ得とくするのよ。頭を下げれば飛鳥だってわかってくれる」

　舞が慌あわてたように言う。

「なあ、まずは話し合おうぜ」

　福原は仕方なく言った。

「さっさと離り脱だつしなさい」

　飛鳥はとりつく島しまもない。

「離脱はできない」

「あなたは囚しゆう人じんゲームに向いていない。痛い目に遭あいたくなかったら、言うことを聞くのね」

　福原は飛鳥の言葉にむっと顔をしかめた。

「落ちつきなさい。ここは下した手てに出るのよ。ほら、あの性格の軽さを出すべき場面だわ。へらへら笑ってこの嫌な雰ふん囲い気きをうやむやにしなさい。あなたの特技でしょ」

　舞が耳打ちをした。

「ねえ、私どうすればいいの？」

　カレンが福原にじゃれつきながら、ちらちらと飛鳥に視線を向けている。

「邪じや魔まだわ。どかないとあなたも痛めつける」

　飛鳥がカレンの挑ちよう発はつに乗って前に出た。

「立花、降こう伏ふくしろ」

　福原はそんな飛鳥を制した。

「おとなしく降伏しろ。今なら許してやる」

「なに言ってるの。パルス能力も使いこなせないのに」

　飛鳥は冷さめた視線を向けた。

　そんな表情にイライラとした。疲労も手伝って怒いかりが沸わき上がった。

「痛い目見ないうちに降こう伏ふくしろって言ってるんだ馬ば鹿か。絶対に後こう悔かいするぞ」

「うるさい馬鹿」

「おまえのほうが馬鹿だろうが」

「そっちよ」

　睨にらみ合うふたりの横では、舞まいが言葉を失い頭を振っている。

「なんて嫌な奴やつなんだ」

　福ふく原はらはこの状況での飛鳥あすかの態度に啞あ然ぜんとしていた。

「そろそろ私の出で番ばんかしら」

　カレンが福原の胸を押して、飛鳥と対たい峙じした。すでに飛鳥はカレンしか見ていなかった。突き刺すような視線を向けている。

　飛鳥が[image: ]こぶしを握り戦闘態勢を取っている。敵意剝むきだしの飛鳥の表情に福原は後ずさった。

　カレンはそんな飛鳥を前に、手首をくるくると回し薄笑いを浮かべている。対たい照しよう的てきな両者の表情だった。

「来なさいよ、こうしている間にも、あなたの持ち金が減っているのよ。ローズはあまり金持ちじゃあないでしょ」

「…………」

　飛鳥がリズムを取るように小こ刻きざみに体を動かし始めた。本当にカレンと戦う気なのだ。

「立たち花ばな」

　福原はもう一度飛鳥に声をかけた。

「……なに？」

　飛鳥が面めん倒どうそうにこちらを見た。靄もやのかかった思し考こうの中、アナログな言葉という要素を使うことに疲労していた。もう、どう説せつ得とくすればいいのか判断できなかった。

「……最後にチャンスをやる。降こう伏ふくしろ。おまえなんかぼこぼこにされるんだからな。このカレン様に勝てるわけないだろ」

　福原の説得に、飛鳥はそっぽを向いた。

「この馬鹿」

　横に立っている舞が吐き捨てた。

「下がってなさい」

　カレンが福原と舞に言った。もう止められそうになかった。福原は仕し方かたなく舞と引き下がる。

　飛鳥はステップを踏むように体を揺らしている。キュキュッと床ゆかに靴くつ底ぞこが擦こすれる音が聞こえた。次の瞬間、飛鳥はカレンの懐ふところに飛び込んでいた。

　飛鳥が小刻みなパンチを数発放つ。カレンはその打撃をガード。動きを止めたカレンに、飛鳥がストレートを打ち込んだ。

　轟ごう音おんを立てて飛鳥あすかのストレートが空くう転てんした。

「あっ」

　カレンに足を払われ、飛鳥が腰から倒れ込んだ。

「空から回まわりね」

　カレンは追つい撃げきする仕し草ぐさをみせずに笑っている。

「打撃につきあってあげる。立ちなさい、パンツ見えてるわよ」

　飛鳥はスカートの裾すそを直しながら立ちあがった。

　飛鳥はステップを踏むと、今度は正面から飛び込み回転の速い連打をカレンに浴びせる。カレンも打撃で迎げい撃げきし、激しい打撃音が鳴り響いた。

　飛鳥の頰ほおが切れ赤い飛沫しぶきが舞った。それでも飛鳥は打撃の回転を上げていく。パンチのこぼれ弾だまを被ひ弾だんしたカレンのお下げがバシッと弾はじけた。

　飛鳥の猛攻にカレンが少しだけバランスを崩くずす。そこに飛鳥が渾こん身しんのストレートを放った。

　カランとフェイスガードが床ゆかに転ころがった。

　同時に飛鳥がよろめいた。意識を保つように頭を振っている。床に雨のしずくのように血が垂れ落ちた。

「打撃屋は不ふ便べんね。何発も打ち込まないといけないんだから」

　カレンが床のフェイスガードを拾いながら言った。

　飛鳥のストレートはカレンのフェイスガードをかすっただけで、逆ぎやくにカウンターの一撃を頭にくらったのだ。バランスを崩したように見えたのは罠わなだったようだ。

　福ふく原はらはそんな光景を見つめながら息を吞のんでいた。学校で一いつ緒しよに勉強をしていた同級生が見せる非日常の姿。血の恐怖よりも、異い様ような感覚に支配されていた。

　カレンがフェイスガードをはめようとしていると、飛鳥がいきなり距離を詰めてきた。

　カレンは飛鳥の右ストレートを腕でしっかりとガードし、くるりと飛鳥の横に回り込む。

　飛鳥は追撃のフックを放ったが空転してバランスを崩した。カレンはそんな飛鳥の胸ぐらをつかむと、強ごう引いんに壁かべ際ぎわに投げ飛ばした。

「きゃっ」

　舞まいが悲鳴を上げた。

　鈍にぶい音をたてて飛鳥が頭から壁に激げき突とつした。さらにカレンはよろめく飛鳥の体を蹴り上げる。飛鳥は再び壁に衝しよう突とつしてから無む造ぞう作さに崩れ落ちた。

「結けつ構こうダーティーな戦い方をするのよね、この子」

　カレンは首をすくめながら、しっかりとフェイスガードをはめた。

「大丈夫か」

　福原は倒れる飛鳥に駆け寄った。腹を押さえてうめく飛鳥は、唇を切って真っ赤に口を濡ぬらしていた。

「どいて」

　飛鳥あすかは乱暴に福ふく原はらを突き飛ばして立ちあがる。

「相手のクイーンを心配しないで」

　カレンがちらっと福原に視線を投げつつ、飛鳥との距離を詰めた。壁かべ際ぎわに立つ飛鳥に強ごう引いんに打撃を打ち込む。

　数発被ひ弾だんした飛鳥だが、フェイントを交えて壁際から脱出すると、そのままダッシュした。

　飛鳥が走ったのは、部屋の中央のキングピースだった。

　しかし、モニュメントに打撃を打ち込む前に、飛鳥は床ゆかにもんどりを打った。

「危ない危ない」

　カレンが飛鳥にタックルをして吹っ飛ばしたのだ。さらに、バランスを崩くずしたままの飛鳥を強烈に蹴り飛ばす。飛鳥はクラッシュしたレーシングカーのように床ゆかを転ころがった。

「飛鳥、もうやめて」

　舞まいが飛鳥に駆け寄っていた。

　飛鳥はよろめきながら立ちあがると、カレンを威い嚇かくするように視線を向けてから、エントランスの階段を走り降りていった。

「……なんとか守ったわね」

　カレンが血のついた手を拭ふきながら平然と言った。

「飛鳥が参加しているって、舞は知っていたのか？」

　福原は床にへたり込む舞に手を差し出した。

「知らないわよ。福原の馬ば鹿か」

　舞は福原の手を乱暴に振り払った。

「私はゲームのルールどおりにやっただけよ」

　カレンが言った。

「ひどいわ。あそこまでする必要はなかった」

「舞、仕し方かたなかった」

「仕方ないわけないでしょ。よく平気な顔してられるわね」

「ここに遊びに来たわけじゃない。立たち花ばなは説せつ得とくに応じなかった」

　福原は興奮する舞を説得しようと冷静に言った。

「見み損そこなったわ」

　舞は福原を睨にらみつけると、エントランスの壁際で膝ひざを抱えて座り込んだ。

　舞は顔を伏せたまま、福原が話しかけても反応しなくなった。

　仕方なく福原は再び椅子に腰を下ろした。体が妙に重い。

「これで、完全にゲームのイニシアチブを握ったわね」

　カレンは不ふ敵てきに笑っている。

「ガーベラのエースクイーンは？」

「彼女とは一瞬だけニアミスをした。相手がすぐ逃げたけどね。知っている顔だった。結けつ構こう有名人よ、残ざん虐ぎやくな性格でね。ある意味あのデージーよりも残ざん忍にん。だから、彼女を知っているプレイヤーは、できる限り関かかわらないことを選択するでしょうね」

　福ふく原はらはどきりとした。攻撃的な性格はこのゲームでは要注意だ。

「で、どうなんだ？」

「断だん然ぜん私のほうが格上ね。だから安心なさい。ローズは飛鳥あすかだったしね」

「立たち花ばなのことを知っている？」

「それはこっちのセリフ」

「同じエージェントなんだよ」

「私の方はねえ、彼女とはいろいろあってね。勝かつ手てに恨うらまれてるのよ」

「なんかやったのか？」

「私は大したことしてないのよ。あの子が恨んでいるのは、私の派は閥ばつのボスじゃないかしら。敵意剝むきだしにして困っちゃう」

　カレンはおどけたように言った。

「派閥って？」

　異常に疲労している精神状態を紛まぎらわせるために、福原はカレンとの会話を続けた。

「そんなことも知らないの。ランキングって知ってる？」

　カレンは軽い口調で話し始めた。ランキングとは囚しゆう人じんゲームのプレイヤーの評価額を基準にしたものだ。

　カレンの説明をまとめるとこうだった。




・プリズナー（囚人）

　ゲーム失敗などでマイナスが膨ふくらみ、ゲーム続行が不可となる。ゲームのチップ役をやらされたり、ゲームに使用されたりと、物と成り下がる。




・ノーマルランク（ランクなし）

　評価額が一千万下のプレイヤー。どのプレイヤーも最初はこのランクから始まる。

　通常の日常生活は送れる。

　エージェントの人間がつくようになり、ゲーム参加に関して相談できる。ゲームの紹介がエージェントからある。ゲームに強制召しよう集しゆうされる場合もある。

　基本的にノーマルランクのゲームは、他のプレイヤーとの対決というより、能力を見極めるテスト的なシステム。人間同どう士しの駆かけ引ひきよりも、ゲームのほうが複雑である。




・シルバーランク（ランクＣ）

　評価額一千万上のプレイヤー。評価額とはプレイヤーの価値を表す金額。獲かく得とく賞金とは違う。

　ランクの評価額は、ポジションを示すと共に、プレイヤーの退職金である。ビリオンゲームを辞やめる場合、ランクの獲得賞金額がそのまま退職金としてもらえる。

　ただし、辞めた場合、再度のビリオンゲームへの登録は不可である。全すべてを忘れなければならない。

　基本的にゲームは自由参加だが、強制召しよう集しゆうもあり。

　ゲームに勝つたびに、その難なん易い度どにあった金額が評価額に加か算さんされる。それとは別にゲームには賞金などが設定されている。




・ゴールドランク（ランクＢ）

　評価額五千万上のプレイヤー。

　ゲーム参加が完全に自由意思となる。

　ゲームの幅も広がる。




・ダイアモンドランク（ランクＡ）

　評価額一億上のプレイヤー。

　特にランクＢと変化はないのだが、エージェントが増えたりする。通常の生活にもフォローがでてくるなど待たい遇ぐうが良くなる。




・ミリオンランク

　ビリオンゲームにおいて、プレイヤーの目標となるポジション。

　個人的なパトロンがついたりと、このランクから極端に待遇が変わっていく。

　プリズナーをゲームの駒こまとして所有することが可能。

　自分自身を危険地帯に置かず、プリズナーを駒やチップとした大おお掛がかりなゲームなどが行われる。




・ビリオンランク

　最終的な到達ポイント。最さい高こう峰ほう。

　パルスと完全に同化したプレイヤーに与えられる称しよう号ごう。

　この最高峰ランクの名を取って、一連のゲームをビリオンゲームとしているが、最下位ランクの名から、囚しゆう人じんゲームという通称が通っている。




「ビリオンランクっていうのは象徴シンボルのようなもので、今は存在してない。現実的な最高峰はミリオンランクなの。で、現在ミリオンランクは日本国内に四人いる。要するに四つの派は閥ばつができているわけ。ランキング持ちのプレイヤーは、今後のゲームを有利に行うためにもどこかの派閥に入ることが多い。そして、囚しゆう人じんゲームを管理している協会だけど、最近はそんな派閥を警戒してか、有能なプレイヤーを引き抜き始めたの。要するにプレイヤーはだいたい五つの集団に分かれていることになるわねえ」

「カレンは？」

「私も派閥所属よ。うちの派閥のボスもいろいろやっているから、立たち花ばな飛鳥あすかも恨うらんでいるのかもね」

　福ふく原はらはふと思いだした。

「なあ、そのボスって、ストックゲームだか、インタレストゲームとかを管理していないか」

　バベルでの株式ゲームを思いだした。その時飛鳥が介かい入にゆうしてきたこと。また、飛鳥が怒いかりをぶつける対象がそこにいたこと。

「そんなのもあったかもね。沢たく山さんのゲーム関連に携たずさわっているから。あれもあまりいい性格じゃないのよね。私もいろいろ気にくわないところがあるのよ。でも、他ほかの派閥のミリオンランカーよりはマシってところ。私がそこに所属しているは消去法」

「立花は何をしにここに来たんだろう」

「彼女は協会所属だから、一応介入しに来たんじゃないの。囚人ゲームはただの娯楽やギャンブルだけじゃないのよ」

　やはり囚人ゲームは複雑な要素が絡からみ合って構成されているのだ。もっと深いところを探らないと駄だ目めだった。

「気をつけなさい。きっと飛鳥は使い捨てのレーダーを探している。自分の目的に使うためのね」

「レーダー？」

「あなたのような知能補正方面のプレイヤーの通つう称しようよ。ちょっと戦闘能力が上がったところで、実際には役に立たないもの。現実で殴なぐり合うなんてスポーツの世界だけでしょ。だから、肉体補正のプレイヤーと知能補正のプレイヤーはペアになって行動したりとすることが多い。今回のゲームのようにね」

　思った。飛鳥やカレンのような能力は破は壊かい力りよくのあるミサイルだ。しかし、それだけでは、大きな力をもてあますことになる。相手にミサイルを撃ち込むには、正確なレーダーが必要なのだ。

「だから、立花が参加している」

「かもね。レーダーは彼女にとって使い捨てだから。前にコンビを組んでいたレーダーは私が壊こわしちゃったから、新しいのを探しているのよ」

「使い捨てか」

「そうよ、彼女にとってプレイヤーは道具よ。でも安心なさい。私は道具だとは思っていない。だからこそこんなに期待をしているんじゃない。でも、私はそんなに気が長くはないからね」

　福ふく原はらは複雑な思いでマップを見つめた。マップの黒く塗ぬりつぶされていく動きで、飛鳥あすかの動きが見えた。

　傷を負った飛鳥はローズのエントランスに戻っていくようだった。その動きは心なしか弱々しく目に映った。




　　　　　　　＊




　チェス盤ばんは時間経過と共に混こん迷めいを深めていった。

　ゲーム参加しているキングは激げき減げんしていった。クイーンに裏切られたキングはゲームオーバーを自ら選択した。ただし、離り脱だつを選択できるキングは運がよかった。ほとんどのキングは、周囲のキングへの脅おどしとしての道具か、クイーンのストレス解消の玩具オモチヤとしていたぶられ、血ち反吐へどを吐かされた。

　ゲーム参加をしている残りのクイーンは十七人。部屋の総数は二百五十。それらは、四つのグループに分かれた。ローズ、ガーベラ、デージー、カトレア。







デージー　　部屋数50　クイーン４

カトレア　　部屋数75　クイーン４

ローズ　　　部屋数37　クイーン３

ガーベラ　　部屋数88　クイーン６










　情報的には収しゆう束そくしたようにも見えたが、画面のデータはさらに乱れた。

　四つのグループのクイーンはお互いを牽けん制せいするように動き回り、データをかき乱す。

　ガーベラのエリア拡大は顕けん著ちよだった。最大数のクイーンを抱えるため、少しでも部屋数を増やすべく積極的に動き回る。自己を守るためと、威い嚇かくのためにクイーンを取り込んだのだが、そのためにエリアの拡大の必要があった。ゲームの泥どろ沼ぬまにはまったように、ガーベラは侵しん攻こうをし続けた。

　カレンはそんなガーベラのエントランスに時とき折おり攻め込む仕し草ぐさを見せたが、すぐにガーベラは数人のクイーンをエントランスに下げたようだ。エントランスなら、複数のクイーンでの迎げい撃げきが可能だからだ。

　その間かん隙げきを縫ぬって、デージーやローズがエリアを奪う。そんな限られたパイを奪い合うゼロサムゲームが続いた。不ふ毛もうな、時間と資金をすり減らすだけの行動。

　それでも、もう降りられなかった。

　福ふく原はらは、そんなクイーンの行動を画面を見ながら補ほ佐さした。混乱は望んでいなかったが、エリアの奪い合いはもう止めることができなかった。相手がやる気になっているのだ。エリアを奪われて、素直に差し出すわけにはいかない。

　小こ競ぜり合あいが発生する。カレンなどのエース級を除くクイーンの戦い。状況不利と見た側のクイーンはすぐに逃とう亡ぼうするので、離り脱だつするまでの戦いにはならなかった。しかし、そんな戦闘は、クイーンの戦闘能力を知る情報となって、福原の頭にストックされた。

　時間経過と共に、ほとんどのクイーンを覚え、ある程度の戦闘能力のランクも付けられた。そんな情報を元に、福原は自分のマークのクイーンの行動をフォローした。ある時は進ませ、ある時は下がらせる。

　そんな合間を縫ぬって出口を探す。

　エリアは奪われ奪いを繰り返し、すでにほとんどのエリアを確認していた。しかし、出口は見つからない。さらに深まる疑ぎ心しん。出口を見つけたクイーンが事実を隠かくしている可能性は？

　福原は画面を凝ぎよう視ししながら吐はき気けをこらえていた。すでに部屋のマップは最小になっていた。いったんマップの全ぜん貌ぼうを探たん索さくしたために、それを基本に画面に表示されるようになったのだ。

　蠢うごめく点の集合体。画面に沢たく山さんの小こ蠅ばえが集つどっているかのようで強烈に気味が悪かった。

　時とき折おりエントランスの天井から紙し幣へいが降ってきた。一時間毎ごとの配給だった。しかし、誰だれも拾わず、絨じゆう毯たんのように紙幣が散らばっていた。

　福原は自分がおかしくなっていくのを感じた。耳鳴りすらもなくなり、何も音が聞こえなくなっていた。ただ目の前の画面のデータだけを見続けた。視線を外したら、ぎりぎり管理していたデータが消失する気がした。

　そんな福原の心理状態をよそに、クイーンは激しく動き回っていた。部屋を奪い合い、データを激しく動かした。限界だった。波打つ水の一いつ滴てき一滴の座標をどう管理できようか。

　時折カトレアマークのクイーンとニアミスをする飛鳥あすかのデータが見えた。小さくなった画面ではキャラクターの形を維い持じしてなかったが、飛鳥のデータはマップを動いている。画面越しにその動きはどことなく弱々しくも感じた。

　相手キングとの対立も福原の精神を削けずった。

　ガーベラのキングの心はわかりやすくはあった。目の前の現実問題に対たい処しよしている。武力であるクイーンを抱え、それ故ゆえに侵しん略りやくをせざるを得ないという単純な行動。

　デージーのキングの来くる栖すの動きは、明らかに福原を敵てき視ししていた。ガーベラをマークしている隙すきを突いてカトレアエリアに侵しん攻こうしてくる。プリズナー落ちする原因となった福原を恨うらんでいるのだ。そのためのゲーム続行。

　そしてローズのキング。彼の心理は読めなかった。ある程度飛鳥と信頼関係を築いているようで、飛鳥あすかがカレンに向かってくることはなかった。たぶんキングが制しているのだ。一番、資金もクイーンも少ないローズだが、それでもデータの動きは一番緻ち密みつで繊せん細さいだった。その動きは徐じよ々じよにスムーズになっているように感じた。

　実質四人に絞しぼられたキングだが、それぞれ交渉などは行わなかった。もう会話は必要ないのだ。信頼するべきは言葉ではなく画面を蠢うごめくデータのみだった。

　渦うず巻まく水のようなデータはさらに混こん濁だくする。直接対決でクイーンが離り脱だつすることはなかった。もともと退たい却きやくしやすい戦闘の状況設定なのだ。激しくクイーン同どう士しは重なり小こ競ぜり合あいを起こしていたが、その行動はマップをかき乱すだけだった。

　すでにゲーム開始から二十四時間が過ぎていた。部屋中に大量の羽は虫むしがいるように見えた。画面のデータの蠅はえが現実世界に飛び出してきたのだ。気づくと腕が血まみれだった。無意識のうちにひっかいていたのだ。鼻からも無む造ぞう作さに鼻血が流れ落ちた。狂くるった精神状態が、体のシステムまで狂わしたようだった。

　画面越しにクイーンを動かしながら思った。現実は画面の向こうにあると。こちらは例えるなら精神的な世界だ。クイーンの動きを操そう作さする思し考こうだけの世界。そして行動として出力されたデータがクイーンという物質となる。

　ふと思った。宇宙の森しん羅ら万ばん象しようもこのようなシステムなのではないか。人間たちの行動は、精神世界の意思が出力されただけのものなのだ。感情などの要素は現実世界になく、あちら側の精神世界に存在する。

　ああ、ではこの場所で苦しむ自分自身の心はどこにあるのか。

　福ふく原はらの意識がぶちぶちととぎれそうになった。目の前にあるコントローラーに頭を激しくぶつけた。痛みで意識を覚かく醒せいさせようとしたが、いくらぶつけても痺しびれる程度の刺激しか感じなかった。視し界かいが赤くなった。頭から流れた血が目に入ったようだった。

「やめて福原」

　気づくと舞まいが体を揺すっていた。

「もう無む理りよ」

　舞は福原の体から手を離していたが、体は揺れ続けているように感じた。視界がぐるぐると回った。データだ。画面から視線を外して舞を見てしまったからだ。莫ばく大だいなデータの量。舞の大きな瞳ひとみにピンク色のリップ。明めい瞭りような声は少しだけ震ふるえ、表情は微妙に変化し続け古いデータは失われる。髪の一本一本がエントランスの座標の中を揺れていた。

　そんな大量のデータ。ああ、なんてこの世の中にはデータが溢あふれているのだ。舞が見つめている。視線は泳ぎ、一秒に瞬まばたきを三回、額に発はつ汗かん、唇が小さく震え、眉まゆの角度は……エトセトラ、エトセトラ、エトセトラ。舞が悲しんでいると表現すればすむことではないか。

　福原は、悲鳴を上げた。落下の感覚。降下、降下……衝しよう撃げきを感じた。目の前に床ゆかが見えた。椅子から倒れたのだと気づくのにしばらくかかった。

「あら、ひどいことになってるのね」

　カレンの声が聞こえた。エントランスに戻ってきたようだ。

「ちょうどいいのがあるの。他ほかのマークのキングが序じよ盤ばんの宝探しで手に入れたらしいのを奪ってきたのよ」

　カレンがケースを見せ、その中から注射器を取りだした。

「なによ、それ」

「ヒロポン。福ふく原はら、腕を出しなさい。楽になるから」

「メタンフェタミンじゃない。覚かく醒せい剤ざい取とり締しまり法ほうに違い反はんしている」

「砂さ漠ばくの一本道で、免めん許きよを持っていないから運転しないって言っているようなものね」

　カレンが福原の腕を持ち上げた。

「やめて」

　舞まいが注射器を払いのけた。福原の目に砕ける注射器が映った。

「どうするの、これは。このままじゃ使い物にならない」

「そんな問題じゃないでしょ。福原……ほら、この香りをかぐと楽になるわ。このハンカチ、気分を楽にするアロマオイルが塗ぬってあるから」

「……舞」

　福原は床ゆかに倒れながら舞の体にしがみついた。つかんでいないと体が沈んでいきそうな気がした。

「大丈夫、大丈夫だから。痛いよ福原」

「苦しい」

「わかった。もうやめよう。よく頑がん張ばったわ」

　息苦しかった。呼吸のやりかたがよくわからなかった。福原は床をのたうち回り、口から胃い液えきを吐いた。

「もう私たちは離り脱だつするわ」

　舞が福原の口をぬぐいながらカレンに言った。

「……これからがいいところじゃない。私、忍にん耐たい強いから、彼のこともう少し待ってあげようかと思ってるの」

「断ことわるわ。もうこりごりよ。私の補ほ佐さするプレイヤーが苦しむのは見たくない」

「そう、じゃあ見なければいいじゃない」

　カレンが言った。

「…………」

　福原は呼吸を整えながら意識をなんとか保つ。

「……舞？」

「寝てるわよ」

　カレンの声に顔を上げる。ぐるぐると回る視し界かいの中、倒れている舞まいが見えた。

「何をした？」

「ちょっと眠ってもらっただけ。うるさかったんだもの。私の能力を使って、おしとやかに眠ってもらったから安心して」

　福ふく原はらはめくれていた舞のスカートを直した。呼吸をしていることを確認して安あん堵どする。それでも、弱々しく倒れている舞の姿に胸が痛んだ。

「ゲームは続いている。椅子に戻るのよ」

　カレンは冷たく言った。

「……外に出る」

「離り脱だつをする気？」

「舞を戻してやりたい。これ以上ここにいさせたくない」

「そこに転ころがしておけばいいじゃない。なに甘あまいこと言ってるの」

「ゲーム続行にも邪じや魔まになる。ゲーム以外の要素をこの部屋に置きたくないだけだ」

　福原は舞をそっと抱きかかえた。失しつ神しんしている舞の体は、ゴム人形のような感かん触しよくだった。

「いったん外に出たら、もう画面を見ることができない。せっかくここまで目と頭を慣らしてきたのにね。それに、外出は離脱と同じよ。キングピースが破は壊かいされて終わり。このゲームでも外出コマンドを使ったキングはいるみたい。プレッシャーに負けて戻ってこないけどね。そんなプレイヤーには未来がない。役に立たないプレイヤーは、今後囚しゆう人じんゲームでプリズナーへと追い込まれることになる。絶対そうなる」

　カレンは椅子に足を組んで座っている。

「コマンドを使うのは自由だ」

「外出コマンドはトラップなのよ。いつでも脱だつ出しゆつできるという要素を組み込んで、プレイヤーをゲームに引きずり込むだけのもの。本当に使ったら意味がない」

「すぐ帰ってくる」

「……本当に？　ただ逃げだしたくてそう言っているように見えるけど」

「ゲームは成功させる」

「私がのんびり待ってるとでも？　そんな間にゲームは終わる」

「終わらない。出口はまだ見つかっていない。ゲームはタイムリミットいっぱいまでかかるだろう。あと二十時間以上ある。出口を探せるのは俺おれだけだ。出口は見つける、約束する」

「……約束、か。ええ、わかった。ゲームルールじゃなくて、私と約束しましょ。三時間以内に戻ってくれば問題なし。でも、私との約束を破ったらそれなりの覚かく悟ごをしてもらう」

「覚悟？」

「ねえ、囚人のジレンマっていう話を知ってる？　裏切者が得とくをする話。情報を話して、仲間を売った人間が恩おん赦しやを受けて解放されるのよね。でも、それって檻おりの中の話で終わっている。私に言わせればゲームは終わっていない。きっと、仲間を売って裏切った人間は、檻おりの外で制せい裁さいを受けることになる。つまりこのゲームが終わったとしても全すべてが終わることはない、と憶おぼえておいて。囚しゆう人じんゲーム──私たちの世界は意い外がいに狭せまいのよ」

　カレンは福ふく原はらを射い貫ぬくような視線と指先を向けた。

「わかった、三時間以内には戻ってくる」

　福原はよろけながらも舞まいを抱えて立ちあがった。まだ視し界かいが回っている。

「はい、外出用の目め隠かくし。車を出たら取っていいようだけど、そのままがいいと思う。たぶん、目隠しを外したらあなたの頭は一気にショートする。ゲーム続行の可能性を残すためにも、そのままこの子を置いてきなさい」

　カレンがアイマスクをかぶせて福原の視し界かいをふさいだ。

　視界が真っ暗になったが、何故なぜか逆ぎやくに福原の精神状態が安定した。見えなくても全く不ふ便べんはなかった。エントランスの中の風景はすべて視界と頭に強烈に焼き付いていた。腕に抱える舞も、やっと体の弾力と体温を感じ取れるようになった。

「約束よ」

　カレンがエレベーターの投入口に紙し幣へいを入れる音が聞こえ、エレベーターの扉ドアが開いた。

　福原は舞を抱えてエレベータに乗った。

「私を裏切らないで」

　扉が閉しまり、エレベーターは降下した。

「戻ってくるわけないだろ」

　福原は吐き捨てた。
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　福ふく原はらは公園のベンチに座っていた。アイマスクは取っていない。ここは福原の近所の公園だった。住所を指定し、この近くで車から降ろしてもらったのだ。

「移動に約二十分。往復分を差し引いて、約二時間二十分以内です。現在午後十一時二十五分です。午前一時四十五分までここで待機しています」と、車の中にいた女性の声は言っていた。

　しかし、戻る気などはなかった。

　それでもアイマスクは外さなかった。異常に精神状態が高こう揚ようしていた。研とぎ澄すまされているような、心が無防備になっているかのような繊せん細さいな感覚。このアイマスクで剝むき出しの精神状態を守りたかった。ゆっくりと精神をこの場所に慣らしたかったのだ。

　ずっと真っ暗な洞どう窟くつにいた人間が、いきなり太陽の光の降り注ぐ外に出ると失しつ明めいしてしまうというではないか。

　ただ、アイマスクをしていても、データは侵しん入にゆうしてきた。座っているベンチの感かん触しよく。風を感じた。道路を走る車の音。犬の遠とお吠ぼえ。遅おそい晩ご飯の匂におい。視し界かいを遮さえぎっていても大量のデータが福原を侵しん害がいした。

　海を泳いでいるようなイメージを得た。沢たく山さんのデータが漂う海。

　この心は遠い海に存在するのだ。そして、自分の体の中にいる存在も海から来たのだ。

　声が聞こえた。

　海は穏おだやかでした。その頃ころの海にはほとんど何もありませんでした。あるのはデータの切きれ端はし程度。

　波に揺られたデータは徐じよ々じよにくっつき始めたのです。少しずつ模も様ようを作っていきました。海には様々な模様のデータが漂い始めました。

　しかし、データはさらに綺き麗れいで複雑な模様を作ろうとしました。そんな欲求が生まれたのです。つまりデータの奪い合いです。シンプルなルールでした。隣の模様からデータを奪うのです。そして、自分のデータに取り込みます。戦いの起源でした。

　徐々にデータは生き残るために工夫を始めました。他ほかのデータとのコミュニケーションです。模様を動かし交流を取ったのです。同じような模様のデータは協力し、他のデータを狩かることにしたのです。

　さらにデータは模様と共に複雑化しました。協調、裏切り、沢山の戦せん略りやくが生まれていったのです。そんなイメージは物質の世界にも影響を及ぼしました。

　物質の世界の混こん沌とん。それはさらに海にフィードバックされ、データの戦略は多様化しました。そして、さらにそれが物質の世界に、それがまた海に。

　私たちは海で進化をしすぎました。そして、この世界に出てきてしまったのです。

　しかし、やはりこの世界もあの海のように混こん沌とんとしていますね。

　波の音が聞こえた。笑っているかのように聞こえた。

「海から出てきてどうするつもりなんだ」

　綺き麗れいな模も様ようを作りたいのでしょう。

　福ふく原はらははっと首を振った。いつの間にか眠りかけていた。

　ベンチの横を手で探る。さらさらとした髪が手に触れた。舞まいを確認して安あん堵どする。

　舞はベンチの上でぐったりと横になっている。そんなデータがあった。低エネルギー消費状態のデータ。公園のベンチの上という座標で意識を失っている。

　なんでこうなったのだろうと思った。

　彼女とはこんなに近くにいるのにずれている。だからこうなったのだ。飛鳥あすかともそうだった。言葉を交わせるほど近くにいたのに遠かった。この感覚はなんなのだろうか。そして姉とも。

　──別の海にいたのでしょうね。

　福原は頭を強く振った。嫌けん悪お感かんを感じた。このせいで全すべては狂くるったのだ。逃げ出したかった。何もかも捨ててどこかに行きたかった。

　もう声はやんでいた。

　風に公園の木の葉が揺れていた。錆さびた鉄棒、ピンクのゾウの滑すべり台だい、猫ねこのトイレとなっている砂場、ペンキのはげかけたベンチ。

　福原は自分の顔に手を当ててみた。アイマスクはついている。しかし、公園のデータは見えていた。記憶のデータで空間を再現しているのだろうか。温度、湿度、風、音、などのデータを取り入れ、景色のデータを頭の中で更こう新しんし続けている。

　心臓が熱を帯びている。囚しゆう人じんゲームから逃げ出したはずだが、それでもまだパルスが火ほ照てっているのだ。この日常の空間にまでパルスが浸しん食しよくしている。

　福原はしばらくベンチに座っていたが、ふらふらと立ちあがった。公園のデータの中を歩いて出口へと向かった。

　出口付近で立ち止まる。少々迷ったあと、ベンチへと引き返した。

　その後、再び公園の出口へ進むと、ゆっくりと夜の道路へと出た。視し界かいは閉とざされていたが全く問題はなかった。頭の中で全ての景色が構こう築ちく、更新されていた。街路樹、電柱、公園の前の切れかけた外灯まで頭の中で街まちのデータが補ほ完かんされた。

　午後十一時。行動パターンから部屋にいるはずだ。

　周囲に気配を感じない。裏うら手ての門にはカギがかかっていないはずだ。福原は口笛を吹いた。反応して犬が鼻を鳴らした。庭には外階段があったはずだ。

　福原は、記憶をもとに三次元のマップを構成し慎しん重ちように足を進めた。

　三階まで上った。窓の向こうには気配を感じずしばらく待った。

　十分後に部屋のドアが開く音が聞こた。鼻歌を歌っている。今の福原にとって、その声は感情豊かすぎて凭もたれた。

　軽く窓を叩たたいて待つ。コンポからの音楽が聞こえる。不ふ審しんがる雰ふん囲い気きがあり、カーテンが少しだけ開かれる。

「俺おれだ」

「わわっ、な、何やってんの福ふく原はら？　福原だよね」

　由ゆ紀きが窓を開けて驚いた声を出した。

「静かに」

　福原はバルコニーから由紀の部屋へと入った。

「こんな夜遅おそくに。あっ、そのアイマスクどうしたの。もしかして怪け我が？　なんで？」

「ちょっと、静かにしてほしい」

　福原は由紀の口をふさごうとした。由紀の濡ぬれた首筋に手が触ふれた。

「あ、シャワー浴びててこんな格かつ好こう。そのまま目め隠かくししておいて。すぐなんか着るから」

「いいから。ちょっと休ませてくれ」

　福原は由紀の机を探した。

「椅子？　こっちだよ、早く座りな」

　由紀が椅子を持ってきたのでそこに座る。

「机の位置変えたのか」

「大丈夫？　怪我したんでしょ。服にも血がついてるよ」

「怪我じゃない。血は、ちょっと鼻血が出ただけで問題ない。だから騒さわがなくていい」

「アイマスクはなんで？」

「ちょっと眩まぶしすぎるんだ」

「この部屋？」

「世界が」

「ふーん、深いこと言うんだねえ」

「由紀はこの時間はもうベッドで寝ね転ころがって雑誌を読んでいる時間だったよな」

「……本当に、どうしたの？」

　由紀の声が不ふ意いに沈んだ。先ほどまでの声は作っていたものだとわかった。由紀は昔から、困ったことがあると、とりあえず薄笑いを浮かべて対たい処しよすることを思いだした。

「今日学校を休んだよね。ちょっと心配してた。別に何も言わなくてもいいんだけどね。でも言ってくれてもよかったよね。まあ自由なんだけど。と、言いつつもひと言でも」

「そうだよな」

「……あれ、そんなにきつく言ったつもりなかったんだけど。えっと、ビール飲む？　部屋に小さな冷蔵庫を置いてるんだよね。福原が私の部屋に来るなんて久しぶりだよね」

　福原は由紀がこんなにも感情を垂れ流して生活してたということに驚いていた。彼女の思し考こうや感情が頭に侵しん入にゆうしてくる。それらは受信機に拾われる莫ばく大だいなノイズのようだった。頭がくらくらとした。

「ジュエル・キルヒャーなんて聴きいてたっけ？　邦楽オリコン上位とか節せつ操そうなく聴いてるタイプだったろ」

「最近ね。洋楽聴きながらジョギングしたりしてね」

「そっか、俺おれの知らないうちに由ゆ紀きも変わってるんだな」

　福ふく原はらはコンポから流れる曲を聴きながらつぶやいた。由紀は昔は買うべきＣＤも雑誌も全すべて福原に相談していたものだった。

「どうしたの？　ジュエル聴いていたから気分を害がいした？」

「そういう意味じゃない。俺はずっと由紀の全てを知っていると思い込んでたから、知らない顔を見て驚いた」

「それより、アイマスク外しなよ」

「……外すんなら、電気を消してほしい。コンポも消して真っ暗にしてくれ」

「暗く？」

　電気を消す音が聞こえた。福原は立ち上がって、窓のカーテンを閉めようとした。少しでも処理するデータを少なくしたかった。

「カーテンも閉めるの？」

　由紀がカーテンを探す福原の横に来た。

「あっ、それ、私のバスタオル」

「うろうろするから位置関係がわからなくなる」

「変なところ触さわってる。だめだよ、だめだって。だって隣の部屋に亜あ衣いがいるから……あれ、ベランダに何か置いた？」

「あ、置き忘れてた」

　福原は外に出て舞まいを抱き上げた。

「……それ、どうしたの？」

「少し預かってほしい」

「どういうこと？」

「いろいろあって、とにかくここに運んできた」

　あのまま公園に置いておこうと思ったのだが、やはりそのままにはしておけず、やむなく由紀の家に来たのだ。

「……そういえば、昔もこんなことあったよね。拾った犬をうちに持ってきて預かってくれって、今ではあんなに大きくなっちゃった。ジョンは未いまだに福原を飼かい主ぬしだと思ってるよ」

「ベッドの位置も変えたのか」

　福原はベッドに舞を寝かした。

「死んだように眠ってるけど大丈夫なの？　何かしたの？　ねえ、まさか……」

「俺おれを信用しろよ」

「人間的には信用できるけど、福ふく原はらは妙なベクトルの研究心のようなものがあるでしょ。それに女性として魅み力りよくのある年齢は十三歳前後って言ってなかったっけ。言いたくないけど、危ない性せい癖へきだよね。妹が十三歳だけど、まさか……」

「生物学的にだよ。人間は子供産む年齢が十六歳前後でベストらしいから。だったら、その前の段階で男を惹ひきつける魅力を出す必要があるだろ。逆算するとその年齢だと思う、と言ったことは認める」

「生物学的でも小学生とか拾ってきたら、犯罪方面にいっちゃう」

「彼女、中学生」

「中学生？　そういえば、妹の亜あ衣いと同じ制服だね」

「深ふか見み舞まい。亜衣ちゃんの友達だと思う。同じ学年だし、微妙に接点があるらしいから。だから、ここに連れてきた。経緯いきさつはこの子が起きたときに、たぶん全すべてを丸く収おさめるような説明をしてくれると思うから安心してくれ」

「福原から説明してくれないの？」

　由ゆ紀きの口調は不ふ審しんがっているわけではなく、寂さびしげだった。

「札束が降ってくる部屋でゲームをやってるんだ。パーティードレスを着た女の子に指示して戦わせたりする。でも俺と組んでいた女の子が美人なんだけどサディスティックで、この子に乱暴しだしたからここに連れてきた。ゲームに成功すれば大金が入ったりして、いつか神様になれる」

「へえ」

「俺が何をしているか知らないほうがいい」

「なんでそんなこと言うの？」

「仕し方かたないんだ」

「やっぱり福原は遠くにいるような気がする。昔はもっと近くだったのに」

　心は別の場所にあるのだ。体はただの入れ物で、感情などは外から来る。受け取る物質が違う故ゆえのずれと距離だった。

「ずっと同じじゃないさ。由紀だって変わったよ」

「そんなことないよ。ジュエルの曲だって、部屋の模も様よう替がえのコツも犬のしつけ方も、バラエッセンス配合のシャンプーも全部……教えてくれたのは君だよ」

「俺だっけ？」

「福原のお姉ちゃんから。でも、お姉ちゃんは福原から教えてもらったって、言ってた」

「そっか」

「お姉ちゃん、よくこの部屋に来てくれた」

「何してた？」

「ベッドに寝ながらお菓子食べたり、下着姿でヨガやったり、水着の女の子にサンオイルを塗ってあげるだけのゲームを延えん々えんとやったりしてた。変なところにオイルを塗って、女の子が嫌がるのを見て喜んでたよ」

「何やってんだか」

「弟が几き帳ちよう面めんすぎてうるさいから、ここに来てだらけるって言ってた」

　福ふく原はらは突っ立ったまま呆あきれた。

「でもね、来てくれてうれしかったなあ。楽しかったし、いろいろ相談に乗ってくれた」

「由ゆ紀きに悩みなんてあるのか？」

「……それなりにね。そんな時、お姉ちゃんは優やさしく抱きしめてくれたなあ。そうしてくれると何故なぜか気分が落ちつくの」

「ふーん」

「いつも笑ってて、こっちまで楽しくなってさあ。いなくなる直前までずっとそうだったのに。私、何も気づかなかった」

　空間が揺らいだ。データが揺らいでいた。由紀を中心に　バラバラにデータが崩くずれていく感覚。由紀の乱れた感情が周囲の空間に作用しているのだ。

　息苦しさを感じた。異い物ぶつが詰まっているような感覚。体がとても重く痺しびれを感じた。

「俺おれが悪いんだ」

「福原のせいじゃないよ」

「俺は何も見えてなかった。大事な物が見えなかった」

「福原は細こまかいところまで全部知ろうとするから。本当は、見えるものだけで判断すればいいんだよ」

　由紀が福原の手をそっと握った。

　振動が伝わってきた。それは感情のデータの振動だった。

　福原は由紀の手を握り返した。歪いびつな形の感情データが流れ込んでくる。それを綺き麗れいな模も様ようのデータに修正するようなイメージをした。自分の体の中で修復し、それを由紀の体に流し返す。

　データが綺麗に流れるイメージ。データの形を整ととのえ流しやすくする。気づくと、由紀の感情だけでなく、福原の感情もスムーズに流れだしていた。詰まっていた感情が流れていく。

「福原……」

　由紀の声のデータも整っていた。

「俺、もう行くよ」

　福原は手を離して言った。

「心配しなくていい。姉さんもすぐに戻ってくる」

「……何をしているのかわからないけど、福原の方こそ私のこと心配しなくていいから。君が心配しなくていいようにするから。勉強も自分からするし、もう泣かないし、失敗作のお菓子も食べさせたりしないし、ひとりでジョンの世話もする」

　頭の痛みが治まっていた。ノイズのようだったデータが整列して処理されている。

「じゃあ、行かなきゃ」

　福ふく原はらは由ゆ紀きの頭を軽く叩たたいてからベランダに出た。

「どこにいくの？」

「全部終わったら言うよ。全すべて終わって元通りになったら」

「それって、お姉さんが関係しているの？」

「言えない。でも大丈夫。必ず戻ってくるから」

「送るよ」

「送らなくていい。それより舞まいを頼む」

「それだけでいいの？　何か私が手伝えることないの？」

「もう手伝ってもらったよ」

　福原は外階段へと向かう。

「学校で会おう」

　福原は由紀にそう言った。
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デージー　　部屋数43　クイーン３

カトレア　　部屋数[image: 107]　クイーン８

ローズ　　　部屋数22　クイーン２

ガーベラ　　部屋数78　クイーン４










「早かったのね」

　エレベーターから降りるとカレンの声が聞こえた。

「本当は逃げ出したのかと思ってた」

　福ふく原はらはアイマスクを外した。

　強烈なデータの渦うずが直撃し体をのけぞらせた。それでも、歯を食いしばって耐たえた。

　視し界かいが揺れている。エントランスには数人の女性がいた。ドレスのビビッドなカラーが眩まぶしすぎる。チカチカと点てん滅めつを繰り返す映像のようだった。

「ゲームは続行する」

　福原はアイマスクを投げ捨て、はっきりと言った。

「信じていたのよ。だから、手伝ってあげたの」

　カレンは椅子に座り画面を見ていた。横のテーブルには札束がうずたかく積んである。現状では福原の持ち金の筈はずだったが、それはレイズし続け取り返しのつかないところまで積み上げてしまった掛かけ金きんのように目に映った。

「どいてくれ」

「どうぞ」

　カレンがふっと息を吐くように笑い立ちあがった。

　エントランスにいる他ほかの女性は福原を見み下くだしたような視線を向けていた。視線に媚こびは全く含まれていない。対等の人間を見る視線とも違う。明らかに福原を道具として見ていた。

　画面を見つめた。周囲の人間の感情がとても凭もたれた。それだったら、冷たいデータの海を見ていたほうがよっぽど楽だった。

「お礼はいらないわよ」

　カレンが福原の肩を撫なでた。

　カレンの言葉の意味はすぐに理解した。カトレアのクイーンが八人に増ぞう殖しよくしている。それに比例してエリアも拡大。数値的に判断するなら、カトレアの一いつ極きよく的てきな勝利。

　他ほかのマークは極端な守備布ふ陣じんを敷しいていることだろう。カレン対策のために、エントランスでの守備を徹てつ底ていする。エントランスでは複数での守備が可能だからだ。ゲームはすでにカレン中心に回転していた。

「思ったのよ。出口探しは他のマークを蹴け落おとしてからでもいいってね。この世界を安定させた後に、ゆっくりと出口を探せばいい、とね。だから動いてあげたの。ついでに立たち花ばな飛鳥あすかも痛めつけておいてあげた。使い物にならないくらいね。彼女、私の顔を見るとすぐにかっとなるから、いじめたくなっちゃうのよね。今いま頃ごろ辺へん境きようの部屋で倒れてるんじゃない」

　カレンが実質最強であることは、他のクイーンにも伝わっているのだろう。だからこそ、カレンに降こう伏ふくしカトレア傘さん下かに流れたのだ。

「他の三マークのエントランスの位置は全すべてわかってる。まだ攻め込んでいないのは、資金的な要素もあったから。あなたがいないと、資金補ほ給きゆうができないからね」

　カレンは微笑ほほえんだ。エントランスにいる他のクイーンも薄笑いを浮かべている。

　福ふく原はらは画面を見つめながら途と方ほうに暮れていた。画面では大量の小さな虫が動いている。バグの集合体。それだけだった。いったん画面から逃げ出したことで、すでにデータとして捉とらえられなくなっていた。確認できるのは、数値で表示されるクイーンの数や部屋数程度だった。

「ねえ、どうするつもり、画面を見てどうするべきか言ってよ。何もできないの？　それだったら、私たちにも考えがあるけど」

　カレンが声を低くして言った。私たち、という言葉に引っかかった。すでに、福原を含んだコミュニティーではなくなっている。カレンのサークルであるのだ。

　この時点で、すでに福原はカレンたちの道具に成り下がっていることを悟さとった。資金供給のためだけの道具。

「何か言ったらどう？」

　思った。今まで目的は出口探しだと目を逸そらしていたが、この閉へい鎖さされた空間での争あらそいは避さけられないものなのではないかと。出口探しのプロセスで争いは必ず起こるようにセッティングされている。

　その争いの中、他のマークとのパイの取り合い。そして、マーク内でのキングとクイーンのイニシアチブの取り合い。それぞれに勝利しなければならないのだ。

　しかし、すでに福原は画面の情報を拾えなくなっていた。用よう済ずみとなった福原は資金供給の道具として使い捨てられる。

「また逃げる気？　でも、もう駄だ目めよ」

　エレベータの前にクイーンが一人立っている。もう使わせない気なのだ。

「逃げる気はない」

　続行の決意だけはあった。ここで逃げたら、もう目的は果たせない。

「じゃあ、画面のデータを拾ってちょうだい。相手クイーンがどう動いているかとか。私も見えないことはないんだけど、疲れちゃうから」

「…………」

「見えなくなったとか？　だとしたらあなたは用よう済ずみよ。他ほかのキングを捜さがしてもいいけど」

「見えるさ。少し黙っていてくれ」

「十分あげる。その間に、今後の戦せん略りやくを考えて教えてほしい。もしも、ずれたことを言ったら、もう私は我が慢まんしないから。ここまであなたを信じてきたのよ。それで、裏切られたら私はとても悲しむ。悲しみをごまかすために、私、何するかわからない」

　カレンは福ふく原はらの耳に息を吹きかけながら言った。笑い声が聞こえた。エントランス内のクイーンたちが残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべている。

　福原は息を吐いて心を落ちつけた。画面が見えなくなったのは痛い。しかし、見えるものだけで判断すればいいのだ。ずっと画面ばかり見ていたために、逆ぎやくに見えずにいたこともあるはずだった。

「十分あればそれでいい。その後にゲームを再開させる」

「ひとりだけ休んでいたんだから、それなりの戦略を提てい示じすることね」

　カレンはそう言い、福原から離れた。

　福原は横目でカレンを見た。カレンの周囲にエントランスにいた三人のクイーンが近寄ってくる。彼女たちは新しくカトレアの傘さん下かになったクイーンだ。他に四人いるクイーンはマップに出てエリアを維い持じしているのだろう。

　カレンを除く六人のクイーンはすべてカレンに降こう伏ふくをしたのだ。それは身の安全を確保するため。つまり、カレンという武力に屈くつ服ぷくをしたのだ。

　カトレアのクイーンが増えたことによって、他のマークは軒のき並なみクイーンを減らしている。特にガーベラのクイーン減少の幅は大きかった。最大数を抱えていたはずのガーベラコミュニティーが崩ほう壊かいしかけている。

　福原は考えた。それでも四人を維持しているのだ。その理由はなんであるのか。カレンという恐怖に屈しなかった理由は。

　ローズが二人残っている理由。ローズの一人は飛鳥あすかだ。飛鳥はカレンには降伏しないだろう。あの時の戦闘を見てもそれはわかる。そして現在の飛鳥はさらにカレンとの交戦で離り脱だつ寸すん前ぜんに追い込まれているらしい。もう一人のクイーンには情報を与えていないのかもしれない。他にも理由があるのかもしれない。ローズのキングの動きはよくわからないのだ。

　次にデージー。来くる栖すは三人のクイーンを維持。この三人のクイーンは来栖の能力を買っているのかもしれない。囚しゆう人じん落おちしたとはいえ、もともとランキング持ちのプレイヤーなのだ。能力的には四人の中で突出している。画面の情報データを正確に拾って対策を取っているはずだ。

　そしてガーベラ。ガーベラの戦略は中盤から拡大戦略。緻ち密みつな動きも奇き襲しゆうもなくなった。ただ、拡大した。キングとしてはわかりやすいタイプだったのだ。しかし、現在はクイーンを奪われ窮きゆう地ちに陥おちいっている。そんな状況は数値だけで判断できた。

　しかし、それでも四人を残しているのだ。

　一つ目の理由は、エースクイーンの存在。強いクイーンが一人いることで集団が維い持じされている。二つ目の理由は資金だ。長い間広いエリアを維持していたガーベラには、現在も潤じゆん沢たくな資金があるはずだった。だから、四人は残っている。要するに、資金に繫つながれているのではないだろうか。

　少しだけ見えた気がした。自分自身の立場を維持するべき回答。

「ねえ、もう駄だ目めでしょ。でもお願いの仕し方かたによっては許してあげるかも。私がエントランスに攻め込んだときに、ちゃんと謝あやまって靴を舐なめた男はちゃんとキングピースを壊こわして解放してあげたしね」

　カレンが冷さめた視線を向けている。

「じゃないと、私、他ほかのキングのところに移っちゃうかも。それが嫌だったら、他の男がしたように泣いて謝りなさいよ。あの子たちのキングもそうだったって」

　カレンはエントランスにいるクイーンをちらりと見た。彼女たちは福ふく原はらを見てくすっと笑った。

「でも、私は優やさしいから謝り方によっては考えてあげるから」

「……話しかけるな。まだ十分経たっていない」

　福原は画面を向いたまま言った。

「まあ、ひどい。最初はあんなに優しい言葉をかけてくれたのに。ころころ性格を変えるなんて人間としてどうなの」

　カレンは肩をすくめてみせた。

「あと三分よ」

　福原はパネルを操そう作さしコマンドを打ち込んだ。

　交渉コマンド。対象はガーベラ。

　──交渉受じゆ諾だく

　やはり窮地に陥ってる。と、ガーベラ自身が思いこんでいるのだ。

　ウインドーが開いた。眼鏡メガネをかけた長髪の男がガーベラのキングだ。疲労の色が浮かんでいる。

「交渉をよく受諾してくれた」

　福原はインカムをセットし、マイクに小声で話しかけた。背後で、交渉を窺うかがっているカレンたちの気配があった。

「何か用なのか？」

　素そっ気けないトーンでガーベラのキングが言った。面めん倒どうそうな対応だが、それでも話し合いのテーブルを設置したかったはずだ。交渉を受諾したことでもわかる。今までは、交渉コマンドなどガーベラは使わなかったのだ。

「大事な話がある。唇の動きを手で隠かくしてくれ」

　福原は自分でも手で覆おおってみせた。

「で、なんだ？」

　ガーベラが手で口を隠しながら言った。

「クイーンが四人に減ったな。それに、こちらには最強のクイーンがいる。趨すう勢せいはほぼ決定された」

「それがどうした」

　ガーベラがむっとしたように言った。

「協定を結ぼう。もう戦う必要はないだろ」

　福原は穏おだやかな口調を作った。

「いまさら協定だと？」

　呆あきれたような声だった。

「そうだ。もう面めん倒どうだろ。だから、俺おれのカトレアはこれ以上拡大はしない」

「……それを信じろと？」

「そうだ。みんなで協力して出口を探す。それが一番いい方法だ」

「いいだろう。しかし、そっちがそれを守る確かく証しようはない」

　ガーベラは福原の言葉の真しん意いを測りかねているようだ。ただし、優ゆう位いな立場を得ているこちらのペースで議論を進めざるを得ない。

「守るさ。俺は金を持って外に出られればいいんだ」

「口約束だろ」

　間まが空あいた。意味のない議論故ゆえの空白。福原はしばらく考える振りをしてから口を開いた。

「……わかった。じゃあこうしよう。カトレアの八人のクイーンと、ガーベラの四人のクイーンをトレードする」

　福原の言葉にガーベラの顔が変化した。妙な申し出に驚きを隠せない。

「どういうことだ？」

「唇を手で覆え。こちらのエントランスにいるクイーンに議論を知られたくない。そのトレードを成立させて協定を結ぶ」

「…………」

　ガーベラは視線をうろうろとさせている。

「もちろん条件がある。金だ。今までずっと広いエリアを持っていたんだろ。だからガーベラには資金の余よ裕ゆうがあるはずだ。俺は金がほしい」

　福原の言葉に、ガーベラの表情が一瞬だけ弛し緩かんした。ホッとしたような安あん堵どが一瞬だけ漏もれてしまった。

「値ね段だんのほうを詰めたい」

　福ふく原はらはすぐに値段交渉のほうに議論を移動させた。議論の本線からずらさなければならない。本当の狙ねらいを隠かくすためにだ。

　ガーベラはすぐに乗ってきた。もちろん苦く渋じゆうの選択だという表情をしている。ガーベラサイドにとっても、良くはないトレードだとそういった表情のアピール。

　値段交渉は表向き難なん航こうした。しかし、値段はお互いの牽けん制せいをよそにスムーズに決定された。当然だった。お互いベストのトレードだと思っているからだ。

「わかった。仕し方かたない。その金はクイーンに持たせる」

　ガーベラが顔をしかめながらも言った。たぶん内心は躍おどり上がるほどの気分だろう。

　福原はわかっていた。協定はすぐに崩ほう壊かいする。それもトレード終了後にだ。

　トレードに盛り込んだ金銭要素は、トレードの真しん意いを悟さとられないための目くらましだ。議論を別方向に誘ゆう導どうするだけのためのもの。手持ちの資金が多いに越したことはないのだが。

「確認する。こっちのカトレアからは八人のクイーン全すべて。そちらのガーベラは四人のクイーンプラス指定の現金」

「こちらのクイーンはどうする？」

「あのクイーンだけエントランスに。ちっちゃいあの子だ。セーラー服の」

　エース級のクイーンのことだ。エース級所持はコミュニティー維い持じの重要要素だ。

「わかった、呼び寄せる」

「こっちは四人をエレベーターで。あとは直接拾ってくれ。イヤリングのイヤホンコードナンバーはその子から聞けばいい。こっちもそうする」

　福原はトレード画面を操そう作さした。このトレード内容に背そむくことはできない。ゲームルールに守られているのだ。

「時間よ」

　ガーベラとの交渉を眺めていたカレンが近寄ってきた。

「選んでもらう。自分の立場を認めて私に跪ひざまずくか、情報分析をして打開するか」

　──トレード開始・準備時間一分

「オーケー。成立だ」

　福原はうなずいた。画面のウインドーが閉とじた。

「ん？」

　カレンが画面を見つめて首を傾かしげた。

「選択した」

「どういうこと？」

　カレンが電子カードを見つめて顔をしかめた。エントランスにいるクイーンはエレベーターに乗るよう指示が出ているはずだ。

「ゲーム続行への決断だよ。ガーベラに行ってくれ。八人全すべてガーベラになる」

　その言葉に、カレンは刺すような視線を福ふく原はらに向けた。

「ガーベラの四人と金銭をプラスしての交換？　いいのかしら。私を敵に回して」

「もてあます武器を置いておく気はない。駒こまのエクスチェンジだ」

　カレン以外のクイーンも驚いた顔をしている。

「わかった。乗りなさい」

　エレベーターが開いた。カレンはそれに乗るよう促うながした。

「馬ば鹿かね。お金なんて重要じゃないのに」

　エレベーターに乗ったクイーンの一人が馬鹿にしたように言った。

「重要だよ。この場所でそれだけが不変の価値があるじゃないか。目に見える要素は金しかないんだ」

　福原はエレベーターに近づき言った。

「じゃあ、また会いましょう。必ず会うことになる」

　エレベーターに乗り込んだカレンが言った。

「今までありがとう。カレンのおかげでぎりぎり画面の情報も拾えていた。俺おれの能力を誘ゆう導どうしてくれていたのは感謝してるし、一いつ緒しよにゲームをやれて楽しかった。最初にカレンを選んだことは後こう悔かいしていない」

「この時点での一番現実的な選択ね。あなたのこと気に入っていたのは本当なのよ。……でも、裏切りは許さない」

　カレンはぎろっと睨にらんだ。

「俺もカレンの髪と目が綺き麗れいだと思ったのは本当だった」

「知ってたわよ」

　ガタンとエレベーターが閉しまった。

　福原はそのままエレベーターの前で待機する。

　クイーンのトレードは、マップにいるクイーンはその場でマークが変へん更こう。エントランスにいるクイーンは、物資と同じくエレベーターを使用するのだ。それはコントローラーのコマンドヘルプシステムで確認済みだった。

　エレベーターから、元ガーベラのエースクイーンが来るはずだった。彼女がカトレアの今後の駒の軸じくとなる。

　マップ上での彼女を回想した。感情的な動きではなかった。ガーベラの拡大戦せん略りやくに乗っかり、単純に行動していた。ガーベラのキングの意思どおりに動いていた。つまり、金で動いていたのだ。

　カレンとのバッティングは避さけていたが、戦いに消極的というわけではなかった。ちらりと見えた戦い方には、残ざん虐ぎやく的てきな性格が滲にじみ出ていた。できれば彼女と組みたくないのが本心だった。このトレードをどう受け取るだろうか。あっけなく裏切られる可能性も否定できない。しかし、これしか方法はないのだ。

　チーンとエレベーターから音がした。続いて扉ドアが開く。

　エレベーターの中から出てきたのは、セーラー服姿の小こ柄がらな少女だった。

「ハーイ、カトレアさん」

　彼女はくすっと笑ってエントランスに歩み出た。ふわっと緩ゆるやかな風が通り抜けた感覚があった。長い髪をツーテールにまとめリボンで結んでいる。福ふく原はらの顔を見て、にこにこと笑っている。

「君がガーベラのエース？」

　福原はいぶかしげに彼女の顔を見た。幼い彼女は本当にエースクイーンなのか。だまされている可能性はないだろうか。

「エースかはわかんない。火ひ野の里り加かです、よろしくね」

　彼女はそう名乗り、持っていた札束を福原に渡した。

「これが差額分のお金。これで一番のお金持ちのマークになったねえ」

　火野はとことことエントランスに歩き出る。

「コードは？　マップにいるクイーンを誘ゆう導どうしたい。元ガーベラの残り三人」

「あの子たちも含めてトレード？」

　福原はうなずき、火野からイヤホンのコードを聞きだし、マップに点てん在ざいするクイーンに指示を出す。

「どういうことかな。まだゲームをやるってこと？」

「当然だよ。ガーベラだってそうだろ」

「えー、出口を見つけたからトレードにかこつけてお金を手に入れたのかと思ったよお」

　火野が呆あきれたように首を振った。

「出口探しは続行する。必ず見つけるから、それまでこのメンバーでこの場所を維い持じする」

　マップにいるクイーンには、トレードの事実を伝え、そのまま戦線を維持するよう指示を出す。一応ガーベラと協定を結んだことになっているが、それが破られるのは時間の問題だろう。そうしたら、エリアを明け渡すしかない。

　福原が指示を出している横で、火野がこちらを覗のぞきこむように見ている。

「なに？」

「君って歳としいくつ？　若いねえ。お名前は？」

「高校二年の福原駿しゆん介すけ。君の年齢は？」

　福原が聞くと、火野はいたずらっぽく笑った。

「じゃあ、当ててみて。外したらお金をちょうだい」

　顔つきは小学生のように幼い。

「一五歳の高校一年生。血液型Ａ型。普ふ段だんは学校に通いながら、囚しゆう人じんゲームに参加をする。学校は女子校。女子からは人気のあるタイプで、学校の帰りに友達とカフェで甘あまいものを食べながらファッションと恋愛について雑談することが日課。趣味はメール、カラオケなど」

「……わー、すごいね。なんでわかったの？」

　火ひ野のが目を丸くしている。

「小こ柄がらで童どう顔がんだけど、意い外がいに曲線的な体つき。同時に首筋の肌の張りからだいたいの年齢としを判断。女子校としたのは、男の子受けする髪型と化粧じゃないこと。たぶん私生活でも男の視線に接していない。女子中学は少ないから女子高校とした。学校帰り……は、どの女の子もそんな感じの行動をしているだろうから言ってみた。ついでに俺おれは体たい臭しゆうで血液型を当てる特技を持ってる」

「うわー、ちょっと失礼なこと言ってるねえ」

「囚人ゲームはどのくらいこなしてる？」

「うーん、答えてもいいけど、それ相そう応おうのお金をもらうからね。情報もただじゃないもん」

「わかった。言いい値ねでいいよ」

「ランキングはＢのゴールド。まあまあでしょ。福ふく原はら君の言ったとおり普段は学生」

　火野はセーラ服のスカートをつまんで見せた。

「その服、自じ前まえ？」

「ゲームの途中で手に入れたから着替えたの。ドレスは動きにくかったし。まあ、セーラー服は学生のドレスのようなものじゃん」

「どんな理由で君はこのゲームに参加した？　デージーの囚人コンビを抜かして、ほとんどが初心者だった。でも、クイーンにはもう三人だけ囚人ゲームのベテランがいる」

　マップ上では四人のエース級を軸じくにゲームが展開されていた。ゲームオーバーとなったデージー。飛鳥あすか、カレン、そして火野。

「お水もらっていい？　……里り加かはねえ、なんていうか、この囚人ゲームの様子を見てくるよう言われたんだよねえ。上の方からさあ」

「所属している派は閥ばつ？」

　プレイヤーで構成された派閥があるとカレンは言っていた。

「派閥かあ。まあそんな感じかな」

「あのデージーマークの囚人と、飛鳥とカレンは知ってる？　どこの派閥とか」

「……うーん」

「ほら」

　火野が考えている振りをしているので、福原は投入口に紙し幣へいを入れてやった。

「デージーの人はけっこう有名だった。でも戦うことになると人が変わっちゃうからね。それで、いろいろあってプリズナーに落ちたらしいけどよく知らない。飛鳥ちゃんも参加してたね。このゲームでもニアミスしたけど。知り合い？　飛鳥あすかちゃんは協会所属でしょ。できれば戦いたくないなあ。ちょっと仲良くしてた時もあるし」

「カレンは？」

「カレンちゃんが参加してるんだよねえ」

　火ひ野のはため息をついた。

「友達？」

「違うよ。違う派は閥ばつだしね。カレンちゃんはかっこいいんだけどね。いつもビシッとスーツを着てたりして、きらきらしてる」

「同性受けするタイプだよな」

「最初は協会寄りだったけど、次々と派閥を移動したりしてる。先々でトラブルを起こして、今の派閥に落ちついたらしいの。だから、空くう転てんのカレンとか陰かげで呼ばれてる」

「トラブル？」

「グループの中心になるタイプなんだけど、ちょっと怖いところあるでしょ」

「確かに、すでにクイーンをまとめてたよな」

「女の子にはまだ優やさしい方なんだけど、男の子には冷れい酷こくでさあ。髪触さわったくらいで半殺しの目に遭あわせたこともあるらしいね」

「髪を触って？」

　福ふく原はらはどきりとした。

「自じ慢まんの黒髪らしいからね。基本的に男嫌いなところあるね。軽いタイプとか大嫌い。囚しゆう人じんゲームに参加するたびに、男性プレイヤーを再起不能にすることで有名。目を潰つぶしたり、手足の筋すじを切ったりと陰いん湿しつなことするらしいよ。あれ、どうしたの、福原君汗でべっちょべちょだよ」

「で、カレンはなんのために参加をしてる。君も様子を見るって？」

　福原は額の汗を拭ぬぐいながら聞いた。

「……最近のことだけどね、知能系のプレイヤー、つまりこのゲームでのキングね。それが不足しているの。ちょっとトラブルがあって大おお騒そう動どうになってる。そのトラブル関連で失われた知能系プレイヤーをどうにかして補ほ充じゆうしなきゃいけない。ということで、知能系プレイヤーを選別するような囚人ゲームが多く行われているらしいの。そのうちのひとつがこれ」

　確かに、このゲームは福原のような初心者の能力を引き出すようなゲームルールではあった。

「それで、このゲームのルール上、数人の上級肉体系プレイヤーが参加できることになっていたから。で、私は派閥の代表として様子を見に来た。飛鳥ちゃんも協会から指示されたんじゃないかな。派閥間で牽けん制せいし合っているからさあ。本当はこんな複雑な設定のゲームは、初心者だけしかやらないんだけどね。それだけいろいろあったってこと」

「カレンも様子を見に来たのか」

「カレンちゃんは、独自に目め星ぼしにかなう知能系プレイヤーを探しに来てるのかもね。カレンちゃんは組んでいた知能系プレイヤーを使い捨てにするからね。気に入らないと、すぐにぼこぼこにして再起不能にして。だからじゃない？」

「なるほどね」

　福ふく原はらは火ひ野ののカードに金を補ほ充じゆうしながらうなずいた。金を入れ続けないと言葉が止まってしまうのだ。

「今度は私から質問していいかな。なんで、あのトレードをしたの？　カレンちゃんを持っていて、一番有利だった」

「火野もそう思う？」

「カレンちゃんは戦闘の超エリートだよ。蠍座スコーピオンのカレン」

「スコーピオン？」

「あー、能力の種類分けだよ。パルスの能力解放の種類はいっぱいあるから、協会が星座に当てはめて管理しているの」

　パルスのカテゴリー。それだけパルスの出力能力にはバリエーションがあるということなのだ。

「スコーピオンはどんなタイプ？」

「戦闘用だね。爆発的な能力解放。一いち撃げき必ひつ殺さつの攻撃」

「カレンには勝てない？」

「正面からだと不利だね」

「火野のパルスカテゴリーは？」

「それは言わないでおく。ぺらぺら喋しやべるもんじゃないからね。で、質問の答えは？」

「カレンは信頼できなかった。このゲームは出口探しや他マークとの争あらそいと同じくらい、クイーンとキングの関係が重要だと考えた」

「でも、もうゲームは終しゆう盤ばんだよ。この時点で初めて会った私のほうを信頼するの？」

「君を信頼しているわけじゃない。俺おれはこの場所で唯ゆい一いつ信頼できるものは形のある金だと思った。君もそう思ってるはずだ。だから、俺たちは協調できるはずだよ」

　マップの動き。直接の対話。やはり火野の行動のベースとなるものは金だった。

「でも、お金で簡単に裏切る可能性もあるけどね」

「ということは、金があるうちは大丈夫だってことだろ。この不安定な空間の中で、それだけは信用できる」

「オーケー。それがなくなるまでは一いつ緒しよに行動してあげるよ」

　火野はテーブルの札束を指さしてウインクをした。

　福原は苦にが笑わらいしてから、再び画面と向かい合った。ほとんど理解できなくなってしまったデータの画面。冬の海のように漆しつ黒こくの冷たいデータだけが波打っている。

　それでもやるしかなかった。画面上で他ほかのマークの動きを牽けん制せいしつつ出口探しを行う。今度こそ目を逸そらすわけにはいかなかった。

　福ふく原はらは深呼吸をしてから莫ばく大だいな情報画面を目に映うつした。精神と体が強烈な拒きよ絶ぜつ反応を示したが、それでも実行した。

　画面のデータの混こん沌とんは再び激しさを増していった。福原の精神状態は一気に限界を迎えた。臨りん界かい点てんの精神状態のまま、チェスは終盤エンドゲームに突入した。
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　ゲームの中心は再びガーベラとなった。

　カレンというスーパークイーンを中心に最大の武力を手にしたガーベラは、マップ上で再び拡大戦せん略りやくを取り始めた。トレード時に一時結ばれたはずの協定は、まったく機能しないまま実質的に消しよう滅めつした。

「混乱しているな」

　ガーベラのキングが画面を見ながらにやりと笑った。

「誰だれが？」

　カレンがエントランスに入ると、ガーベラが困こん惑わくしたような視線を向けた。

「部屋を増やせと言ったはずだ」

「私もいろいろやることがあったのよ」

　カレンはじっとガーベラのキングを見つめた。ガーベラは視線をカレンに向けずにいる。ガーベラのキングとクイーンの関係は微妙なバランスで揺らいでいた。

　キングが命令し、クイーンが従うという形態を取ってはいたが、それは表向きだった。金を配るだけの道具。しかし、他ほかのマークよりはこのコミュニティーの中にいる方が有利である。そんな条件下での融ゆう合ごう。

「で、誰が混乱しているって？」

　カレンは椅子の後ろに回り込み聞いた。

「カトレアさ。協定だとか甘あまいことを言っていただろ。慌あわてふためいているはずだ」

「わかるの、画面で」

「数字でわかるさ。カトレアの部屋は減っていく一方で、ほとんど取り返せていない。戦線だって維い持じできていないはずだ」

「……はずだ、か」

　カレンはふっと笑った。

「あのトレードはカトレアにとっての大だい失しつ態たいだった。現実から目を逸らし、目の前の問題から逃げ出し金を手にしただけのトレード。金なんて、クイーンさえいれば取り返せるんだ。あいつは能のうなしだった」

　ガーベラは饒じよう舌ぜつに語っている。クイーンに対しての自己アピール。

「私はそうは思わない。自分を知るっていうことは重要。彼は逃げずにやるべきことをやっている。ゲームを続行、そして成功を目め指ざしている。現実的にね」

「違うね。現実的にゲームは俺おれが握っている。もうすぐカトレアも、ローズもデージーもエントランスに引きこもることになる。部屋は全すべて支配し、全ての配給を掌しよう握あくする」

「で、その後は？」

　カレンはガーベラの肩に手を置いた。

「ちょっと観察させてもらったけど、あなたはもう画面を見ていない。ゲームの意思から目を逸そらしている。恐怖と欲望に負けて部屋の取り合いというシンプルな争あらそいにゲームを持っていった。画面のデータなんか拾えないでしょ。表示されている部屋の数とクイーンの数だけしか見ていない。クイーンには漠ばく然ぜんと部屋を取るように指示を出すだけ」

「それは仕し方かたないだろ。囚しゆう人じんゲームのルールどおりに動いてるだけだ」

「ゲームの成功は、たぶんこの争いの延長上にはないわ」

　ガーベラはカレンから視線を外した。

「だからってやるしかないだろ。おまえらだって、それに乗っている。いかに多くの金をあつめるかもゲームの要素だ」

「乗ってはいないの。私はただ様子を見ていただけ。運命を託たくせるプレイヤーが居るかどうかをね。で、結論を出したの。役に立たないキングはもう終わらせた」

　カレンは画面を指さした。残りキングの数は四人となっている。あえてキングピースを破は壊かいせずに玩具オモチヤとして残していたキングも離り脱だつさせた。

「当然だろ。残すことになんの意味があった」

「あれはね、サディスティックな感情から残していたわけじゃないのよ。まあ、チャンスをあげるという意味もあったけどね。でも、一番の目的はあなたたちに自分の立場を知ってほしかっただけ」

「どういうことだ？」

「残り四人のうち、あなたとデージーは駄だ目めだと思った。デージーの能力はある程度あることがわかったけど、所しよ詮せん負け犬だもの。いったん囚人落ちしたプレイヤーに用はない。そして、あなたにも。はっきり言ってセンスがない」

「……だからってどうする。このコミュニティーが一番安全なことには変わりない」

　ガーベラは画面から視線を外さずに言った。声が上ずっている。

「このコミュニティー？」

　カレンはふふっと笑い、画面の前に立った。

　カレンはガーベラの胸ぐらをつかむと床ゆかに投げ飛ばした。

「このコミュニティーなんて存在しないのよ」

「……おい、ペナルティーだぞ」

　床ゆかに転ころがったガーベラが啞あ然ぜんとしている。

「同じマークのキングに手を出すのは、ね」

　カレンは椅子にどかっと腰を下ろした。

「まさか……」

「そうよ。私はデージーマークになったの」

　ガーベラは、はっと画面を見る。

「数は変わってないでしょ。デージーのクイーンが一人ガーベラに変へん更こうしたからね。で、デージーのエントランスでも、こんな感じになっているはず。要するに、私のコミュニティー。言うなら、このゲームの主導権は私が握っている」

　カレンを中心にクイーンの集団が構成されているのだ。

「マップを見ていないからデージーマークの私がここに入ってきたことに気づかない。小さくなったテロップも見えない。あなたはもう何も見えていないということ。レーダーの不良品」

　カレンは微笑ほほえんだ。

「どうする？　言っておくけど、離り脱だつはさせない。あなたは、これからガーベラのクイーンに資金を供給するためだけの道具となるの」

「…………」

　ガーベラは呆ぼう然ぜんと床に膝ひざをついている。

「足でも舐なめる？　そうしたら許してあげる、かも。ほら、ふふふ」

　カレンは椅子に座ったまま右足を伸ばした。

　ガーベラはしばらく怯おびえた様子でとまどっていたが、カレンに近づくと足をそっと持ち上げ、口に近づけた。

「本当に舐めんじゃないわよ」

　カレンは立ちあがると、ガーベラを強烈に蹴け飛とばした。床に転がったガーベラは悲痛なうめき声を上げている。さらにカレンはヒールでガーベラの足を踏ふみ潰つぶした。

「私が男に求めるものは、金でも服従でもない。ただ能力だけなの」

　カレンは冷たく言った。

　その後、マップはカレンを中心に動き始めた。

　ガーベラとデージーは実質一つの集団として稼か働どうし始めた。クイーンの数を利用して、強ごう引いんにエリアを拡大し始める。

　その動きはただ、エリアを拡大したというだけだった。今までのようにキングのフォローはなくなり、動きの緻ち密みつさはなくなったが、それでも戦力は圧倒していたため、全く問題はなかった。ゲーム開始から四十時間。残り八時間の状況。







デージー　　部屋数[image: 112]　クイーン３

カトレア　　部屋数13　クイーン４

ローズ　　　部屋数11　クイーン２

ガーベラ　　部屋数[image: 114]　クイーン８










　ローズとカトレアは、ほぼエントランス付近にクイーンを集め防衛をしている状況だった。戦線は後こう退たいし、もはやエントランスに引きこもるだけしか選択はないように思えた。

　カトレアのクイーンの動きは無む造ぞう作さで錯さく乱らん状態にあった。それでも、クイーンを離り反はんさせることなく数を維い持じしていた。

　それから三時間後、残り五時間になった時、マップが動いた。

　カトレアがエリアを盛り返し始めたのだ。

　動きは繊せん細さいで力強かった。エースクイーンを軸じくに四人のクイーンを展開し、迅じん速そくにエリアを奪っていく。さらに、部屋に取り残されたクイーンを囲み降こう伏ふくさせるなどして、クイーンの取り込みにも成功した。

　そんな数値の変動をカレンはエントランスの椅子に座って眺めていた。

　エントランスの隅すみには、ガーベラのキングが血まみれになって転ころがっている。

「やっと解放したってことね」

　カレンはにやりと笑い立ちあがった。
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　福ふく原はらは画面をぼーっと見つめていた。

　画面はクリアだった。テレビの砂すな嵐あらしのようだった画面はリアリティーのある空間が広がっていた。

　福原は気づいた。このドットで表現されていた画面は、リアルなデータの集合体だったのだ。空間の全すべての要素を詰め込んだデータの集合体。部屋という空間も、部屋にいるクイーンの髪の一本一本まで福原は目にすることができた。

　画面のデータを拾うべく精神をすり減らし、限界を超こえた瞬間、チャンネルが変わるようにこのように見えたのだ。パルスの解放だった。

　あとはシンプルだった。カトレアのクイーンに指示を出し、まずは奪われたエリアの回復。ゲームの本線ではないが、やはりエリアは広げた方がよいと考えた。クイーンの半径二メートルはエリアでなくても確認できるのだ。できるだけクイーンを動かした方がよいのだ。

　マークするべきカレンなどの動きを知る必要があった。カトレアエリアとガーベラエリアの戦線付近にはカレンの姿は見えない。なんとなく、カレンはガーベラのエントランスにいるような気がした。

　時間経過に伴ともない、クイーンとのコンビネーションは上がっていった。自分の手足のように動かせた。思った。所しよ詮せん人間もデータの集合体なのだ。世界は数字で構成された冷たい世界で、心や感情などは存在しない。そんな要素は別の場所から電波のように飛ばされ、それを空からっぽの人間が受信する。空っぽの世界で空っぽの人間が空っぽの人間を憎にくみ愛しています……。

　ガーベラのクイーンたちの動きはとても稚ち拙せつで乱暴だった。見えていないのだ。ただ、部屋から部屋に移動していた。そんな単純な動きを、福原はある意味神のように見下ろせた。

　急展開だった。エリアは一気にカトレアが奪った。逃げ遅おくれたクイーンも降こう伏ふくさせて取り込んだ。マップ上の争あらそいに関してはもうカトレアの勝利目前だった。

　そんな時、視し界かい範囲にカレンが出現した。画面越しに見るデータのカレンは、他ほかのどのクイーンよりも綺き麗れいだった。実際に見る現実のカレンよりも、画面越しに見るカレンのほうが美しかった。綺麗な数式のデータで表現されているのだろう。

　福ふく原はらはすぐに対策を取った。カレンはある程度自由に動かす。エントランス付近に接近したときだけ注意すればいいのだ。その場合、火ひ野のと他のクイーンを呼び寄せ、数の利で対抗する。

　それでも、時とき折おり火野をニアミスさせてカレンを牽けん制せいする。そんな行動を繰り返すうちに、ついにカレンの動きは止まった。空から回まわりしている自分の行動を知ったのだ。

　カレンは頭上を見上げて微笑ほほえんでいた。

　こちらを見ていた。画面越しに笑いかけていた。

　その後、カレンはガーベラのエントランスに戻っていった。闇やみ雲くもに動いても無む駄だだと悟さとったのだろう。

　福原はこの時、ガーベラとデージーのキングが機能していないことを察さつ知ちした。カレンのマークがデージーだったこと。デージーとガーベラのクイーンが協調する動きを取っていたこと。それだけで全すべてはわかった。

　ガーベラとデージーの枠わくの崩ほう壊かい。

　ガーベラとデージーのマークの垣かき根ねはなくなり、カレンを中心とした集団が構成されていたのだ。だからこその、乱暴な動きだったのだ。

　二人のキングは脱だつ落らくしている。今までのキングのように暴行を受けて実質的にリタイアしている状態だろう。だとしたら、もう恐れるものはなかった。心配だったのは、カレンと来くる栖すが組まれることだった。しかし、カレンはその選択はしなかったのだ。

　福原は勝利を確信した。マップは安定し、この能力でたぶん出口はあっけなく見つかる。それほどに画面の数値のデータは綺麗に整列していた。

　福原はさらにクイーンを展開しエリアを広げていく。もう一回このクリアになった視界で全ての部屋を確認したかった。きっとどこかに出口のヒントがある。

　そんな中、ふと福ふく原はらは視線を止めた。

　視し界かい範囲にちらりと捉とらえたローズのクイーン。飛鳥あすかが壁に寄りかかりじっと傷ついた体を癒いやしている。

　画面越しに飛鳥の苦痛と疲労が見て取れた。

　福原はクイーンに指示を出し、その場所を迂う回かいさせた。







　残り三時間。

　福原は焦じれていた。エリアはほぼ手中に収おさめている。しかし、見つからなかった。肝かん心じんの出口がどこにもない。

　そして、マップ上の異い変へん。

　またも淀よどみ始めるデータの海。

　カレンがまたも動いたのだ。集団を作っては壊し移動し続け、ついにカレンはローズのマークに移動した。同じくカレンを中心にまとまっていたクイーンも移動した。

　キングのフォローなしでは対抗できないと判断したようだった。







デージー　　部屋数０　クイーン０

カトレア　　部屋数[image: 231]　クイーン６

ローズ　　　部屋数19　クイーン11

ガーベラ　　部屋数０　クイーン０










　福原は画面を見つめていた。

　火ひ野のが進んだのは、デージーのエントランス。画面にエントランスのデータが表示される。そして血だらけになって倒れている男も確認できた。

「……その男、エレベーターに乗せてやってくれ。それからキングピースを壊こわして」

　福原はインカムに指示を出した。

　火野は嫌そうな顔をしながらも、口を動かし「オーケー」と言った。

　火野は来くる栖すの体を転ころがすように、開いたままのエレベータに乗せた。エレベーターの扉ドアは閉まり、来栖の姿は画面から消えた。再びプリズナーとしてゲームに使用されることになるのだろうか。しかし、福原はなんの感情も湧わかなかった。沢たく山さんのプレイヤーによってゲームが一つの意思を持つように、所しよ詮せん人間は社会の意思を構成する部品にすぎないのだ。パルスの影響で、感情の温度が下がっているのがわかった。

　すでに消しよう滅めつしているガーベラのエントランスも同じだった。失しつ神しんしているキングの男が転ころがっていた。

　火ひ野のを使い、デージーとガーベラのキングピースを破は壊かいする。

　残るキングは二人となった。

　福ふく原はらには疑問があった。あれだけ強ごう引いんな行動を取っていたカレンが、何故なぜこれまでにローズには介かい入にゆうしなかったのか。

　そんな思し考こうの中、ローズは徐じよ々じよに攻勢を強めていった。出口探しの前に最後の一人のキングを排除しようと行動に出たのだ。クイーンを動かしエリアを奪い取る。その動きは、ローズのキングを中心に整然とまとまっていた。

　福原は思った。これだけ探しても出口は見つからなかった。このゲームは、キングプレイヤーのバトルロイヤル形式を取っているのではないだろうか。最後に生き残ったキングが勝者となる。そんなシンプルなものだったのだ、と。

　やるしかなかった。相手もやる気になっているのだ。受けて立つしかない。

　最後の戦いが始まった。

　福原は対ガーベラのようにクイーンを動かした。序じよ盤ばんはあまり攻めない。隙すきを突いてエントランスに攻め込む必要がある。相手のクイーンをおびき出す必要があるのだ。

　しかし、すぐに異常に気づいた。相手のクイーンの動きは精密すぎた。まるでチェスの駒こまを動かすようにシンプルでスムーズな動き。

　見えているのだ。福原と同じようにローズのキングはミクロ化した画面が見えている。画面のデータを完全に抽ちゆう出しゆつ、管理しており、クイーンとして出力しているのだ。

　ローズの能力が解放されている。ゲームの終しゆう盤ばんになって強烈なまでにローズのパルス能力が開花したのだ。ローズのクイーンの動きは、デージー、ガーベラとは比べものにならないほど、繊せん細さいでいてスピーディーだった。

　カレンは知っていたのではないだろうか。ローズのキングの潜せん在ざい能力が、ガーベラやデージーを上回っていると。

　エリアはすぐに半数を奪い取られた。ローズとカトレアの中間点で戦線が作られる。そこで一進一退の攻防が繰り広げられた。

　ローズの攻撃の中心はカレンだった。福原は当然火野をカレンにマッチアップさせる。

　気になったのは飛鳥あすかだった。飛鳥は見えるエリアに出てきていない。カレンと共同戦線を張る気はないようだった。

　やはり、カレンに受けた傷がまだ癒いえていないようだ。彼女はマップの隅すみで、じっと傷を癒いやしているはずだ。福原の胸が何故かちくりと痛んだ。

　じりじりと残り時間は減少する。

　すると徐じよ々じよにバランスが崩くずれてきた。こちらが押され始めていた。思った。劣れつ勢せいは数の差であると。しかし、すぐにそうではないことに気づく。バランスが崩れた要素は、明確なキングの能力差だった。明らかにローズの戦略が優すぐれている。

　後こう退たいする戦線。エリアは奪われてもよいのだ。じりじりと下がればよい。しかし、エントランスに攻め込まれ、大人数同どう士しの戦闘が起こったとしたら。たぶん、キングピースを守りきることは困難だろう。

　耳鳴りが始まった。ずきずきと頭が痛む。ノンストップでフル回転している思し考こうが摩ま擦さつで熱を帯びてきた。

　エントランスに火ひ野のが戻ってきた。資金の補ほ給きゆうのためだ。

「分ぶが悪い。こうなったらカレンを潰つぶすしかない」

　福原は火野に金を補ほ充じゆうしながら言った。

「……でもねえ、カレンちゃんは強いよ」

「周囲にフォローはさせる。そうして、カレンの資金を削けずる。資金の削り合いになったら、こちらが勝てる」

　総資産はこちらが上なのだ。消しよう耗もう戦せんになったらこちらが有利だ。

「他ほかのクイーンにも徐々に戦ってもらう。そうして、ローズ全体の資金を削る。そうするしか作戦はない」

　今までのクイーンはただの移動式レーダー基地のような役目に終しゆう始ししていた。しかし、今後は戦闘兵器として使用せねばならない。

「どうしよっかなあ」

　火野が考えるふりをしている。

「火野には選択の余よ地ちはないはず。すでにキングは二人だけ。降こう伏ふくしてあちらについたら、ゲームは終わりでそれ以上の金は手に入らない。それに、カレンと派は閥ばつ間かんで対立しているんだろ。こんなゲームでカレンに降伏するわけにはいかないだろ」

「そうなんだけどね」

「勝てたら金は全部やるよ」

「お金お金って、怪け我がしたら責任取ってくれるの？」

「傷が残ったら、払える範囲で月々決まった金額を払うし、火野の将来設計を手伝う。このパルス能力を使って完かん璧ぺきな人生計画を出力する」

「……絶対だよ。お金はもらうからね」

　火野は大きくため息をついてみせると、来ていたセーラ服を脱ぎ始めた。

「ちょっと、お金のために脱いでるんじゃないって」

　火野は、投入口に紙し幣へいを入れ始めた福原をキッと睨にらみつけた。

「本格的にやるなら、この服はちょっと駄だ目めなんだよね」

　火ひ野のは下着姿のまま、脱ぬぎ捨すててあるオレンジ色のドレスを手に取るとスカートをびりびりと裂さき始めた。カレンが序じよ盤ばんに着ていた服だ。

「キャメロンが映画で穿はいてたようなパンツだね」

「このアニメプリントのパンツ流行はやってんだよね」

　火野はへへっと笑ったあと、びりびりに破いたドレスを着た。

「どう？」

　火野はくるっと回って見せた。ふわっと破やぶけた布が舞う。

「似に合あうよ。火野のためにあつらえたようだ」

「へへっ、ありがとね。攻撃を見にくくする目くらましの役目なんだよね。まっ、そろそろ、あの高こう慢まんちき女に一ひと泡あわ吹かせたかったところだしねえ。君も足ひっぱんないようにね。私は痛いの嫌いだから。殴なぐるのは好きだけどね」

　火野はぽきっと手を鳴らした。







　火野が戦線に復帰すると同時に、マップのデータが震ふるえだした。

　福ふく原はらは戦せん略りやくを大きく変へん更こうした。カレンは火野にマッチアップをさせつつ、他ほかのクイーンを動かした。ローズのクイーンの部屋に侵しん入にゆうさせての交流コマンドの実行。

　そうすることでお互いの資金が削けずれていく。そんな消しよう耗もう戦せんの実行。

　ローズも動いた。ただ資金をすり減らすことはせずに、重なったクイーンには攻撃を仕し掛かけさせた。最初はほんの数秒の交戦だったが、徐じよ々じよに本格的な戦闘に移行しそうな兆ちよう候こうがあった。

　福原は今まで集めた情報を反はん芻すうする。他のクイーンのある程度の強さを憶おぼえていたのだ。同時に現在進行の戦闘で強さデータをストックし続ける。

　そんなデータを元に、クイーンを動かし、できるだけ有利なマッチアップを行う。さらにエリアの確保、カレンのマーク、資金の補ほ給きゆう、残ざん高だか確認、問題は山積みだった。

　資金ではカトレア、クイーンの数ではローズ。実質的には互ご角かく。

　勝負を左右するのはキングの能力となった。

　しばらくは互角の展開が続いた。クイーン同どう士しは重なっては離れ、エリアを奪い奪われ、一進一退が続く。

　徐々に福原の心臓が強烈な熱を帯びてきた。鼓こ動どうが激しくなる。データの濁だく流りゆうを受けて息苦しかった。

　ばらばらと天井から紙し幣へいが降ってきた。残り二時間。

　福原は紙幣を拾うことなくクイーンのフォローを実行する。火野を中心に強いクイーンを前面に押し出し、攻めては守りの繰り返し。戦線はバランス取りつつも、震しん動どうするかのように波打っていた。

　画面を見続けているうちに、まずは音が消えた。自分の呼吸の音も聞こえなくなっていた。

　操そう作さするクイーンの感情が手に取るようにわかってきた。恐怖や不安。怒いかりや残ざん虐ぎやくな感情。それらがデータとして福ふく原はらの心に侵しん入にゆうした。

　火ひ野のの感情は炎ほのおのようだった。燃えさかる真っ赤な炎ではなく、青白いどろどろとした炎。それは残虐で痛みを伴ともなうものだった。彼女は戦いを好んでいた。金を求めている振りをしていたのは、そんな残虐な感情を隠かくすためなのかもしれない。

　その他ほかのクイーンの感情は、恐れと高こう揚ようがミックスされていた。高まった精神状態がこの状況で振り切っている。そんな状態もデータにストックする。

　福原のクイーン操作は次し第だいにスピーディーに正確になっていった。データの抽ちゆう出しゆつ、管理、出力。流れるようなコマンド操作。胸の炎が激しく燃え上がるのがわかった。

　さらに福原の精神の高ぶりと共に相手の行動が読めるようになってきた。ローズのキングがどう動くか。カレンをどう動かすか、他のクイーンをどこにぶつけてくるか。そんなデータが見えてきた。

　セカンドサイト。パルス解放の能力は高次元のステージに移行したのだ。

　福原は思った。この能力で全すべて解決する、と。このような緻ち密みつで繊せん細さいな情報勝利能力を持っている人間は他にいまい。力を使い、他人を動かし支配できる。全てを手に入れることができるかもしれない。そんな能力解放。福原は酩めい酊てい感覚の中、笑った。

　福原はクイーンに指示を出し続ける。指示を受けるクイーンも当然のごとく受けいれていた。目と足の役割分担は完かん璧ぺきに行われていた。優ゆう雅がなオーケストラの演奏。

　相手に勝てるクイーンをぶつけ、徐じよ々じよにエリアを奪い返す。ローズのクイーンは全体的に後こう退たい。そしてカレンは孤こ立りつした。カレンは火野を中心にマークをし、資金を削けずり取る。

　そんなシステマチックな展開。このまま消しよう耗もう戦せんを続ければ自動的に資産に分ぶがあるカトレアの勝利が確定する。

「……下がって」

　福原は指示を出した。予想していたのと違うローズのクイーンが部屋にいた。福原はいったん、クイーンを下がらせる。

　些さ細さいなミスだった。大丈夫、ほんの少しのズレだ。

　しかし、続いて展開させたクイーンのマッチアップも失敗した。相手のクイーンの方が強かった。福原は下がらせる。

　強さのランク付けの他、クイーン同どう士しの相あい性しようもあった。誰だれが誰より強い。そんなデータは完璧に管理してある。あとは、いかにクイーンを動かしぶつけるかだけなのだ。

　福原は陣じん形けいを整え迎げい撃げきする。しかし、ローズのクイーンは同時に動きだした。すべて不利なマッチアップを受け、カトレアサイドはただ戦線を下げた。

　ここで福原は気づいた。

　ローズのキングはこちらの動きを読んでいる。

　先ほど福ふく原はらが行っていた行動の上をいっているのだ。カトレアサイドは一気に混乱した。それでも、福原は冷静に指示を出す。戦線を後こう退たいさせつつ、対応しやすい陣じん形けいを構成する。火ひ野のはカレンをマークさせつつ、カトレアクイーンのナンバー２を動きやすい場所に置き、その他ほかのクイーンはそれをフォロー。

　しかし、そんな陣形を予想していたローズサイドは、横から回り込み攻撃を仕し掛かける。さらにカレンが逆ぎやくサイドから回り込み、逃げ道を消していく。

　ローズのクイーンたちは集合として機能していた。意思を持つ生物のように、バラ戦せん略りやくは獰どう猛もうでいて美しかった。こんな時だが、芸術的だとさえ思った。

　急変した戦況にカトレアのクイーンたちが頭上を見上げた。こちらを見ている。ずれだした指示を非難していた。

　福原は陣形を立て直そうと火野を前線に進めた。相手クイーンを牽けん制せいし、その間に周囲のエリアを確保する。戦線のエリア確保は重要なのだ。同じマークの部屋は扉ドアが開いて繫つながっている。逃げ道の確保が必要だ。閉ざされた部屋で不利なマッチアップをされた場合、クイーンが損そん傷しようしてしまう可能性が出てくる。

　しかし、戦線のエリアを確保しているうちに、カレンが裏のエリアを食いつぶし始めた。

　そのフォローに再び福原は火野を下げざるを得ない。戦線では再びローズとカトレアのクイーンが接せつ触しよくする。そんな接触時間は徐じよ々じよに増えていく。状況の混乱を察した火野が、両手を広げて福原に不満をアピールした。

　頭が痛い。福原の情報処理マシーンがキャパシティーを超こえて悲鳴を上げていた。脳の働きをフォローしようと、心臓が大量の血液を送り破は裂れつ寸すん前ぜんまで鼓こ動どうしている。おかしかった。能力解放で高レベルの機能を得ているはずなのに、何かずれている。こんな筈はずではなかった。

　福原は開ききった瞳どう孔こうを画面に向け、必死にローズの感情を読み取ろうとした。クイーンの動きで、相手の思し考こう、戦略が読み取れるはずだった。これほどクリアに明確にデータの動きは見えるのだ。データの動きと思考の因いん果が関係。しかし、福原のクイーンの動きは空から回まわりを始めた。ローズの動きの前にダッチロールを続ける。

　戦せん況きようは不利だった。徐々にカトレアのクイーンたちは固まり始めた。ローズが集団から離れるクイーンを狙ねらう動きを見せ始めたのだ。

　さらに増える接触時間。同じ部屋に重なったクイーンは戦いを始める。特異な状況下で能力を解放させたクイーンは激しく交戦した。交戦は数秒。お互い接触し、不利になったクイーンが後こう退たいする。そして、再び次の戦闘。そんな行動がノンストップで続いた。

　そんな情勢の中、徐々にクイーンに変化が現れた。欲求の急激な急上昇。攻撃的な思考が恐怖を飲み込み始めたのだ。この異い質しつな状況下でクイーンたちはパルスに蝕むしばまれていった。

　データの更こう新しんが必要だった。クイーンたちの戦闘能力はパルス解放によって急変動している。同時に攻撃性の増加。ただの駒こまだったクイーンは自ら戦う意思を持つ戦闘兵器と変へん貌ぼうした。そんな彼女たちの思し考こうを拾った福ふく原はらは、戦せん略りやくを攻撃的にシフトさせざるを得なかった。

　ローズはクイーンを散さん開かいさせ迫ってくる。カレンがマップ上で妙な動きを見せた。火ひ野ののマークを振り切ると、カトレアのクイーンに無む造ぞう作さに突っ込んできた。

　カトレアクイーンの集団はカレンを避さけるよう分断される。それは鮫サメの直線的な攻撃を避さける魚の群れのようだった。火野をフォローに行かせたが、カレンの強ごう引いんな行動を前に、一人のクイーンが集団から外れてしまった。

　ローズのクイーンの集団ははぐれた彼女を一瞬で取り囲む。逃げ道をふさぎつつ、戦闘が開始された。

　部屋の中でクイーン同どう士しが激しくもつれ合っている。[image: ]こぶしを交こう差ささせ、血しぶきまでもがはっきりと見えた。

　福原は痛みにのけぞった。カトレアのクイーンの痛みまでもがデータとして侵しん入にゆうしてきたのだ。

　福原は逃げる方向を指示したが、すでに遅おそかった。暴走した精神状態のままクイーン同士の戦いが続いている。ローズサイドは時とき折おりクイーンを入れ替えつつ交戦している。

　集団からひとりはぐれたカトレアのクイーンは、逃げ道を塞ふさがれたまま戦い続け、ついに力尽きた。

　同時に福原は椅子から転てん落らくした。激痛。リアルな痛みのデータが乱暴に福原を通過していった。床ゆかに転ころがり胃い液えきを吐いたあと、よろけながらも椅子に戻る。ゲームは続行されている。

　ローズは動いていなかった。こちらの様子を窺うかがうようにクイーンを待機させている。

　誘さそっていた。エリアの取り合いではなく、クイーンのつぶし合いを求めている。

「ちくしょう」

　福原は目の前のコントロールパネルを殴なぐりつけた。悟さとっていた。ローズのキングの能力は福原の上のレベルなのだ。だからこそ、カレンもローズについたのだ。相手の思考を読み取り先を行くセカンドサイト能力の解放は圧倒的にローズが優勢だった。

　誘いに乗るしかなかった。こうなったらクイーンの個々の能力に賭かけるしかない。駒の動きで勝負をしては後おくれを取とってしまう。

　すでにクイーンの精神状態も臨りん界かい点てんだ。離り脱だつはなかった。戦って敗退するか、生き残るかの選択しかない。

　福原はクイーンに指示を出す。小こ細ざい工くはせずに正面からぶつける。

　部屋にクイーンのデータが重なり、激しく戦闘を始めた。

　血と痛みの悲鳴のデータが画面を支配している。カトレアとローズのクイーンが部屋の中で揉もみ合い殴なぐり合い血しぶきを飛ばしている。退たい却きやくの選択はない。ただ、相手が倒れるまで戦い続けるというシンプルな戦闘。

　カトレアのクイーンは、カレンをマークしている火ひ野の以外は、全すべて戦闘を行っていた。お互いの資金と身を削けずる超ちよう接せつ近きん戦せん。

　徐じよ々じよに各部屋の戦闘状況のバランスが崩くずれていく。

　最初に倒れたのはローズのクイーンだった。血ち反吐へどを吐いて倒れるクイーンの姿。それでもローズは無む造ぞう作さにクイーンをぶつけてくる。今までの繊せん細さいな戦せん略りやくが噓うそのようだった。

　福ふく原はらは苦痛のデータにのたうち回る。痛みのシグナルが届いてくる。体がギシギシと軋きしんだ。

　戦闘はさらに激化し、それに伴ともない脱落していくクイーン。暴走するクイーンのバトルはさらに加速する。

　数の上ではカトレアが不利だったが、福原のフォローでローズのクイーンの消しよう耗もうが顕けん著ちよだった。強さのランク付けどおりにマッチアップさせた結果なのだ。

　しかし、勝利したカトレアのクイーンの部屋には、すぐにローズのクイーンが入ってくる。クイーンの数ではローズが上だからだ。

　混こん濁だくしたデータを撒まき散ちらしながらクイーンたちは戦い続ける。

　福原は頭をくらくらさせながら、戦況の情報を整理した。ここまで、カトレアのクイーンのゲームオーバーは二体。対してローズは六人をゲームオーバーとしている。残りクイーンはカトレアが四人、ローズが五人。

　マップ上でカレンは動いていなかった。激しく乱れるデータの外に立っている。

　思った。これはローズの戦略なのだ。資金の問題だった。カレンに資金を一極集中させている。だから他ほかのクイーンをこれ以上動かして資金をすり減らすよりもバトルに使用した。クイーンの間ま引びきをあえてしている。

　要するに、最強のカレンさえ残ればいいと思っているのだ。ローズはすでに他のクイーンの操そう作さを止めている。ただ、駒こまとして動かしている。福原のように痛みや苦しみを共有するデータ操作の枠わくから外している。

　一方福原には限界が近づいていた。流れ込むデータは異常に歪ゆがんで尖とがっており、処理の段階で福原を傷つけ疲ひ弊へいさせていった。

　そして、ついにカレンが動いた。精神状態が暴走気味のカトレアのクイーンの部屋に突入。福原は退たい却きやくの指示を出したが、彼女はもう福原の指示を聞かずにバトルを開始した。ノンストップの戦闘で精神のリミッターが振り切れているのだ。

「……ああっ」

　福原は椅子の上で悶もん絶ぜつした。勝負は一瞬にして決した。カレンの前に無む惨ざんに砕くだけ散ちるクイーンのデータ。

　これ以上クイーンが減らされてはならなかった。チェスが一つの駒ではチェックメイトができないように、このゲームでも複数の駒を保つことが必ひつ須すなのだ。

「カレンを止めろ」

　福ふく原はらは火ひ野のに指示を出した。もう直接対決は避さけられない。

　この戦いで福原の運命が決まるも同然だった。カトレアとローズの最終決戦。

　火野は悠ゆう然ぜんとカレンに近づく。彼女の精神状態も高こう揚ようしていた。火野のデータはマグマのようにどろどろと熱かった。臨りん界かい点てんが近づいている。制せい御ぎよが外れる前にカレンと戦わせる必要もあった。

　火野は残ざん虐ぎやくな感情を垂れ流しながら、カレンの部屋へと入った。エースクイーン同どう士しの直接対決。

　部屋の中で二人のクイーンが向き合っている。

　火野の破やぶいたドレスがひらひらと揺れている。揺らめくデータが空間の座標を舞っている。オレンジ色の炎ほのおのようだった。

　カレンは手首をくるくると回しながら火野に視線を向けていた。この状況でも安定しているカレンのデータ。静かな風のようなカレンの表情。火野とは格が違うことに気づいた。彼女は数字の芸術品だった。

「……焦あせるな。持ち資金が少ないのはカレンの方だ」

　福原は火野に言った。ローズは最大十一人のクイーンを維持し分配していたはずだ。だからこそ、短期決戦を選択したのだ。資金の消しよう耗もう戦せんとなる前に、クイーンのつぶし合い戦せん略りやくを選んだ。資金で負けていることを知っている証しよう拠こだ。

　身じろぎせずに立っている火野に対して、先に動いたのはやはりカレンだった。ゆっくりと距離を詰めていく。火野はその動きに合わせて、部屋の壁かべ際ぎわを移動した。

　お互い距離を取りながら円を描くように動いている。

　そんな部屋の周囲では、その他ほかのクイーンが戦いを繰り広げていた。もう福原の指示は届かなかった。ただ、目に映る敵を排はい除じよするだけの機械となった。

　やはり、プレイヤーにとって、能力以上に制御力が重要であるのだ。同じくすでに暴走気味の自分の能力が不完全であることを知った。この能力で全すべてを手に入れることができるなど、傲ごう慢まんこの上ない思し考こうだったのだ。

　画面がチカチカと見えづらくなってきた。能力の急激な低下を感じた。瞬しゆん発ぱつ的てきな能力解放なのだ。そろそろ力が尽きる感覚があった。

　火野の状況。ゆったりと歩いていたカレンがいきなり速度を変えた。距離を詰めると顔面をめがけて打撃を打ち込む。しゃがんで交わした火野に、体を回転させての足払いをする。足を払われた火野だったが、床ゆかに手をつき側そく転てんをしながら壁際のポジションから脱出した。

　さらに追つい撃げきしたカレンだが、逆ぎやくに火野のカウンターのキックを胸に受けて後ずさった。

　火野が健けん闘とうしている。敏びん捷しような戦闘スタイルの火野にとって、逃げながらの戦い方はマッチしていた。さらに、ぼろ切れのようになっているドレスが目くらましになり、カレンが火野の攻撃を見切れていない。

　時間を稼かせげればいいのだ。このまま戦闘が続けば先に資金が尽きるのはカレンだ。火ひ野のには大量の資金を補ほ充じゆうしてある。

　カレンはステップを踏みながら火野との距離を詰めだした。リズムを変えつつ打撃中心のスタイルを取る。小こ刻きざみなパンチを放ちながら部屋の隅すみに追い詰める。追い詰めた火野にストレートを打ち込んだが、火野は壁を蹴り上げ、カレンの頭上を飛び越え脱出。火野の動きはオレンジ色の蝶ちようのように見えた。

　状況設定が火野と福ふく原はらに味方をしていた。追い詰められていたカトレアサイドに光が見えたのだ。このまま時間をすり減らせばお互いに決め手を欠き引き分けとなる。こちらがローズのキングを攻撃することは難しいが、相手も攻撃の手を失う。チェスでいうステイルメイト。

「そのままだ、そのまま。落ちついて」

　徐じよ々じよに火野の攻撃がアクティブになってきていた。福原はそんな火野をなんとか制せい御ぎよする。

　福原は一瞬だけ周囲の状況を確認した。その他ほかのクイーンの状況。すでにカトレアのクイーンは火野を除いて残り二人。現在一人は交戦中。もう一人は壁に凭もたれかかり憔しよう悴すいしている。ローズサイドも同じようなものだった。激闘の疲労と痛みのデータを拾い、福原も顔を歪ゆがめた。

　そんな時、画面のデータが強烈に震しん動どうした。画面が一瞬フラッシュしたかのように、大量のデータが爆発したのだ。

　視線を戻し愕がく然ぜんとした。火野が倒れていた。その正面には手を血で濡ぬらしたカレンが立っていた。強烈な能力解放。画面は未いまだに揺れていた。

　あの時と同じだった。囚しゆう人じんのデージーを倒したときの能力解放。爆発的な能力解放でケリをつけたのだ。

　跪ひざまずく火野にカレンがゆっくりと近づく。

「火野！」

　失敗だった。ゲームの敗退を象しよう徴ちようするデータの乱れ。画面がぐにゃりと歪んだ。福原の能力解放も限界だった。

「くそったれ！」

　福原は両手でコントローラーを殴なぐりつけた。この程度のゲームすらクリアーできないのだ。福原は自分の不ふ甲斐がいなさを呪のろった。画面が涙でぼやけて見えた。

　交戦中だったカトレアのクイーンも敗れていた。

　カトレアの残りのクイーンは二人。しかし両方とも、ほぼ戦闘不能だった。火野はカレンに敗北。もう一人のクイーンは意識が混こん濁だくしているのか、福原の制せい止しも聞かずにマップを移動していった。彼女の資金はもうわずかなはずだ。ローズエリアに移動していくと、資金がなくなりゲームオーバーとなる。

　福原は椅子からずり落ちた。部屋がぐるぐると回っていた。限界だった。だらだらと鼻血が流れ落ちたので床ゆかに散らばっていた紙し幣へいで乱暴に拭ぬぐった。

　画面を見た。もう砂すな嵐あらしだった。能力解放の時間は尽きたのだ。ゲームのリミットを前に、タイムオーバーだった。

　福ふく原はらが床ゆかに倒れていると、階段から足音が聞こえた。

「…………」

　椅子に凭もたれかかりながら立ちあがる。

「エントランスに来てくれ……頼む」

　福原はインカムに言った。火ひ野のではないもうひとりのクイーンにだ。彼女はまだぎりぎり戦うことが可能だったはずだ。

　福原は首を振った。間に合うわけがない。気配を感じて振りかえる。

　エントランスの出入り口から姿を現したのは血まみれの火野だった。火野は、よろよろとエントランスを歩くと、福原の胸の中に倒れ込んだ。

「……ミスっちゃった」

「仕方ないさ。やるだけやった」

「残りのクイーンがここに来るよ」

「ここまでか。離り脱だつするか」

「そんなの嫌。こんなゲームに失敗したら評価が下がるもん。今後の囚しゆう人じんゲームにも影響……いたたた、ちくしょう、あの野や郎ろうめ」

　福原は火野を椅子に座らせ傷を見た。腹部がざっくりと裂さけていた。どんな攻撃を受けたらこのような傷を受けるのか。

　福原は火野の服をはぐと、床に落ちていた止し血けつスプレーを吹きかけた。自分のシャツを脱いで細く裂き、体に巻き付け傷口だけはふさぐ。

　絶望的だった。もはや手持ちのカードは何も残っていない。

　画面を見た。砂嵐と化したマップ画面だが、数字だけは判断できる。

　カトレアの残りクイーンは一人に減っていた。ついに火野一人だけだ。ローズは四人残している。数字上でも敗北だった。

　失望感に福原の意識が遠のき始めた。意識を保つ糸は細く伸びきっている。もうすぐぷつりと切れてしまう。

　そんな時、再び階段を上る足音が聞こえた。追おっ手てが来たのだ。心臓が高鳴った。

　福原は恐る恐る出入り口に視線を向けてから啞あ然ぜんとする。ローズのクイーンが立っている。

　エントランスに入ってきたのは飛鳥あすかだった。

「……なんでここに来た」

　飛鳥の顔には真っ黒に固まった血がこびりつき汚れていた。カレンに歯が立たず傷だらけになっていたのだ。再び対決しようにもカレンとは同じマークになっている。同じマークは戦えない。

「呼んだじゃない」

　飛鳥あすかはイヤリングを放り投げた。あの迷めい走そうしていたクイーンのイヤリングだった。

　二人は向かい合ったまま沈黙した。

　飛鳥は視線を外して直立している。

「……なあ」

「なに？」

「エレベーターから離り脱だつしろ。そんなぼろぼろの格かつ好こうでなにやってる」

「……あなたこそ離脱することね」

「俺おれは最後までやる。こんなゲーム程度こなせないようだと、姉も助けることはできない」

　福ふく原はらの言葉に、飛鳥は小さく息を吐いた。

「もう諦あきらめるのね。あなたはゲームに向いていない。お姉さんは……いつか私が……」

「俺が助ける」

　飛鳥は首を振り、キングピースに歩み寄る。福原は飛鳥の前に立ちふさがった。

「どいて」

　飛鳥は福原を睨にらみつけている。こんな状況でもお互いはずれていた。福原は首を振った。素直に言葉に出せば全すべては解決するというのに。

「立たち花ばな、俺と……」

　福原は出かかった言葉を飲み込んだ。

「降こう伏ふくしろ」

「……何故なぜそんなことを言われないといけないの」

「このエントランスにはカレンと互ご角かくに戦った火ひ野のがいる。カレンにぼこぼこにされたおまえじゃ勝てない」

「…………」

「それともカレンと敵になるのが怖いのか」

　飛鳥はむっとした様子で福原を睨みつけた。

「わかったわ。戦せん略りやく的てきにだけど降伏する」

　飛鳥は言った。

「……嫌な奴やつ」

　気持ちを緩ゆるめた福原は床ゆかに崩くずれ落ちた。
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　波の音が聞こえた。

　海の上に立っていた。真っ青な海の上。

　海面の揺らぎは徐じよ々じよに穏おだやかになり、真っ白になっていく。足下を見た。いくつものラインが交わっている平面の上に立っていた。チェス盤ばんのような方ほう眼がん図ずの上。

　声が聞こえた。

　私たちがいた海をシンプルな座標で表現するとこうなります。最初は戦せん略りやくもシンプルだったのです。

　マス目に白い丸と黒い丸が並んで出現した。さらに白い丸を挟はさむように黒い丸の出現。挟まれた白い丸は黒に変わった。まるでオセロだった。

　シンプルです。同じ色のデータと協調して他ほかの色のデータを取り込むのです。

　足下では沢たく山さんの白と黒の丸が色を変えながら増ぞう殖しよくしていった。さらに他の色も加わり、足下は沢山のカラーが氾はん濫らんし波打ち始めた。

　似てますね。あなたの世界のデータの動きと。

　カラーは徐々に集まり始めた。同じ色同どう士しが集中し始めたのだ。集まりすぎた色は、積み重なり山のようになった。

　データが集まりすぎてしまったようですね。

　足下の座標面に穴が空あき始めた。積み重なった色のデータが穴に落ちていく。そして、福ふく原はらの足下にも穴が空いた。

　穴の向こうはあなたの世界でした。データの海の下に、別の世界があったのです。

　落下した。福原は降下しながらその声を聞いた。そして暗くら闇やみ。

　遠くから声が聞こえた。揺れを感じた。

「──起きて」

　揺り動かされて目を開ける。覗のぞきこんでいるのは火ひ野のだった。

「……しまった」

　福原はがばっと顔を上げる。床ゆかに転ころがるように失しつ神しんしてたのだ。火野は傷口を押さえながら壁に寄りかかり座っている。びっしょりと汗をかいていた。

「状況は？」

「……いてて。もう残り時間十五分ぐらいだってさ」

　福原は立ちあがり画面方向を見つめた。そして気づく。椅子に飛鳥あすかが座っている。セーラー服姿だった。火野が脱ぎ捨てていたセーラー服に着替えたようだ。

「あいつは？」

「飛鳥ちゃん出口探しをしてるみたい。でもねえ、進展がなくて、そろそろ起こせって言ってたから君を起こしたの。手伝ってもらいたいんじゃない？」

　飛鳥はじっと画面を凝ぎよう視ししている。情報データを拾っているのだ。

　そんな画面を見つめ福原は気づいた。
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「なんだあれ。どうなったんだ？」

「理り加かに聞いてんの？」

「うん、火ひ野のに聞いている」

「飛鳥あすかちゃんに聞けばいいじゃん。傷口が痛くてしゃべりにくい」

　残りキングは一人。つまり福ふく原はらのみとなっている。全すべての部屋はカトレアが占め、クイーンの残りも二人。飛鳥と火野。

「あいつが全部倒した、とか？」

「……あたた。ここに向かってきた二人は飛鳥ちゃんが倒したよ。で、エレベーターに乗せて強制離り脱だつ。でもね、カレンちゃんは来なかった。きっとローズのキングが出口を見つけたんだね」

　福原が意識を失ったあと、エントランスにローズのクイーン二人が攻め込んできたのだ。それを飛鳥が撃げき退たいした。そこまでは理解できる。カレンとローズのキングはどうしたのか。

　カレンは火野を倒した後、いったん資金補ほ充じゆうにエントランスに戻ったはずだ。その時、キングが出口を見つけた可能性がある。

「俺おれたちは出口をまだ見つけていないのか」

　残り十五分。福原は立ちあがった。エントランスには大量の紙し幣へいが散らばっていた。配給の金は降っていたが、それを持ち出す出口が見つからないのだ。

　福原は椅子に座る飛鳥に近づいた。瞳どう孔こうを開かせた飛鳥は画面を睨にらみつけていたが、不ふ意いに力が抜けたように首を振った。

「部屋も全部探したのか。でも出口はなかった。残るヒントはやはり画面。でも、画面の情報を調べても出口はわからない、か」

　飛鳥は福原を睨みつけてから立ちあがった。

「ローズのエントランスはどうなってたって？」

「閉しまってたって。なんで理加に聞くの？」

　火野が迷めい惑わくそうに言い腹を押さえている。

　飛鳥は呆ぼう然ぜんと上を向いている。げっそりとやつれた表情だった。画面に出口のヒントがあるはずだと、ずっと神経をすり減らして凝ぎよう視ししていたのだ。

「余よ計けいなものを見すぎている、か」

　福原は由ゆ紀きの言葉を思いだした。飛鳥は出口探しに必死になりすぎて大事なものを見落としているのだ。そんな感じがした。そして、その飛鳥の姿は、今までの自分の姿そのものだった。やはり大事なものを見落としている。

「出口を見つけた」

　福ふく原はらはつぶやいた。

　しばらく沈黙があった。火ひ野のは痛みをこらえて福原のつぶやきが聞こえていないようだった。飛鳥あすかも上を向いたままだった。

「……で？」

　飛鳥がそっぽを向いたまま言った。

「何が？」

「出口」

「ゲームはマップ探たん索さくの形態を取っていた。それに必要だったのはこの画面のデータ。ずっとこの画面は探索や交戦になくてはならないものだった。だからこそ、俺おれは画面をデータが表示され出口探しになくてはならないものだと思いこんでいた。でもそれは全すべてノイズだった」

「…………」

「最初に出口のありかは知らされていた。出口はデータの海の底にある」

「だから何」

「なんだよ、その目つきは」

「ちょっといい加か減げんにしてよお。時間がないんだよ」

　火野が腹を押さえながらこちらに這はってきた。

「出口はどこにあるの？」

「出口は画面の向こうにある」

　福原は画面を指さした。

「……へ？」

　火野が首を傾かしげた瞬間、飛鳥は画面を殴なぐりつけていた。

「やっぱりな」

　画面にぼこっと穴が開いた。その向こうに階段が見える。出口そのものではないようだ。たぶん階段を上った先に『EXIT』のドアがあるはずだ。

　飛鳥はさらに画面の穴を広げている。

　この事実を序じよ盤ばんに気がついたとしても、画面を破壊するギャンブルは終盤にせざるを得ないはずだ。よくできたシステムだった。

「よし、行こう」

「理り加かを置き忘れてる」

　火野が必死で叫んだので、福原は抱きかかえてやった。

「これで貸し借りなしだからな」

「お金は？」

　火ひ野のが床ゆかに散らばった紙し幣へいを指さす。

「もう時間がない。捨てておく」

　飛鳥あすかが完全に画面を取り除いた。向こう側には上り階段が設置されている。まず飛鳥が入り、火野を抱えた福ふく原はらが続いた。

　残り十分だった。




　　　　　　　＊




　闇やみだった。上下左右もない闇の中に身を投じている。宇宙の座標に漂っている自分を感じた。

「夜だね」

　抱きかかえている火野がつぶやいた。

　長い階段を上った先は屋上だった。ゲームフィールドだったビルの屋上。

　雲に隠かくれていた月が出た。スポットライトを照らしたように光が降り注ぐ。風が吹いていた。雲の立体的な形状、風量や風向き、月の光の光量や色。全すべて数値で管理され、光も風もその出力結果という表現にすぎないはずだ。空間に漂うただのデータ。

　しかし、何故なぜ月の光はこんなにも魅み惑わく的てきで美しく、風は心を落ちつかせるのだろうか。

　飛鳥が屋上に立ち空を見上げている。月明かりを浴びて青白く光って見える。髪が緩ゆるやかな風になびいている。座標の中、飛鳥という要素の数式が構成されている。傷つき血にまみれた不完全な数式に、何故だか目を奪われた。

　福原は屋上を見た。広いコンクリートの足場が広がっている。金属製の手すりの向こうには夜景が見える。背後には給水タンクがあり、正面にはヘリコプターが確認できた。ヘリポートがあるのだ。

　福原はそこで視線を止めた。誰だれかが立っている。

　風に三つ編みのお下げが揺れていた。

「……来ると思っていたわよ」

　カレンがヘリポートの土台の上で腕を組んで立っていた。

「カレン」

　福原は火野を抱えたままカレンに近づいた。

「出口は？」

「ここよ」

　カレンは背後のヘリコプターを指さした。ヘリコプターのドアに『EXIT』と記載されているのが見えた。出口はヘリコプターだということだったのだ。

「脱出できるのは一人じゃないんだろ」

「何人でもいいらしいけどね」

　カレンがふっと笑った。視線の先には飛鳥あすかがいた。

「あんたは乗ることができないのよ」

　カレンは飛鳥を指さした。

「残るのはあなたよ」

　飛鳥は低い声で言った。

　ヘリコプターの陰かげから顔を出した小こ柄がらな人影があった。

「君がカトレアか」

　目をきらきらとさせた少年だった。月明かりを受けて髪が銀色に光っている。綺き麗れいだった。あれだけ数字を美しく操あやつる人間は存在自体が美しいのだ。福ふく原はらは初めて男性に見とれてしまった。

「やっと会えたよ。思ったとおりの感じだよ」

　彼は笑った。

「こっちもだよ」

　福原はうなずいた。マップ上で触ふれあったイメージとぴったり重なった。彼がローズのキングだ。初めて言葉を交わしたのだが、それ以上にずっと深い交流をしていたような気がした。マップのデータを通じてやりとりをしたのだ。それは空からっぽの言葉などよりも、とても深く重いものだった。

　しばらく福原と視線を合わせていた少年は、ちらりと飛鳥を見た。

「飛鳥ちゃん、無む駄だな戦いはしなくていい。降こう伏ふくしてこっちにきな」

　少年は無む邪じや気きに笑いかけた。序じよ盤ばんから飛鳥は彼とペアを組んでいたのだ。飛鳥はそんな彼に困ったように首を傾かしげて見せた。

「だめだね。これは俺おれのだ」

　福原は首を振った。

「俺のではないわ」

　飛鳥がむっとした様子で振り向いた。

「福原」

　今度はカレンがこちらを見た。

「私は裏切った人間は許さない。でも最後にチャンスをあげる。私にひざまずいて謝あやまるなら、痛めつけないであげてもいい」

「それは断ことわる。でも、できれば無駄な戦いはしたくない。一いつ緒しよに脱出するか、降伏してくれ」

　福原ははっきりと言った。

「一分だけあげる。私を説せつ得とくしていいわよ」

　カレンがにこりと笑った。福原はカレンを見ながら思った。これがラストチャンスだ。ここで説得できればゲームは成功する。

「はいキュー」

　カレンがふざけたように言った。

「……カレン。前に言ったとおり髪と目が綺き麗れいだと思ったのは本当だよ。特にカレンの目が好きだ。カレンはどんな時でも瞳ひとみだけは優やさしく綺麗だった。俺おれの担任教師もそんな目をするんだ。同級生のような瞳で俺を見つめてくれる。俺の姉も子供のような目をしていて、視線を合わせるだけで気分が落ちついた。ニコール・キッドマンもスクリーンの向こうで少女のような表情と瞳をするときがあって、そんな映画のシーンが好きだった。同じくカレンの目も好きだよ。だから俺とやり直してほしい」

　カレンは数回瞬まばたきをした。

「…………だ、だめよ。何故なぜなら他の女と比べたもの。残念ね」

「じゃあ今のは噓うそだ」

　福ふく原はらは説せつ得とくを諦あきらめた。言葉はデータほど上手うまく操あやつれなかった。

「君は何を言ってるの？」

　抱えていた火ひ野のが言った。

「と、いうことだ立たち花ばな」

　福原は飛鳥あすかを一いち瞥べつし後ろに下がった。飛鳥はゴムを口にくわえ髪をまとめながらも、異い様ように冷めた視線を向けていた。

「この女をぶちのめした次はあんたの番だからね」

　カレンが何故か激げつ高こうしている。

「……次はない」

　ゴムで髪を後ろに縛しばった飛鳥が言った。

「あなたも懲こりないわね。殺されないと思ったら大間違い」

　カレンは肩に掛かった三つ編みを払い、飛鳥を指さした。

「ヘリコプターには乗れないのよ。私が投げて空を飛ばしてあげる」

「あなたが、飛ぶのよ」

　月が雲に隠かくれ真っ暗になった。

　雲から月が出た瞬間、二つの影が動いた。

　一足飛びに距離を詰めていたのは飛鳥だった。ガードを固めるカレンに打撃を打ち込む。さらに飛鳥は打撃の回転を上げていく。

　カレンは飛鳥の[image: ]こぶしを弾はじき、無防備な足あし下もとに蹴りを放った。

「あっ」

　どすんと尻しり餅もちをついたのはカレンだった。カレンの蹴りは空から振ぶりし、飛鳥の足払いを受けたのだ。

「立ちなさい」

　飛鳥あすかは人差し指を立てた。

「……てめえ」

　カレンが目をつり上げ立ちあがった。

「隙すきをついて乗るべきだよ」

　棒立ちする福ふく原はらに火ひ野のが言った。火野は腹を押さえながら福原に抱えられている。

「でもな」

「ゲームはもう終わり。あれはもう私たちには関係ないでしょ」

　火野はそう言ったが、福原は飛鳥から視線が外せなかった。

　ふたりの戦闘は再開された。

　対たい峙じしタイミングを計っていた飛鳥がステップを踏みながら距離を詰める。

　ひゅんひゅんと空気を切り裂さく音が聞こえた。カレンも打撃で飛鳥を迎げい撃げきする。[image: ]こぶしがぶつかる音が聞こえた。赤い霧きりが舞った。血の飛沫しぶきだった。

　的てき確かくに打撃を当て始めたのはカレンだった。パンチを避さけつつ、カウンター気味に飛鳥のボディーに打ち込んだ。それでも飛鳥は前進を止めず、強ごう引いんにストレートを放つ。

　カレンの頰ほおがざっくりと切れ鮮血が散った。

「…………」

　膝ひざをついたのは飛鳥だった。右手で押さえた口元からぼたぼたと血が垂れ落ちている。カウンターが入ったのだ。セーラー服が真っ赤に濡ぬれた。

　カレンはそんな飛鳥に蹴りを放つ。直撃を受けた飛鳥の体は、皮ひ膚ふを裂きながらコンクリートの上を滑すべった。

「越えられない壁、ね。諦あきらめるのね。あなたは届かない。私にも──その先にも」

　カレンは頰の傷を指でさすりぺろりと舐なめた。さらに倒れたままの飛鳥に歩み寄る。

「待ってくれ」

　福原は火野を置き、カレンの前に立ちふさがった。

「もう勝負はついただろ」

「それは私が決めるのよ」

「もうやめてくれ」

「だって、この子はまだやる気になっているもの」

　飛鳥がよろよろと立ち上がった。

「起き上がるな、馬ば鹿か」

「どいてなさい」

　カレンは福原を突き飛ばすと、棒立ちの飛鳥に攻撃の照しよう準じゆんを合わせる。

「やめてくれ」

　飛鳥の目の焦しよう点てんは合っていない。カレンが右手をフルスイングするのが目に映った。

「やめろ！」

　福ふく原はらは叫んだが、何故なぜかその叫びは声にならなかった。

　カレンの右ストレートが轟ごう音おんを立てて──空から振ぶりした。

　ドスンと尻しり餅もちをつく飛鳥あすか。カレンが啞あ然ぜんとこちらを向くのが見えた。

　こちらを見ているカレンという数字の集合体が目に映うつっていた。カレンだけではない、空間が全すべて数字で表現されていた。世界を構成している数式の数々。宇宙の森しん羅ら万ばん象しようの方程式。

　福原の叫びは数式のデータとなって座標を飛んでいったのだ。その数式を受け取ったカレンと飛鳥は、ただ愕がく然ぜんとしている。

　月の光、風、雲、星空。全てデジタルの数字として目に映った。カレンは硬こう直ちよくしてこちらを見ている。呼吸、瞬まばたき、発はつ汗かん、心音、そんな揺らいだ数字の数々。数字の変化で彼女がどう動くのか、何を考えているかまでわかった。

　数字を飛ばして、全て操そう作さできる気がした。ほんのひとつでいいのだ。数字をひとつ書き換えるだけでよかった。数字をひとつ弾はじいただけで全てが思いのままにできる。そんな世界に立っている気がした。

　飛鳥は痙けい攣れんしながらたくさんの数字をこぼしていた。吹き出す血のようにデータを撒まき散ちらしている。炎ほのおのようで氷のような感情のデータ。混こん濁だくし渦うず巻まく数字の中心は空くう虚きよで静かだった。そんな飛鳥の胸の奥の数列。

「見ないで」

　飛鳥が両手で胸を押さえていた。

　飛鳥の声に視し界かいが戻った。莫ばく大だいな量の数字が吹き飛び、元の空間が出現した。それでも、少しだけ残った数字は空間を漂い福原の目に映っている。

　福原は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。一瞬だけ見えた空間。あれはなんだったのか。月の光に混じってほんの少しだけ数字の断だん片ぺんが降ってきている。手のひらを出してみる。月の光の数字は手のひらの上でさらに細こまかい数字に砕くだけ散り、霧む散さんした。

「やっぱり思ったとおり君はすごいよ」

　こちらを見て笑っていたのはローズの少年だった。彼の周囲には、まだ沢たく山さんの数字が穏おだやかな風のように漂っている。

「ね、僕の言ったとおりだったでしょ。彼の体の中には特別なものがある」

　少年はカレンに言った。

「……福原」

　カレンがこちらを見ている。

「もうやめてもいいわよ。約束するならね。私のためにあなたの能力を使うって、ね。今後、あなたは私の目的のために力を使い、私はあなたの目的のために力を使ってあげる」

「……カレン」

「もう一度私を説せつ得とくするチャンスをあげる。さっきみたいに直接心の中にじゃなくて、もう一度言葉で説得してほしい」

「…………」

「どいて」

　福ふく原はらは、不ふ意いに襟えり元もとをつかまれ後ろに投げ飛ばされた。

　飛鳥あすかは肩で息をしながらカレンと向き合った。

　カレンは福原から視線をゆっくりと外し、そのまま飛鳥を見み据すえた。

「まだやる気？　ストライカータイプのくせに、打撃でも私に勝てないじゃない」

　飛鳥はカレンを睨にらんだままファイティングポーズを取る。

「この馬ば鹿か」

　福原が顔をしかめていると、金属質の激しい音が屋上に響いた。

　はっと見る。ヘリコプターのプロペラが回転を始めていた。動き出している。

　空間に漂っていた残り少ない数字がヘリコプターの風に吹き飛んでいく。数字は煽あおられ細こまかく砕くだけ散る。もったいない、と思った。

　電子カードを見る。残り時間──三分。

　福原は頭を振って意識を覚かく醒せいさせた。妙な感じだった。周囲の空間が歪ゆがんでいるような気がした。

「乗ってなさい」

　カレンがヘリコプターを向いて言った。少年はうなずき、ヘリコプターのドアを開けた。

　福原はヘリコプター方向に走ろうとして硬こう直ちよくする。

「あなたは、まだ行かせない。答えを聞いていないもの」

　福原の前に立ちふさがったのはカレンだった。

　そんなカレンに飛鳥が殴なぐりかかってきた。カレンはバックステップをしつつ攻撃を避よけ、その動作で飛鳥の足を引っかけた。

　バランスを崩くずした飛鳥は、福原と衝しよう突とつした。飛鳥の頭が福原の額にがつんとぶつかった。

「いてて」

　それでもバランスを崩した飛鳥をなんとか受けとめてやる。

「もうやめろ馬鹿。カレンには勝てない」

　そう言った福原に、飛鳥は頭ず突つきをくらわしてから再びカレンに向かっていった。福原はその場でしゃがみ込み悶もん絶ぜつした。

　ヘリコプターの巻き起こす強烈な風に、飛鳥とカレンのスカートの裾すそがバタバタとはためいている。もう残り時間がなかった。

　飛鳥とカレンは暴風の中激しく交こう差さをしている。連打を浴びせる飛鳥の姿は、とても感情的で苦しげだった。風に乱れた空間データのように歪んだ感情を撒まき散らしていた。

「もう知るか」

　福ふく原はらは飛鳥あすかを無視してヘリコプターへと走った。プロペラの回転速度が上がり耳を劈つんざく轟ごう音おんが鳴り響いている。

「……るなー」

　福原は足を止めた。

「ばかー、私を忘れるなー」

　福原ははたと気づいた。火ひ野のを置き忘れていた。

　仕し方かたなく引き返す。突風に煽あおられてとても走りづらい。

　タイムオーバー間ま際ぎわになっても、カレンと飛鳥のバトルはノンストップで続いていた。しかし、徐じよ々じよに攻勢に出たのは飛鳥だった。暴風に煽あおられた飛鳥の攻撃が当たり始めたのだ。無む秩ちつ序じよに吹く風が、飛鳥の攻撃をずらしたようだった。

　パンチの回転を上げていく飛鳥に対して、カレンは守しゆ勢せいに回っていった。

　風にバランスを崩くずしたカレンに、飛鳥は足を踏み込みストレートを打ち込んだ。カウンターを狙ねらったカレンの[image: ]こぶしと交こう差さし、鈍にぶい音が響いた。

　飛鳥はカレンのパンチを肩でガードした。一方カレンは胸元に打撃の直撃を受けてよろめいた。さらに追つい撃げきする飛鳥に、カレンは回まわし蹴げりを放ち距離を取る。蹴りをしっかりとガードした飛鳥も一呼吸置く。

「もう遊びは終わり。時間がないから」

　カレンは右腕をぼきっと鳴らした。

　棒立ちのカレンに飛鳥が正面から距離を詰めた。

「危ない！」

　抱きかかえていた火野がいきなり叫んだので福原は転てん倒とうした。

　顔を上げると、飛鳥がカレンに弾はじかれたかのように後ろに跳んでいるのが見えた。飛鳥は着地と同時によろめいた。どすんと背後の鉄てつ柵さくに寄りかかるように背中をぶつける。

　飛鳥の胸がセーラー服ごとざっくりと裂さけていた。

　カレンの瞳どう孔こうが開いている。瞬しゆん発ぱつ的てきな能力解放が行われている。

「この傷もあれで？」

「うん、カレンの右腕」

　火野が腹の傷を押さえながらうなずいた。スコーピオンカテゴリーのパルス解放能力。

　カレンの右腕のデータが激しく変化しているような気がした。爆発的な能力の解放。書き換えられたデータ。

　カレンは右手についた血を払うように振っている。

「ほんの少しだけ力を見せてあげる。でも、見せたからには死んでもらうわよ」

　カレンの構えが変わった。体の重心を落とし右手をだらんと下げている。しなやかな構えは、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのように見えた。

　カレンから距離を詰めた。あえて大きなモーションで右手を振る。飛鳥あすかはその攻撃をぎりぎりで横に避さける。

　悲鳴のような金属音が反響した。飛鳥の背後の鉄てつ柵さくが、ぐにゃりと溶けた飴アメのように曲がっていた。

　その鉄柵を見て福ふく原はらは目を見張った。ひしゃげた鉄の棒が未いまだにぐねぐねと動いている。鉄柵を構成していたデータが狂くるっているかのようだ。

「なんだあれは」

　鉄柵は炎ほのおに焼かれる蛇へびのようにのたうったあと、動きを止めた。

「スコーピオンのパルス能力だよ。だから、私の傷もなかなかふさがらない」

　火ひ野のが腹の傷を押さえている。

「来なさいよ。時間がないわよ」

　カレンは右手に握ったものを足下に落とした。かつんとコンクリートにバウンドしたそれは、歪いびつに丸まった鉄てつ塊かいだった。カレンの右手が鉄柵のポールを削そぎ取ったのだ。

　鉄塊がコンクリートの上で蠢うごめいている。物質データにバグが生じている。パルスの毒だ。カレンの攻撃はパワーではなかった。特殊なパルス能力を外部へ出力したのだ。

　カレンの右手周辺の空間データが歪ゆがんでいた。爆発的なパルスがカレンの右腕に一極集中している。

　飛鳥は呼吸を整えながらリズムを取るようにステップを踏んだ。それでも攻撃スタイルを変えないようだ。

　飛鳥が動く。カレンの右手を警戒し左側に回った。そんな動きに合わせてカレンが右腕をスイングする。

「うっ」

　飛鳥が体を折りよろける。右手は避よけたが、カレンの膝ひざが腹に入った。

　さらにカレンは右手を大きく振って追つい撃げきをした。飛鳥は両手のガードでその攻撃を弾はじき返す。

　次の瞬間、飛鳥がのけぞり血を吐いた。右手はフェイントで、左の打撃が直撃したのだ。

　飛鳥は体勢を立て直し、正面から突っ込む。しかし、右手を異常に警戒する飛鳥に、面白いようにカレンの攻撃が当たった。右手の攻撃は受けなかったが、蹴りや左手の打撃を受け血しぶきが舞った。足下のコンクリートはペンキをぶちまけたように赤く染まっている。

　それでも飛鳥は攻撃を続ける。直線的に突っこみ、逆にカウンターを受けるという繰り返しだった。

　またもカレンのカウンターを受け、髪をまとめていたゴムが切れ、ばさっと髪が乱れた。

「何やってんだおたんこなす！　少しは学べ！」

　福原はそんな状況を見ながら叫んだ。飛鳥の攻撃は明らかに単調になっていた。正面から同じリズムで突っ込む繰り返しなのだ。

「ヘリ！」

　火ひ野のが叫んだ。

　福ふく原はらは舌した打うちをした。ヘリコプターがヘリポートから浮かび上がっている。もうゲームは終了なのだ。

　福原は火野を抱えたまま走った。やりたい連中には勝かつ手てに戦わせておけばいいと思った。今なら自分たちだけは間に合う。

　円形プレートのような形状のヘリポートに走る。強烈な爆ばく風ふうによろめく。風に煽あおられた火野の髪がばしばしと顔に当たった。

　ヘリコプターは左右に機体を揺らしながらゆっくりと浮上している。火野を抱いていたのでは飛び乗るのは難しかった。

　ヘリコプターのドアが開き、そこからローズの少年が顔を覗のぞかせている。

「ほら、早く」

　彼は手を伸ばした。

「これから頼む」

　福原は必死で火野を持ち上げる。

「ヘリの足をつかんで上れるか？」

「オーケー」

　火野は手を伸ばしヘリコプターの足をつかんだ。そんな火野の手を少年がつかんで、ヘリに引き上げる。出口をくぐった火野は、傷の痛みをこらえながらもにやりとウインクをした。

「君も手をつかんで」

　少年が手を伸ばした。

「ありがとう」

　福原はその手をつかんだ。手を通じて彼を構成するデータが流れ込んでくるように感じた。そのデータは音楽的で力強くエレガントなものだった。この時に、福原は自分の敗北を知った。上には上がいる。自分の能力などちっぽけなものだった。

「うわっ」

　機体がいきなり方向を変えたので、バランスを崩くずした福原は手を離してコンクリートに転ころがった。

　急いで起き上がり、そんな中、見た。

　戦い続けるふたり。飛鳥あすかが妙だった。爆音と爆風の中、強烈に乱れるデータの波を感じ取った。飛鳥も能力解放をしている。

　心臓の音が聞こえた。飛鳥の鼓こ動どう。ドクン、ドクンと空間が波打った。

　単調な攻撃を繰り返していた飛鳥だが、徐じよ々じよにカレンが押され始めた。攻撃のタイミングをつかめていない。それだけ飛鳥あすかの瞬しゆん発ぱつ力りよくが上がっていた。

　福ふく原はらは天てん秤びんのイメージを見た。ぎりぎりのバランスで揺れていた天秤が、ガタンと傾いたイメージ。

　その瞬間、飛鳥の動きが爆発的に加速した。

　直線的に突っ込む飛鳥。カレンも迎げい撃げきしたが右手は空から振ぶりする。

　強烈な打撃を受けてカレンがよろめく。さらに飛鳥は追つい撃げきのストレート。

　カレンは後ずさりながら血を吐いた。飛鳥の動きについていけていない。

　飛鳥はカレンの右を避よけると、腹部に強烈な一撃を打ち込み、さらに横に回り脇わき腹ばらにもう一撃。疾風はやてのような動きだった。

「てめえ、いいかげんに……」

　カレンは飛鳥に突っ込んだ。

　飛鳥はカレンの右を避けると、すれ違いざまにカレンの三つ編みをつかむ。髪を引っ張られカレンがのけぞった。

　飛鳥は、そんなカレンの脊せき髄ずいに渾こん身しんのストレートを打ち込んだ。

「あっ……」

　鈍にぶく重い音がしてカレンの動きが止まる。そして力が抜けたようにがくっと両りよう膝ひざをついた。

　しかし、飛鳥の動きも止まっていた。直立したまま頭を小こ刻きざみに揺すっている。能力解放の負ふ荷かによる錯さく乱らん状態。

　福原には、飛鳥の傾いた天秤が元に戻らず暴走しかけているように見えた。バランスを崩くずしたままの飛鳥の精神。

「早く！」

　火ひ野のがヘリコプターの中から叫んでいた。

　ヘリコプターは屋上を這はうように低く飛んでいる。カレンと飛鳥の方向へ進んでいた。福原はそれを必死で追いかけた。まだ間に合う。

「カレン、危ないぞ！」

　福原は走りながら叫んだ。ヘリコプターの進行方向にカレンが立っている。

　カレンは顔を歪ゆがめながらも頭を振って意識を覚かく醒せいさせている。

　飛鳥の意識は戻らない。瞳どう孔こうは収しゆう縮しゆくしていたが、うつろな表情のままだった。風に煽あおられるようによたよたと屋上をふらついている。

　ヘリコプターとカレンが交こう差さした。すれ違いざまにカレンはヘリコプターの足をなんとかつかんだ。ヘリはそのまま屋上の外に出る。そこで機首の向きを変えホバリングをした。

「こっちに」

　ヘリコプターにつかまったカレンが、走る福原に叫んだ。

　カレンが先ほどなぎ払った鉄てつ柵さくが見える。そこからジャンプできそうだった。その脇わきで電池の切れたロボットのようによろめく飛鳥あすかの姿が見えた。

「馬ば鹿か」

　カレンがそう唇を動かしているのが見えた。

　ヘリコプターが屋上から離れていく。

「……落ちるよ立たち花ばな」

　福ふく原はらは飛鳥の手をつかんでいた。

　裂さけた鉄てつ柵さくの前でよろけている飛鳥は混乱していた。

　目はうつろだった。血で顔が真っ赤に染まり、カタカタと足が小こ刻きざみに震えていた。喘ぜん息そくのような吐と息いきに混じってうめき声が聞こえる。

　錯さく乱らんする飛鳥の心が見えた。真っ黒に濁にごり泡あわ立だち淀よどんでいる海のような感情。流れる血とうめき声は混乱を表現するデータのようだった。

　福原は飛鳥を抱き寄せた。

　体を媒ばい体たいに彼女の感情データが伝わってきた。福原はその乱れるデータを静めた。静かな海をイメージした。波を穏おだやかにしていくそんなイメージを飛鳥へと流す。徐じよ々じよに彼女の震ふるえは治まってきた。

「…………」

「ん？」

　福原は飛鳥を見た。いつの間にか瞳ひとみに光が戻っていた。月の光を受けて青白く見える。瞳は福原に焦しよう点てんを合わせ、数回瞬またたきとまどいを表現していた。

　福原は手を離して夜の空に視線を向けた。

　飛鳥の頭越しに飛び去るヘリコプターが見えた。闇やみの中を光を放ちながら飛んでいく。徐々に小さくなり光点となった。ゲームの終演、そして失敗だった。

　何も手に入れることができなかったという虚きよ脱だつ感かんがあった。残っているのは自分自身を構成する空くう虚きよなデータのみ。

　ぼんやりと立つ福原に、飛鳥は未いまだに寄りかかっていた。

「ぼろぼろだな。自分で立てるか？」

「……少しだけこのままでいてほしい」

　飛鳥は言った。

　こうして体を近づけ合っていると妙な感覚があった。空虚な心が満たされるような、月の光の粒を浴びているような。

　穏やかな海を泳いでいる。空からっぽの体に、沢たく山さんのデータが入っている。様々な言葉や感情データが漂う海の中だった。人間は空っぽだが、同じ海で泳ぐことができる。

　飛鳥の目から涙が流れていた。瞳から痛みや悔くやしさのデータを出している。体の中の感情などをスムーズに流すために歪いびつな形のデータを排はい出しゆつしている。目から流れ落ちるそれも海から来たデータなのだ。

　複雑なデータの集合体を舐なめ取ってみた。やはり少しだけしょっぱかった。
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「あのゲームは能力テストの意味合いが強かったようね」

「俺おれのようなレーダータイプの選抜？」

　福ふく原はらは缶コーヒーを飲みながら校舎の屋上にいた。味がよくわからなかった。体中が麻ま痺ひしているような感覚がなかなか取れない。

　あのゲームから四日ほどが経たっていた。土日をはさみ、久々の登校だった。疲れが取れず、家ではずっと寝ていた。今日も寝過ごし昼休みの登校だった。五時間目の授業に出ようかと迷っているところだった。

　屋上には湿しめった風が吹き、太陽は強烈な光を放っている。ただそれだけだった。それだけしか表現できない。

「潜せん在ざい能力の高いプレイヤーを捜さがしてるらしいわよ」

　舞まいがしゃがみ込みながら言った。

「何かが起こってる？」

「ええ。だから、ランキングなしのプレイヤーを対象にした囚しゆう人じんゲームがたくさん行われているらしいの。囚人ゲームに異変が起こっている」

「そんなようなこと言ってたよな、火ひ野のとカレンが」

　福原はため息をついた。

「なあ、舞。カレンとまた会ったりするのかな」

「どうして？」

「ちょっとゲーム中に怒らせたとしてさあ、ここに来られてボコられたりすることないかな」

「……馬ば鹿かね。あっちもその程度の常識はあるわよ。そんなことをしたら収しゆう拾しゆうがつかなくなるでしょ。社会的ルールもあるし、暗あん黙もくの了りよう解かいで日常生活には介かい入にゆうしてこないわよ。それに、いろいろ忙いそがしいと思うけどね。トラブルがあったから、あんな低レベルのゲームに参加をしていたわけでしょ」

　ほんの少しだけ、もう一度会いたいという気持ちもあった。

「来たとしても私が守ってあげるから安心なさい」

　舞はくすっと笑った。

「そうするよ」

　福原も笑った。

「カレンさんも、普ふ段だんは普通の女の子だと思うけどね。囚人ゲームと日常とは違うもの」

「そうだよな。ゲーム中はすごいめちゃくちゃだったけど、普段は意外と常識人だったりするよな。カレンもゲームと日常生活は分けているはずだよな。そうじゃないと、人として明らかにおかしいもんな」

「……あ、捕まえた」

　舞まいが蟻アリを捕まえた。

「そういやさ、立たち花ばなはどうしてる？」

　福ふく原はらは舞と一いつ緒しよに蜘蛛くもの巣を覗のぞきこみながら聞いた。

「とっくに学校に来てるわよ。肉体補正のプレイヤーはある程度傷の治りも早いしね。アザぐらいならすぐに消せる……あら、食べないね、エミリー」

「やっぱり、蟻に飽あきたんだな。贅ぜい沢たくだなエミリー」

「飛鳥あすかと一緒に蟻をいっぱいあげたからかなあ……あっ」

　舞が立ちあがった。

　屋上の出入り口には飛鳥が立っていた。

「ほら、声かけなさいよ。もうあの失敗を繰り返さないように、地じ道みちにコミュニケーションを取っておくべきだと思う。あなたの目的を達成しやすくするためにもね」

　舞は棘とげのある言葉で諭さとした。まだ、ゲームでのやりとりを怒っているようだ。

　福原は仕し方かたなく立ちあがり飛鳥に視線を向けた。変わらない飛鳥の姿だったが、ビルの屋上で見た飛鳥とは全く違った。データでも数字でもなんでもないただの女の子だった。もう彼女の感情は全く読み取れなかった。

　飛鳥は福原に気づくと、きびすを返して校舎の中に戻っていった。

「……飛鳥？」

　舞が首を傾かしげている。

「な、あいつは常識ないだろ。人として明らかにおかしいよな」

　福原はむっとした。

「何かあったの？　飛鳥からも詳くわしいことは聞いていないのよね。最終的にはペアになったとかぐらいは知ってるけど」

「俺おれらにしては意い外がいに協力をしたような感じだったんだ」

「全くそんな良好な関係に見えなかったけど」

「ゲームに失敗して拗すねてるんだよ。むかつくから屋上出入り禁止にしてやろうぜ」

「……もしかして、照てれてるんじゃないの。お礼を言いたいんだけど、みたいにさ」

「そうなのかな」

　ふたりはしばし沈黙した。

「ないない、あのひねくれ者が」

「ええ、それはさすがにないわよね。ちょっと無む理りがあること言っちゃった」

　福原と舞は顔を見合わせて笑った。

「じゃあ、そろそろ教室に行くよ」

　福ふく原はらは言った。

「休んでもいいのよ」

「珍めずらしいな。気を遣つかってくれるなんて」

「体を休めておかないと。福原はゲームに失敗したとはいえ、ある程度の能力をアピールしたわ。今後、いろいろな形でアプローチがあるはず。同時に囚しゆう人じんゲームにも巻き込まれることになる。福原の意思をよそに、ゲームは加か速そく化かするのよ」

「それは望むところだよ」

　ゲームを続行することで、目的に近づくことができるのだ。プレイヤーとしての立場と能力を上げていけば、必ず姉は取り戻せる。

「でもさ、ゲームではあんなに研とぎ澄すまされていた感覚が、全くなくなってるんだよな。それどころか、すごく鈍にぶくなっている」

「それは仕し方かたないわ。もともと瞬しゆん発ぱつ的てきな能力は反はん動どうがあるし、何よりも疲れている。だから、今はゆっくり休むことね」

　福原はうなずいた。

　舞まいと別れ校舎に入る。校舎の中を安あん堵ど感かんに包まれながら歩く。久々に戻ってきたような気がする。とても心地がいい空間だった。

　いつもの教室は懐なつかしさを感じた。

「おかえり」

　教室にいた由ゆ紀きが声をかけてきた。彼女は笑っていた。

　データも数字も見えなかったが、彼女はこうして笑顔と言葉で感情を表現してくれるので、見えなくてもいいと思った。
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　あとがき




「読者の皆さんはじめまして、土橋の担当編集です。まずはお詫わびからとなります。今回、〝あとがき〟の代わりに録音から起こしたレポート形式を取らせていただくことになってしまいました。

　そして、何故なぜか私は東京競馬場にいます。何故このようなことになってしまったかは前巻を参照にしてください。で、その彼からの挨あい拶さつです。…………早く。もう録音始まってるのよ」

「…………土橋です。この二月で電撃文庫デビューしてちょうど一周年となります。一年経たったけど、未いまだにメディアワークスには新人いじめがあるんですよ」

「なによ、その態度は。私、休みなのにわざわざ極ごつ寒かんの競馬場まで来たのよ。読者の皆さん、メディアワークスに新人いじめなんてありませんからねっ」

「メディアワークスとか燃えてしまえばいいと思ってます」

「燃えればいいのはあんたのアパートよ馬ば鹿か。それに、メディアワークスは関係ない。感謝されても、恨うらまれる筋すじ合あいはないわ」

「感謝してますよ、美女編集さんにも。なんだかんだで、ここまできたのは美女編集さんのおかげですよ」

「いや、それは君の力だよ」

「いやいや、美女編集さんのおかげですって」

「いやいやいや、私はなんにもしてないから」

「いやいやいやいや……」

「……本当に私は関係ないから。だから巻き込まないでちょうだい」

「ぶっちゃけやがった」

「とにかく時間もないので説明をします。ここに〝ツァラトゥストラへの階段一巻〟の印いん税ぜいがありまーす。これを倍にすることが当初の目標となります。その後、どっかに寄付しちゃいまーす」

「その封ふう筒とうちょっと見せて。もともと俺おれの印税でしょ」

「…………」

「まだ触さわってもいない。俺の印税なのに。ちゃんと全額あるか確認だけしたい」

「見るだけよ。ほら、ちゃんとあるでしょ。…………あ、わわっ、逃げやがった！　みんな捕まえて。早く、そっち回り込んで。きゃー、わー、泥どろ棒ぼうでーす、捕まえてくださーい！

　……………………ハアハア、てめー余よ計けいな手間かけさせんなよ。絶対逃げると思ったけどさあ」

「……俺の印税なのに、ぐすっ」

「ブー、もうあなたの印税ではありません。でも、チャンスがあります。倍にしてどっかに寄付するって言っちゃったのは取り消せないけど、寄付するのは二倍まででいいわよ。だから、それ以上競馬で勝ったら、その差さ額がくは君に返してあげるから。競馬ができるのは二十歳以上だけど、歳としいくつだっけ？　なんとか大丈夫ね」

「マジかよ。競馬で五倍くらいならワンチャンスだぜ。五倍にしたら、単純計算で印いん税ぜいが三倍手に入るって計算じゃん。逆にラッキーだ」

「そうだね。あんたが馬ば鹿かでよかったなあ。お金は持ち逃げ防止のため、その都つ度どこちらが渡すからね」

「それにしても、競馬は久しぶりだなあ。いつの間にか東京競馬場改装してスタイリッシュになりやがった。昔の淀よどんだ灰色の空間と全く違うなあ。まあ、やってみるか……とりあえず軽く十万円ばかり渡してくれ」

「円は禁止でーす。中高生も読んでるし、電撃倫りん理りもあるし、税金など大人おとなの事情でぼやかさなきゃいけないため、これからはオーレという通貨単位を使います」

「なんだよオーレって。だせえな」

「レートは秘密です。印税の額とかわかっちゃったら困るからね」

「あ、美女編集さん、さっき借りたジュース代いま返しておくね。えっと、百二十オーレ。あっ、札しかないや。千オーレ札でいい？」

「あとで精せい算さんしましょ。競馬場の入場料の二百オーレとか経費で落とせるし。で、レースのレポートなんだけど、前半６Ｒレースできりのいい金額にしてもらいたいのよね。百万オーレとか二百万オーレとか。それで後半の６Ｒで勝負というのが理想の形。そうしたら後半６Ｒを詳くわしく公開できる」

「本当に馬券買うのかあ。行きたくねえなあ」

「慌あわてない。まだ、開始まで時間があるもの。で、この時間を利用して、何かメッセージがあったらどうぞ」

「……皆さん、このような形式の〝あとがき〟になって残念です。本来僕にとっての〝あとがき〟とは、読者の皆さんやこの本に関かかわった全すべての皆さんにお礼を言ったり、作品について語る場でした。こんな馬鹿なレポになってしまい誠に不ふ本ほん意いです」

「言ってることは間違ってはいないのよね。あと、お礼を言ったら？　イラストレーターの白身魚さんに。あなたの小説って女の子を脱がせたりサディスティックなシチュエーションが多々あるでしょ。間接的なセクハラよ。彼女、困こん惑わくしつつも仕事だから無む理りして読まなきゃいけない」

「そんな白身魚さんを想像してモチベーションにしています。きっとこのシーン嫌いやがるだろうなあ、なんて考えて書いてます。なんか執しつ筆ぴつ時は白身魚さんのことばかり想おもってる気がするなあ」

「……こいつ最低だな」

「こんどお手紙書きますから」

「手紙で思いだしたけど、いくつかメッセージが来てるの。応援メッセージね」

「いいね、ありがちだよね」

「まずは、君と同期の十三回電撃大賞のアイドルから。──皆さん今月発売の私の小説をよろしくおねがいしまーす。紅玉いづきでした」

「応援ではないな」

「あと、髪や胸を触さわらせろとか短いスカートを穿はけとか強要してくるのを止めてください、だって。で、次は本当に応援メッセージ」

「はいはい」

「──必ず勝ってくださいね」

「本当だ。応援メッセージだ」

「──結果はどうであれ、終わったら話がありますので来てください」

「誰だれ？」

「あなたのアパートの大おお家やさん」

「うわあ」

「家や賃ちん、待ってもらってるんだって？」

「……前借りできます？　メディアワークスって」

「さあね」

「さっきの燃えちまえなんてジョークです。あとで俺おれのぼろアパート燃やしておきますから。メディアワークスさんにはすっごく感謝してるんですよ。今後メディアワークスに貢こう献けんするのが僕の切せつなる願いです。特に経理部の方へ」

「君のその軽さは社会的には長所だとは思うわよ。でもね、リアルに電話で前借りの話とかするけど、私の身にもなってよね。私にも立場があるのよ。ひそひそと金の話をしなきゃいけないなんて」

「もういいよ。やるなら早くやろう」

「なーんてね。こうは言ったものの、さすがに印いん税ぜいを賭かけさせようなんて、ちょっとひどいとは思うのよね、君の生活もあるし。だから、ちゃんと誠せい意いを見せたら許してあげる。ちゃんと読者のみんなに謝あやまりなさい。そうしたら、許してもらえるから。……ほら、素直になって」

「読者の皆さん」

「そうそう」

「……続行します。ギャンブルの負けはギャンブルで取り返します。今度こそは必ず勝利してみせる。希望と未来は勝かち馬うま投票券の中にある」

「か……かっこいい。いや違う違う、ただの馬ば鹿かよ。日曜夕方の府ふ中ちゆうを呆ぼう然ぜんと歩いているギャンブル中ちゆう毒どく者しやだ」

「みんな、応援よろしく、って言っても、文章に起こしているときはもう結果が出ちゃってるだろうけど。じゃ、前半レース行ってくるぜ」

「…………あ、締めてもらおうと思ったのに。意い外がいに楽しそうに走っていったわね。あの性格、知り合いまでだったらいいけど、彼氏だったら嫌だなあ……。

　えっと、ページ数もあってここまでですが、これが続くかは未定です。ただし証しよう拠ことして、次巻で買った馬券だけは、著者近影などに貼はりたいと思います。

　ちなみに、この二巻の著者近影は、いろいろ事情あって馬券は写せませんでした。なので代わりに、競馬場に連れてきてしまったもののあまりのご主人のヘボな馬券の買い方に生活の不安を感じて今現在私のフードの中で愕がく然ぜんとしているチーちゃん（本名・土橋チートイツ）の写真を貼っておきます。

　それじゃあ皆さん、二月になっても雪が降りまくりだけど風邪かぜとか引かないようにね。以上、土橋担当編集でした。じゃあねー」
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。趣味はキャンプとロッククライミング。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞し、デビュー。念願の作家になっても、なぜか生活が楽にならない府中市民。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。『扉の外』で文庫のイラストレーターデビュー。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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ツァラトゥストラへの階かい段だん2
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